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まちラボおおみや2014開設
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2022年度の実施プロジェクト

ストリートプランツ2019@西通線

公共施設再編
氷川神社周辺エリア
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ストリートランチ2019@軒先テラス

おおみやストリートテラス2021@中央通り
ストリートマネジメントスクール社会実験2021@中央通り
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まちづくり活動の成熟や都市ポテンシャル向上に
応じた市街地更新・拠点機能強化

老朽化した公共施設の安全やサービス向上

歩きたくなる
ことから
始めよう
！！
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［大宮駅周辺地域戦略ビジョンp.51「優先的に取り組むべきプロジェクトの設定」をもとに作成］

● おおみやインフィニティ［∞］プロジェクト

ストリートでつながる点→線→面
UDCO展開期の戦略
─

UDCOでは、「大宮駅周辺地域戦略ビジョン」（以下、ビジョン）のもとに進められ

ている都市再生事業をつなぐ鍵は“ストリート”であると考え、UDCO初動期か

らストリートテラスをはじめとした街路沿道利活用に取り組んできた。展開期

となる2020-2022年では、ビジョンの実現に寄与していくための戦略として、

ストリートにおける取り組みを面的につなげる「おおみやインフィニティプロ

ジェクト」を構想した［図1］。このプロジェクトの戦略・展開は次の通り。

─

「インフィニティストリート」は、大宮駅（グランドセントラルステーション化構想、以下

GCS化構想）、公共施設再編3地区（大宮区役所、旧大宮区役所、旧大宮図書館な

ど）、大門町2丁目再開発、氷川参道、中央通り、一の宮通りなどの拠点をつな

ぐ役割をもつ［地図］。大宮らしい暮らしがこの動線で日常的にかつ持続的に営

まれること、また、動線が「∞」の字に見えることから「インフィニティストリート」

と名付けた。

─

施策としては、インフィニティストリートを国土交通省が定める「まちなかウォー

カブル区域」に位置付け、「まちなかウォーカブル推進事業」として戦略的に進

めていくことが考えられる。このような他事業と組み合わせながら、インフィ

ニティストリート沿いで重点的・積極的に取り組みを進めることにより、点（拠点）

を線（ストリート）で結ぶことによって、奥行きのある面（まち）へとつながっていく。

ストリートごとの特性を活かしたアクションにつなげていくために、これからも

大宮の皆さまとともに取り組んでまいりたいと思います！

図1

1 主要回遊動線＝「インフィニティストリート」を設定

2 インフィニティストリートでストリートテラスなどの取り組みを展開

3 ビジョンに掲げる「おもてなしひろば」「おもてなし歩行エリア」を実現、
　　暮らしの質とエリアの価値向上を図る

4 都市再生事業である「おもてなしまち再生」「連鎖型まちづくり」と連動、
　　大宮らしい新たな日常を目指す
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用語解説
─
● UDC：アーバンデザインセンター｜UDCは、アーバンデザ

インセンター（Urban Design Center）の略称で、2006年11
月の柏の葉アーバンデザインセンター（UDCK）創設時に構

想された、課題解決型＝未来創造型まちづくりのための

公・民・学連携のプラットフォーム。行政都市計画や市民ま

ちづくりの枠組みを超え、地域に関わる各主体が連携し、

都市デザインの専門家が客観的立場から携わる新たな形

のまちづくり組織や拠点として、2023年3月現在は、全国

22拠点に展開している。それぞれのUDCで課題やプレイ

ヤー構成は異なるが、UDCOは政令指定都市（100万人都

市）の既成中心市街地におけるUDCとして、ほかのUDCと

は異なる特徴をもっている。
─
● 都市再生推進法人｜都市再生推進法人とは、都市再生

特別措置法にもとづき、地域のまちづくりを担う法人とし

て市町村が指定するものである。指定されることにより

公的位置付けが付与され、国などの支援を受けながら、

都市再生整備計画の市町村に対する提案や都市利便増

進協定・低未利用土地利用促進協定などを結ぶことが可

能となる。一般社団法人アーバンデザインセンター大宮

は、さいたま市から2017年10月4日に都市再生推進法人

に指定された。
─
● まちラボおおみや｜産・官・学・民が一体となり、これから

の大宮のまちづくりについて議論し、情報発信する拠点と

なるコミュニティ・ステーション。
─
● 大宮駅周辺地域戦略ビジョン｜大宮駅周辺地域のまちづ

くりの将来ビジョンとして、官・民協働でつくりあげたまち

づくり計画。大宮駅周辺地域を、政令指定都市の顔とし

てふさわしい都心として再構築するため、将来像、まちづ

くりの方針、戦略や優先プロジェクトがとりまとめられてい

る（H22.5策定）。
─
● しあわせ倍増プラン2013｜市民一人ひとりがさらなる「し

あわせを実感できる都市」を目指すため、 平成25年5月の

市長選挙において市長が公約した「新しあわせ倍増計画」

にもとづき策定するもの。さいたま市が特に力を入れて取

り組むべき施策がまとめられている。
─
● 首都圏広域地方計画｜「国土形成計画（全国計画）」を受け、

首都圏の自立的発展に向け、概ね10年間の地域のグラン

ドデザインをとりまとめたもの（H28.3大臣決定）。本計画 に

おいて、大宮駅周辺地域が東日本の対流拠点として位置

付けられる。
─
● 国土形成計画｜国土の利用、整備及び保全を推進する

総合的・基本的計画。国土形成計画法にもとづき、全国計

画と広域地方計画から構成される（H27.8閣議決定）。
─
● 大宮駅周辺グリーンインフラ公民連携プラットフォーム｜大

宮駅周辺に関わる多様な主体が一体となってグリーンイ

ンフラの取り組みを推進し、都市の価値向上と活性化、

大宮らしい豊かな生活空間の形成に寄与することを目的

とした、公民連携組織である。
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UDCO REPORT まちを紡ぐ
─

─

タイトルの「まちを紡ぐ」には

3つの意味が込められています。
─

1｜大宮の過去・現在・未来を紡いでいく
2｜大宮のまちの担い手・使い手を紡いでいく
3｜大宮の残すべき価値・創るべき価値を紡いでいく
─

アーバンデザインセンター大宮［UDCO］は、

大宮というまちを紡ぎながら、

まちの価値をさらに高めていこうという思いで、

2017年3月より設立・活動しています。
─

UDCO REPORT #006では、
展開期の最後の一年となる2022年度の活動をまとめ、
波及期となる次の3年間に向けて、UDCOの役割を見直しつつ、
今後の活動指針を示すことで、皆さまとの共有を図りたいと考えています。

─

大宮というかけがえのないまちを継続して紡いでいくために、

これからもUDCOでは対話と発信を行ってまいります。
ぜひ最後までお付き合いください。

目
次
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 ［特集］ 
都市街路文化を醸成する
ストリート・インキュベーション
みちを舞台に、ひとを巻き込み、まちを動かす

●  SPECIAL FEATURE  ｜座談会｜「みち・ひと・まち」がともに育つ仕組み 
エリアプラットフォームのかたちとして3つの層が有機的につながるエコシステムを考えるうえで、消費や生活
の動向のリサーチから都市や郊外の風土に関する多様な著書を執筆される三浦展氏と、「マーケットでまちを変
える：人が集まる公共空間のつくり方」を執筆しマーケットの研究と実践をする鈴木美央氏、下北沢の「BONUS 
TRACK」などまちづくりのプロデュースする小野裕之氏の三者をお迎えし、これからの「みち・ひと・まち」の関係
について話していただいた。

既成市街地における「都市再生」の政策は、新たな都市空間の整備に限らず、エリアリノベーションや
ウォーカブル、スマートシティ、またそれらをマネジメントするプレイヤーやプラットフォームの重要性が
認識され、公民連携を前提とした地域のエコシステムを誘導する政策に変化してきている。特に近年
推進されている「エリアプラットフォームの構築」においては、地域の多様なプレイヤーやステークホル
ダーが情報共有・協働体制を構築するプラットフォームの仕組みが必要であることが国の政策におい
て意識され、各地でエリアプラットフォームの組成が検討されている。しかし、プロジェクトの実行力を高
めようとすると市民からは遠い存在になりやすく、広く開かれたプラットフォームはプロジェクトの実行
力という点では弱くなりやすいジレンマがあり、また両者の関係は希薄なのが現状である。実際にどの
ような体制や仕組みを構築すればよいのか、必要な役割や運用の仕方について明確なものはない。

UDCOは大宮駅周辺地域のような既成市街地の再生を、ストリートに代表される公共空間やまちの
空地を舞台とした空間的実践（社会実験など）を契機として、さまざまな人やコンテンツを巻き込んだ社会
的ネットワークを再構築し、そのネットワークが新たな実践を生むエコシステムをつくることと捉えてき
た。継続的な取組を通じた経験を通じて、人のスキルやマインドやネットワークが育つことがまちを動
かす原動力になると考え、このようにストリートを中心とした運動を通じて地域文化を醸成することを、
「ストリート・インキュベーション［*］」と定義し、活動の指針としている。

そこで今回はストリート・インキュベーションを生む仕組みを「クラブ」「スクール」「プロフェショナル」の
3つの層（プラットフォーム）の相互関係によるエコシステムとして捉える。それぞれの層は以下のようなイ
メージである。

これらの3つの層が有機的につながり、担い手の重層性をつくることがエコシステムを醸成する鍵で
あり、エリアプラットフォームが目指すべき姿ではないだろうか。今回はそのような視点で研究や実践
をする有識者との座談会と、池袋や前橋における先駆的な事例や大宮において培われてきた市民活
動へのインタビュー、また3都市のストリート・インキュベーションの比較分析を通じて、まちの動的な
プラットフォームの可能性について探り、大宮のこれからを考える礎としたい。

pp.06–09

pp.10–17 ｜インタビューズ｜3つのストリート・インキュベーションの実践

池袋
Ikebukuro

前橋
Maebashi

大宮
Omiya

pp.18–19 ｜図解｜三層構造で捉えるストリート・インキュベーション
池袋・前橋・大宮の3都市における取組のプロセスとそのネットワークを、三層（クラブ・スクール・プロフェッショナル）で
整理をし、都市ごとの特徴を分析する。
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N

*─インキュベーションは、卵をかえす「孵化」という意味であり、事業の創出や創業を支援するサービス・活動のことを指す。

まちづくりの入り口として広く市民に開かれた場であり、
人やコンテンツといったまちの魅力に出会う「機会」となる活動。
経済活動などの具体的な実践をすることを目的としていない、緩やかな活動。

●   クラブの層
  機会創出

● スクールの層
 可視化・発掘育成

● プロフェッショナルの層
 定常化・仕組化

地域のコンテンツを発掘し、
公共空間などの一時的/仮設的な利活用を通じてアウトプットする実験の場。
人やコンテンツがまちに「可視化」され、スキルやマインドが醸成される活動。

定常的な取り組みを行う場を構え、
収益的に持続可能な「仕組み」を通じて地域文化の醸成へつなげる活動

● プロフェッショナルの層

● スクールの層

● クラブの層

◯3 定常化・仕組化

◯2 可視化・発掘育成

◯1  機会創出

インプットとアウトプットをつなぐ補助線のデザイン
“としま会議”と“IKEBUKURO LIVING LOOP”

複層的な公民連携の活動でまちを起こす
“馬場川通りアーバンデザイン・プロジェクト”と“マチスタント”

コワーキングスペースや市民交流イベント「としま会議」を運営する中島明氏と、
「IKEBUKURO LIVING LOOP」の運営に関わる飯石藍氏へのインタビュー

「馬場川通りアーバンデザイン・プロジェクト」に取り組む
前橋デザインコミッションの日下田伸氏と、
空き家やプレイヤーの発掘をする「マチスタント」に取り組む
前橋市役所の田中隆太氏へのインタビュー

まちのプラットフォームをみんなでつくり、文化を育てる
“アートフルゆめまつり”

「アートフルゆめまつり」を立ち上げ、
支え続けてきた久世晴雅氏と加藤久美子氏へのインタビュー
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して市役所前広場で小さなマーケットを開催しました。市の

広報では、学校への参加者やキーパーソンの活動を取り上

げ、全国広報コンクールで最優秀賞もいただきました。

まちづくりというと覚悟をもって一歩踏み込まなければいけ

ない感覚を抱きますが、さまざまな活動をするなかで、マー

ケットのやり方ひとつで、覚悟もリスクももたずに、まちをおも

しろくすることが可能なのだと実感しました。

● 三浦展｜2021年にUDCOの伊藤孝仁さんが運営する大

宮のYEASTで私物の古本・古着・古雑貨を売る「ミウラノ」

を期間限定でオープンしました［図3］。メインストリートという

だけあり、たくさんの方が来てくれました。思いがけない楽し

さと売り上げに、古着に目覚めてしまいました（笑）。

社会学者としての視点で都市にとって古着屋は何者か、まち

とコンテンツの関係について考えてみると、例えば、私がスト

リートで野菜を売れといっても売れませんし、消費社会の主

役であるコンビニやスーパーを一般市民が始めることは困

難です。売れるのは、本とガラクタと服のような身のまわりで

余っているモノです。それらを媒介に小商いとすらいえない

店を、鈴木さんの言葉を借りると、まさに覚悟もリスクもなく

開ける。それによって、なんとなくまちが盛り上がっていく経

験は非常におもしろいと思っています。

私が就職した1980年代のパルコには、1960年代のヒッピー、

サイケ、紅テントなど当時の若者たちのカウンターカルチャー

を取り入れた“怪しさ”がありました。それは建物内だけでな

く、ウォールペインティングやストリートのネーミングなど、ス

トリートカルチャーとしても染み出していました。近年もスト

リートワードローブのような古着市やマーケットが各都市の

パルコ主催で実施されていました。

最近のまちづくりメディアでよく掲載される、晴れた日にみん

なが楽しそうに笑っているマーケットの光景、そこには明るさ

や楽しさがありますが、古着、レコード、古本などのようなカ

ルチャーが発する若干のあやしさも一方で魅力的であり、ス

トリートにおいて忘れてはいけない要素だと思います。

新しい商店街の形
─

● 小野裕之｜私は25歳から10年程、webメディアの仕事に

携わり、そこではソーシャルデザインをメインテーマとしてい

ました。特に東日本大震災を契機に人々の行動にも変化が

あり、社会起業家やローカルベンチャー、地方移住などソー

シャルデザインの言葉が広く知られるようになりましたが、実

際に事業化する難しさを知り、取材するだけでなく自らも実

践者になろうと思いました。

まず、株式会社シゴトヒト［*1］と一緒に、虎ノ門ヒルズのため

の再開発が決定していた物件を3年間ほど比較的安く貸して

もらい、2013年に「リトルトーキョー」という拠点をつくりまし

た。コンセプトは「もう一つの肩書きを持てる街」。日常の仕

事とは別に、飲食店などにチャレンジしたい人が一時的にレ

ンタルできる実験場所として、事務所・イベントスペース・カ

フェバーを運営していました。

活動を続けるうちに小田急電鉄の知人から声がかかり、小田

急線地下化にともなう線路跡地開発の一環として「BONUS 

TRACK」の企画が立ち上がりました［図2］。下北沢で 10年ほ

ど本屋B&B［*2］を営んできた内沼晋太郎氏と一緒に、小田

急電鉄から20年間の定期借地をし、コンセプトにあった出

店者を募り、マスターリースを手がける会社を創設しました。

オープンは2020年4月1日のコロナ禍で、1週間後に第1回

目の緊急事態宣言が発令され激動の立ち上がりでした。
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覚悟もリスクももたずに
まちをおもしろくする
─

◎ 藤村龍至｜UDCOは都市街路文化を醸成する「ストリート・

インキュベーション」をテーマに、ストリートでの取組を企画・

運営しています。本日はみなさまの活動を参考に、大宮の取

組をあらためて振り返り議論したいと思います。

まずはみなさまが各地域でどのような取組をされているのか

教えてください。

● 鈴木美央｜私はロンドンなど諸都市のマーケットを研究対

象にしながら、マーケットを通して地域でいかに暮らすのかを

考えています。

実際に地域の方々とマーケットを立ち上げる活動もしていま

す。例えば、埼玉県狭山市の新狭山北口商店街では月に1

回、道路一帯を通行止めしてマーケットをつくり、狭山茶ワー

クショップや子ども向けイベントを同時開催しています。相乗

効果で沿道店舗の売り上げも上がっているようです。

ストリート空間の設計としては道路の両側に店舗をつくらず

に片側に寄せて、消費者の列、移動者の列、最後に滞在者

の列をつくり、場の使い分けによって滞在時間を伸ばす工夫

をしました［図1］。社会実験の一環で行政と3年間組んで実施

していましたが、2022年度からは「シンサヤマclub」という

任意団体をつくり、経済的自立も試みています。

個人的な活動としても、志木市で近所のハンドメイドの作家

さんたちと公園を借りて「柳瀬川マーケット」という小規模な

マーケットを開催しています。

また、「マーケットの学校」というスクール事業を北本市や草

加市で実施しています。北本市では行政と共同し、実践編と

話者

鈴木美央｜

内田奈芳美｜UDCO副センター長／ディレクター

藤村龍至｜UDCO副センター長／ディレクター

﹇
座
談
会
﹈ 「
み
ち・ひ
と・ま
ち
」が
と
も
に
育
つ
仕
組
み

三浦展｜社会デザイン研究者カルチャースタディーズ研究所代表取締役

小野裕之｜株式会社散歩社代表取締役
おむすびスタンドANDON共同オーナー

O+Architecture ltd.代表

鈴木美央｜すずき・みお｜1｜O+Architecture ltd.代表。博士（工学）。

2006年早稲田大学理工学部建築学科卒後に渡英、06～11年設
計事務所Foreign Office Architects ltd.勤務。16年慶應義塾
大学理工学研究科開放環境科学専攻博士課程単位取得満期退

学。21年より東京理科大学経営学部国際デザイン経営学科講師。
東京やロンドンで 100以上のマーケットを調査し、自身もマーケッ
トを主催する。
小野裕之｜おの・ひろゆき｜2｜1984年岡山県生まれ。中央大学総合
政策学部卒。ベンチャー企業を経て、ソーシャルデザインをテー

マにしたウェブマガジン「greenz.jp」を運営するNPO法人グリー
ンズの経営を6年務めたあと、2020年下北沢に現代版商店街
「BONUS TRACK」を開業。マスターリース運営会社 株式会社
散歩社の代表取締役CEOに就任。グッドデザイン賞ベスト100（21

年）。また、秋田の魅力を伝える「おむすびスタンド ANDON」「お粥
とお酒ANDONシモキタ」の共同経営をはじめ、いくつかのブラン
ドや店舗に出資や経営参画、事業売却を経験。その他、greenz.
jpビジネスアドバイザーや東京都主催のアクセラレーションプロ
グラムメンターなど。
三浦展｜みうら・あつし｜3｜1958年新潟県生まれ。社会デザイン研
究者。82年一橋大学社会学部卒業、株式会社パルコ入社。マー
ケティング情報誌『アクロス』編集室勤務。86年同誌編集長。90
年三菱総合研究所入社。99年カルチャースタディーズ研究所設
立。消費社会、家族、若者、階層、都市、郊外などの研究を踏まえ、

新しい時代を予測し、社会デザインを提案している。著書・編著に

『下流社会 新たな階層集団の出現』（2005）『脱ファスト風土宣言』
（2006）『吉祥寺スタイル』（2007）『高円寺 東京新女子街』（2010）『愛さ

れる街』（2020）など。
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カルチャーなど、“ストリート”の語には道路だけでなく公園や

団地のなかで起きることも前提として含まれています。例え

ば、ロンドンの飲み屋街のストリート上には金曜だけ仮設トイ

レが立ち並んだり、朝になると道路清掃車が通ったりと、そ

のまちが表出する場としてストリートが存在していると感じま

した。ロンドンの自治法では道路から7m以内はストリートと

同じ解釈をされる場合もあり、ストリート＝道路と解釈しないか

らこそロンドンの光景は生まれています。

◎ 藤村｜「OMIYA STREET WARDROBE」を開催したとき、

そこに現れた風景を見てロンドンを初めて訪れたときに見た

カムデン・マーケットを思い出しました。90年代のロンドンで

は古着が盛りあがっており、カルチャーとストリートは密接に

関係していました。日本で古着といえば下北沢や高円寺のイ

メージがありますが、賃料が高騰すると個人店舗は出店が難

しくなり郊外に流出が起こっています。現在は鉄道会社の有

休地や、開発の時間的な隙間に現れる空間がカルチャーを

育む土壌のひとつになっているように思います。

三浦さんとセゾングループ創設者の堤清二氏にお話を伺っ

た際に、国家などの大きな共同体の力が弱まると「趣味の共

同体」が重要になるとおっしゃっていました。確かに80年代

の西武池袋店には小さなプラモデル屋や趣味の店がいっぱ

い並んでおり、現在の商業施設よりも猥雑でいわば「ミウラ

ノ」的な空間でした。そのようなストリート・インキュベーショ

ン的な空間がまちには求められると感じます。商業施設や大

型開発でインキュベーション的空間が求められているにも関

わらず、経済的観点から排除される傾向がありますが経済活

動が成りたちにくいアジール的空間において、趣味の共同体

のための空間がちょうどよいバランスで成立する可能性を感

じました。

● 三浦｜最近は副業が受け入れられ、趣味半分のプレイヤー

としてお金を稼ぐことが許容されてきています。土日だけ店

舗を出す方なども多く、週 1日から借りられる場所も増えてき

ました。現在は、商業施設などの特定の建物がなくても、何

かを起爆剤にストリートで活躍できる時代になってきている

と思います。

メディア空間としてのストリート
─

◎ 藤村｜インターネットが出始めた頃にメディアを介して流通

していた情報は現在、個人単位で発信されています。ストリー

トやマーケットにはメディアとしての側面があり、その表現に

よっては遠方からも人々が集まるなど、広域的な動きを生む

と思いますがいかがでしょうか。

● 鈴木｜ローカル・アイデンティティを伝える新しいメディアの

可能性をマーケットに感じています。ローカルで生きることは

楽しいと考える人にとって、その機会が少ないなかで気軽に

つながる手段のひとつが、ものを買う・売る行為だと思います。

◎ 藤村｜マーケットのまちでの役割や方向性についてはどの

ように位置づけているでしょうか。例えば、所沢の「暮らすト

コロマーケット」は全国から店舗が集まりコンテンツレベルも

高いことが特徴です。しかし他方で、鈴木さんの柳瀬川マー

ケットは身近な日常としてマーケットを捉えておられますね。

● 鈴木｜柳瀬川マーケットは約30店舗をふたりで無理なく運

営しています。一方の所沢のマーケットは全国的に知られる

規模で、まちのアイデンティティにもなっています。

1700の自治体・市町村へアンケート調査を行ったところ、

マーケット運営や支援を実施したことがある自治体は328に

のぼり、各地で取組が急増していることがわかりました。マー

ケットは仮設店舗の集合体で店舗数は限定されず、さまざま

な可能性があります。だからこそ、まちにとってのマーケット

の意義を捉える必要があります。

以前に、マーケットの資金の流れをトラック調査したことがあ

ります。出店者が地元の方で、材料も地元から調達している

場合は地元にお金が残っていきます。しかし、ショッピングセ

ンターでの仕入れは、東京などの本社にお金が流れたり、海

外輸入品だったりするため、ショッピングセンターに比べて

地域のマーケットは、地域に残るお金が6倍になると試算が

出ました。ローカルなマーケットの重要性を、数字を通しても

実感できます。一方で数字では表せない価値も重要です。地

域のマーケットでは値段は画一的ではなく、金銭と商品を交

換する行為とは別に、例えば古着であれば、その背景や置か

れている状況を含めて交換する行為に意味を見出している

からこそおもしろいのだと思っています。 

◎ 藤村｜一般的には流通の末端には物と値段しかなく、その

ため抽象化されていきますが、ストリートでは歴史やプロセ

スなど、モノの対価に想像が働くのでストリートはメディア性

をもっていますね。そのなかで小野さんは大きな箱物からは

こぼれるような尖がった店舗をキュレーションしています。そ

の難しさや可能性はストリートとどうつながっていくと考えて

いますか。

● 小野｜炎上しやすい現代ではリアル空間から本音が消失

し、フラット化する現象に対して、よい意味でノイズを届ける

人たちが社会でどのように振る舞ったらよいのかが非常に難

しい。下北沢は変わったことをする人が集まるまちだという

前提が共有されていて地域の方々のつながりもあるので、実

験的な活動を試みやすい環境ではあります。

オープン2年目から毎週末に、本、植物、レコードとなどカル

チャー志向のイベントを企画しています。 僕たちはBONUS 

TRACK全体を雑誌のように捉えていて、テナントを「連載」

に見立ててじっくり顧客との関係性をつくっていただくことを

目標に、イベントは「特集」で季節や時流に合わせた企画を

しています。

◎ 藤村｜プレイヤーの生態系ができてくると、 まちは生きて

きますね。BONUS TRACKではオーナー、管理者、店舗の

出店者それぞれのレイヤー間の風通しがよくなり、まさに生

態系がつくられていることがわかりました。

大宮らしさを
ストリートに表出させる
─

◎ 内田｜鈴木さんが以前、埼玉は暮らしの舞台だとおっしゃっ

ていたことが印象に残っています。

● 鈴木｜埼玉県民は埼玉には何もないと言いますが、そのこ

と自体が可能性です。自分のまちを好きになりたいというエ

ネルギーから新しい何かが生まれてくるのだと感じています。

◎ 内田｜大宮も商業集積地としてだけでなく、暮らしの場とし

ての人気が高まっています。人気が出ることは喜ばしいです

が、結果的に個性やあやしさよりも便利さや清潔さが重視さ

れる傾向があります。大宮の魅力が持続するためにも、あや

しさと清潔さという矛盾したものが両立すればいいなと思い

ますが、その時ストリートはどのような役割を果たせるのか考

えたいと思っています。

● 三浦｜昨年のSUUMOの「住みたい街ランキング（首都圏）」

で大宮は第3位。20-30代では2位に浮上しました。それで

も大宮の怪しさはたっぷり残っていて、ナイトエコノミーと昼

に子ども連れで行ける場を並存させ、怪しさを減らしすぎな

い寸止めができると思っています。すべてジェントリフィケー

ションしようという方針はないようなので結構なことだと思っ

ています。

大きなまちでは、ストリートの再生や読み換えは可能性があり

ます。ストリート、アベニュー、アレーとそれぞれのヒエラル

キーによる道の性質の違いを捉えて個性を伸ばしていくと、

大宮は可能性のあるまちだと思います。

◎ 藤村｜まちの人々のスキルやネットワークが成長するため

のさまざまな段階的な機会を、ストリートの利活用を通じて

用意し、まちに対して切実な「覚悟」をもって関わる人を育て

ることは大切な活動です。一方で、単純な成長物語だけでは

取りこぼしてしまう、覚悟やリスクとは無縁のあやしさやノイ

ズが活きる機会や場となることも、ストリートの大切な役割で

あり、まちの文化を醸成するために不可欠です。脱成長的な

視点をストリート・インキュベーションにどのように取り込ん

でいくか、これからも実践を通じて考えを深めていきたいと

思います。

*1─株式会社シゴトヒト｜多様な生き方や働き方を紹介するコラムやイ

ベント情報の発信・求人情報掲載をするサイト「日本仕事百貨」を運営する。

現在は清澄白河で「リトルトーキョー」を運営。

*2─本屋B&B｜B&BはBook&Beerの略。幅広いジャンルの本を1

点ずつ選び取り揃える。ドリンクを片手に本を選ぶことができ、毎日トークイ

ベントも開催している。

*3─第一種中高層住居専用地域｜マンションを中心とする中高層の住

宅専用の地域。建物用途の制限があり、オフィスやホテルは建設不可であ

るが床面積50m2以下の兼用住宅などは可能。

*4─第一種低層住居専用地域｜10mまたは12mの絶対高さのの制限

や敷地境界から建物外壁までの距離が定められている。用途制限があり、

店舗や事務所建築は認められていない。

◎ 藤村｜まちにとっては定期借地などに対して融資がつくか

どうかは大きな境目になると思いますが、BONUS TRACK

ではどのように可能になったのでしょうか。

● 小野｜線路跡地活用が目的にあり、小田急電鉄の土地を

貸していただけたことが大きいと思います。準備期間にプロ

デュース料をいただき、それを開業時に必要な資金や保証

金にあてた形です。そのため場所を借りるハードルより、テ

ナント誘致など経験がない試みに苦労しました。

BONUS TRACKのミッションを考えるなかで、下北沢は人気

で駅前の坪単価が上昇しているため、以前は個人オーナー

が店を出すなら下北沢、というイメージがあったのにそれが

実現しづらくなってきているとの話が出ました。敷地は、第一

種中高層住居専用地域［*3］と第一種低層住居専用地域［*4］

が混在し、さらに奥側は兼用住宅エリア、手前は延べ面積

500m2以下の商業エリアで構成されています。職住近接し

ている方もいて、また坪単価も2万円と相場より3割ほど安

く、店舗のチャレンジをサポートしています。

現在、多種多様な13テナントが入居しています。出店者はそ

れぞれレコード店や読書に集中するための会話禁止のカフェ

などやりたいことが明確にある方が多い。しかし、下北沢の

坪単価や広さの制約で単体の経済性だと成り立ちづらい場

合があり、集合することで集客やリソースを共有することが

できています。

◎ 藤村｜ストリートに面する店舗が協力し合うことは昭和30

年代の商店街の構造と共通していますが、新規出店者に

とって既存の商店街に入るにはハードルもあると思います。

BONUS TRACKはその煩わしさを解消できる新天地でのス

トリート的な一体感もつくり出す取組ですね。

カルチャーが見出される場所
─

● 鈴木｜日本では、ストリート＝道路という解釈が一般的です

が、英語ではストリートギャング、ストリートアート、ストリート
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中島明｜としま会議 代表、
RYOZAN PARKインキュベーションマネージャー

飯石藍｜株式会社nest取締役、
公共R不動産メディア事業部マネージャー

聞き手

伊藤孝仁＋高橋卓｜

会い、co-baの空間づくりワークショップに携わるところから

関わっています。渋谷の中心部で IT系のスタートアップが集

まる状況とは違い、暮らしが近いローカルにコワーキングス

ペースができるのは当時めずらしく、どのように地域とつな

がるか模索が始まります。

● 中島｜「まち」に出たい！というモチベーションを、3人とも

別角度からもっていました。それらを合わせて、co-baの運

営者と利用者有志で一緒に仕掛ける場づくりとして「としま

会議」がスタートしました。

◎ としま会議の内容についてお教えください。登壇者や参

加者の対象はどのような人でしょうか。

● 中島｜前半は4～5人のゲストが8分間のショートプレゼ

ンをしてそれぞれの取組を紹介し、後半は40人ほどの参加

者と一緒にケータリングを囲む交流会です。まちを楽しむきっ

かけ、まちとつながるきっかけとなる場を目指していて、会議

と名はつきますが議論やワークショップはしたことがありませ

ん（笑）。しかし、こういうイベントの多くは「まちづくり・建築」

関係者が多いことに問題意識があったので、有名な活動をし

◎ としま会議がスタートする経緯についてお教えください。

● 中島｜としま会議は2014年8月にスタートしています。私

はマーケティング会社に勤めていたこともあり、さまざまな企

業のコミュニティづくりを仕事にしていました。当時池袋に住

んで7年ほど経っていたのですが、地元に縁はなく知り合い

も3人くらい。2011年の東日本大震災もあって、地域と何も

つながりがなくて良いのかなという思いをもち、企業で培っ

たコミュニティ育成の経験をローカルに活かしたいと考えて

いました。その頃、東池袋にあるDIY可能な賃貸マンション

の2階に「co-ba Royal Annex（以下co-ba）」というコワーキ

ングスペースができ入居したのですが、オーナーである青木

純さんはco-baと地域のつながりについて考えているタイミ

ングで、そこからとしま会議に発展していきます。

● 飯石｜私もco-baに入居していました。当時豊島区のシェ

アハウスに8人で暮らしており、リビングにはいつもたくさん

の友達が遊びに来ていました。近い価値観を共有する濃密

なコミュニティに充足する一方、自分が知らない、いろんな価

値観の人がいる「まち」に興味をもったころ、私も青木さんに

UDCOデザインコーディネーター

図
1
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ている方もいれば、パワポを使ったことないローカル店主ま

で、ゲストには本当に多様な人に来てもらっています。

まちとの接点を大切にしている人、独立独歩でやっている人

に声をかけてきました。2014年はちょうど豊島区が23区で

唯一「消滅可能性都市」と言われ、ファミリー層がどんどん抜

け、空き家率も23区 1位という状況でした。逆に言えば、チャ

レンジするための空間資源があり、それを使ってユニークな

活動をする人が増えており、そういう人を追いかけました。

これまで約280人が登壇しています。 

参加者像としてイメージしていたのは自分自身です。まちに

つながりをつくりたいと潜在的に思っている人はじつは多い

という実感があり、町内会に入るまで熱心でなくても地域と

の接点を求めている人、何か始めてみたい人、そういう人の

後押しをできる場所を目指しています。

◎ ゲストはどのように選定や組み合わせをするのでしょうか。

● 中島｜紹介はほとんどなく、自分でアンテナを張っておもし

ろそうな人をリストアップしています。既存団体とは関係なく

やっているので、しがらみがなく自由にやっています。必ずゲ

ストの活動拠点に会いに行って、1時間くらい取材をします。

生い立ちから活動の経緯を聞き、何をやりたいか、何に困っ

ているのか、リサーチしたストックが280人分あるわけです。

お店の宣伝8分ではなく、その人のライフストーリーや背景

を聞く8分はおもしろい。

取材した内容は「紹介文」として500字程度にまとめるので

すが、自身の語りを言葉にまとめられる経験は新鮮なようで、

とても喜んでいただいてます。

一番大事にしているのはゲストの組み合わせ。その関係性だ

け考えていると言っても過言ではありません。例えば、寺をま

ちに開いている住職と、保育を保育園の外側で展開したい

人をゲストに呼ぶ。そうすると、勝手にコラボレーションが始

まるんです。明快なテーマを決めるかわりに、そのような「補

助線」を張り巡らせておきます。

● 飯石｜中島さんのインキュベーターの根っこがそこにある

と思います。化学反応、ケミストリーを一番重視している。

◎ 集落調査を都市の中でやっているような、どこか人文学的

な活動でもあり、「都市の民族誌」のようだと思いました。そ

の人の強さだけでなく弱さも含めた、他者との接点をもとめ

る「触媒」を察知し、アーカイブされ、状況に合わせて適切に

引き出されていますね。

● 中島｜ボランタリーな活動ですが、楽しみながら、かなり自

分の時間を注ぎ込んでいます。それでも、知り合いや行きつ

けの店が増えるので役得が多いです。豊島区の動きに詳し

い人というふうに認知されるので、結局、仕事にもつながっ

ています。面倒くさいことも増えたりしますが（笑）。

◎ 「IKEBUKURO LIVING LOOP」と「としま会議」はどのよ

うな関係でしょうか。

● 飯石｜2016年4月の南池袋公園リニューアルは豊島区に
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田中隆太｜

日下田 伸｜一般社団法人
前橋デザインコミッション
事務局長兼企画局長

前橋市産業経済部
にぎわい商業課商業振興係

聞き手

伊藤孝仁＋高橋卓｜

ジェクトを始めていました。田中氏は「ビジョンのあるまちに

は人が集まる」と、人材育成だけでなく、まちづくりのビジョ

ン策定を前橋市役所と共同でスタートしました。

◎ 官民連携でのビジョンづくりはめずらしい印象です。

● 田中｜そうですね。検討にあたり、山本龍市長や田中仁

氏らはポートランドを視察し、現地のアーバンデザイン会社

ZGFに依頼し、前橋市内でワークショップを開催しました。

市民、行政といった所属や立場にとらわれず多様な参加者が

まちの理想像を回答し、それをアーバンデザイナーが絵に起

こし、まちの将来像が可視化されていく。この体験は参加者

にまちづくりへの責任や連帯感を生じさせ、また行政主導の

縦割りビジョンではなく、市民と行政の横の連携が意識され

るようになっていったように思います。

2016年8月、「Where good things grow（良いものが育つ場

所）」というビジョンの原型が発表され、それを糸井重里さん

が「めぶく。」とネーミングしました。「。」は前橋の市章をその

まま表現しています。さらに、前橋らしさを実現するための羅

針盤として、具体的提案などを「前橋市アーバンデザイン」

に盛り込み、2019年9月に公表しました。

中心市街地158haから
まちを体系化する
─

● 日下田｜通常の都市計画では、まずキャッチフレーズがあ

り、そこから直接的に総合計画が策定されますが、前橋はそ

の体系とは異なり、全市ビジョンとしての「めぶく。」と、中心市

街地のまちづくり指針としてのアーバンデザインがあります。

私は企業の事業再生に携わってきた経験があり、田中仁さ

んからの声がけで2019年から前橋にかかわりはじめました。

「前橋市アーバンデザイン」は中心市街地 158haを対象と

した市域の0.5%、人口の3.3％と非常に限られた範囲の指

針ではありますが、拝見してすぐにこれがモデルとなり前橋

まちづくりを
楽しむ土壌があった
─

◎ 前橋市では公民が複雑に関わり合い、独自の

まちづくりを展開しています。まちづくりの経緯や

ビジョンを整理しつつ、複数の団体の相互関係

や取組についてお聞きしたいと思っています。ま

ずは、どのような経緯で各活動が生まれたのかを

教えてください。

● 田中｜以前より、前橋には地域資源が多い一

方で全国に誇れるものがあまりないという市民

共通の問題意識がありました。そのため、行政と

地域の人々がともにまちを盛り上げようと、2016

年頃から官民連携でケヤキ並木でのバルストリー

トや広瀬川でのサップレース［*1］などの社会実験

に取り組んできました。今でこそ社会実験は各地

であたりまえの光景になりつつありますが、当時

からそれをおもしろがる市民と行政が前橋の基

盤にあったように思います。

また、前橋市出身のジンズホールディングス社

長・田中仁氏が、2011年頃から起業家育成プロ
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とって大きな出来事でした。地元の飲食店がカフェの運営

事業者として入居することが決まっており、その方からオー

プニングイベント企画の相談を受けました。その頃としま会

議は20回程度続けてきており、登壇者は100人を超えてい

ました。南池袋公園を、まちの人の活動が自由に広がる場に

していきたい、それをオープニングイベントで体現したいと

いう思いを受けて、としま会議のネットワークに声をかけマ

ルシェやパフォーマンスなどがあちこちで行われている風景

を実現しました。そこから株式会社nestという会社［*1］を立

ち上げ、その活動を日常化させるべく、グリーン大通りや南

池袋公園を中心としたプロジェクト「IKEBUKURO LIVING 

LOOP」の取組を進めています。

◎ としま会議のネットワークが南池袋公園でのオープニング

イベントにつながり、そこからIKEBUKURO LIVING LOOP

へと広がっていくのですね。

● 中島｜池袋の場合、インプットとアウトプットの緩やかなつ

ながりができているように感じます。としま会議は参加者に

とってインプットの場所。アウトプットしている人の背中をみて、

自分も何かやりたいと感じることにつながる。そこから先は各

個人にお任せで、としま会議は特にサポートはしてないので

すが、IKEBUKURO LIVING LOOPがひとつの活動の受け

皿、舞台になっており、アウトプットを試すことができます。

● 飯石｜としま会議は「苗床」ですよね。IKEBUKURO LIVING 

LOOPでは近いエリアで活動している出店者、飲食店舗と農

家さん、酒蔵と魚屋など、化学反応が起きそうな事業者を近

くに配置したりと、店舗のレイアウトには気を配っています。

ここ最近はアウトプットを受け止めるフィールドが増えてい

ることも感じますね。ストリートを使った大きな場所として

IKEBUKURO LIVING LOOPがあり、ニシイケバレイ［*2］や

ひがいけポンド［*3］、RYOZAN PARKといったリノベーショ

ンによるシェアキッチン付きの地域拠点が相次いで生まれ、

IKEBUKURO LIVING LOOPの出店者との相互の行き来が

あり、そこから周辺地域の空き店舗に出店する事例も生まれ

ています。チャレンジするときのステップとなる場所が増える

ことは、人やコンテンツが育つ鍵ではないでしょうか。  

● 中島｜私たちより若い世代がCCC（Cleanup & Coffee Club）

［*4］という活動を始めました。みんなで一緒にまちの掃除を

してコーヒーを飲んで友達をつくる。何者でなくてもそこに

いられる。としま会議は敷居の低さが売りでしたが、それより

も敷居が全然低い（笑）。そういう棲み分けがありながら、コ

ミュニティのハブとなる場所が互いにつながっているのが今

の池袋のよさだと思います。

● 飯石｜そういった豊島区の各地で動いているコミュニティ

が一斉に集まる場所として IKEBUKURO LIVING LOOPが

あります。大勢が集まるには大きな空間が必要ですが、パブ

リックスペースやストリートがそれを受け止め可視化する場

所になっています。

● 中島｜池袋にはもともとカウンターカルチャーの文化があ

りました。トキワ荘［*5］、池袋モンパルナス［*6］、セゾンカル

チャー［*7］。場所と結びついたカウンターカルチャーはとも

すると孤立してしまいますが、それらを無理に引き合わせず、

緩くつながれる場をつくることが重要だと思います。としま会

議は会場を点々として拠点がなく、土地に根付いていないか

らこそ、フラットでしがらみのないプラットフォームになれてい

る感覚があります。

● 飯石｜いろんなカラーをもったエリアや拠点が用意されて

いることが、まちにとって大事ですよね。商店会のような地

縁的なコミュニティではなく、出入りが気軽で自由な場をつく

ることが私たちの役目かと感じます。IKEBUKURO LIVING 

LOOPもストリートという公共空間でやることで、個別の場所

性から少し距離をとって、開かれたプラットフォームになって

いると思います。このふたつのプラットフォームがエントラン

スになって、個別の場所へと活動が根付いています。

● 中島｜IKEBUKURO LIVING LOOPは年に数回大規模に

集まる場所で、未来の日常を描くための祝祭的な非日常の

場。としま会議やCCCは日々のコミュニケーションの場であ

り、IKEBUKURO LIVING LOOPが日常を意識した「ハレ」

の場だからこそ、緩くつながれていると思います。

*1─ nestは  池袋エリアを中心に公共空間の運営マネジメントを行う

PPP（Public Private Partnership）エージェントであり、エリアの価値を高

める場や仕組みのプロデュースや地域メディアなどのブランディングを行っ

ている。

*2─ニシイケバレイは西池袋のビルに囲まれた街区の内側で古民家や

アパート、庭を活かした地域拠点。カフェやシェアキッチン、コワーキングな

どからなる。

*3─ひがいけポンドは東池袋エリアにある、まちの「インディーズ活動

（日常の小さな越境と実践）」を生み出すことを目的としたポップアップストア。

*4─ CCC（Cleanup Coffee Club）は、区内7カ所の拠点を中心として、

多様な地域の人が集まり、周辺をゴミ拾いとコーヒーを通じた交流活動。現

在は群馬県みどり市、千葉県流山市など全国各地にCCCの取組が展開。

*5─トキワ荘は、1952年から1982年にかけて東京都豊島区南長崎に存

在した木造2階建アパート。手塚治虫をはじめとした著名な漫画家が居住し

ていたことで知られる。

*6─池袋モンパルナスは、1920年代から1940年代にかけて池袋周辺

に存在したアトリエ村（貸し住居付きアトリエ群）と、そこを拠点とした画家、音

楽家、詩人などの芸術家によってつくられた文化圏。

*7─セゾンカルチャーは1990年代にはじまった、渋谷PARCOを拠点

に展開されたアート、ファッション、カルチャーを融合させたクリエイティブな

ムーブメント。
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まちなかの不動産の実態を知るため、5年前から担当となり、

目視調査で空き家をマッピングし、自治会長に見せに行きま

した。放火や空き巣対策につながるため、地域の方々は活

動を受け入れてくださいました。まちでの認知度が上がるう

ちに、自然と情報が集まるようになり、不動産業者には出まわ

らない情報が徐々にネットワーク化されつつあります。

まち歩きで
空き家の流動性をサポートする
─

● 田中｜そのようななか、ストリートファニチャーなどの活動

も含めて活動全体を包括するネーミングにしようと、まちに

関する情報を紹介するまちのアシスタントという意味で「マ

チスタント」を2022年4月に同世代3人と考えました。キャッ

チコピーは「誰かがやってみたいに寄り添う」です。

出店希望者とは平日日中に一緒にまち歩きをして、リアルな

状況を見ていただくことを重視しています。週2～3回のペー

スでまち歩きし、現在までに130名ほどを案内してきました。

ここの店に行けばこの人に会えるということが、商店街のお

もしろい点。単なるマッチングというよりは、まちのプレイヤー

として、まちづくりに対する公共的マインドをもっている方を

探しています。マチスタントは個人的活動の側面もあります

が、市役所の職員として業務の一環で実施し、実体としては

まちなかのみなさんの支援で成立しています。

● 日下田｜賑わい喪失やシャッター商店街が課題のまちなか

では、決してプレイヤーの数が少なくないのに物件の流動性

が低い状態で、出店のニーズに対する物件が足りないことも

多い。マチスタントの活動はまちの可能性を持ち主に体感し

てもらうことで、心理的変化をもたらしていると思います。

◎ 田中さんの活動は柔軟で、所属や肩書きにとらわれず、時

に違う役割を演じています。一方、行政の取組としては個人

を乗り越えていくことも必要ではないでしょうか。

● 田中｜まちづくりに取り組みたい人は市役所に潜在的にい

ると思いますので、徐々にそういう方たちとともに活動がで

きたらと考えています。

私は出店者への補助制度をつくる部署にいますが、そもそも

なぜ空き物件になったかに立ち戻ると、貸貸・売買したいけ

どそのための片付けや準備など、余力がない方もいると感じ

ました。そのため、荷物処分や雨漏りなどの補修費用を補助

し、テナントとして貸せるようにするための制度をつくりまし

た。持ち主側の空き家活用への意識を高め、その結果、可

視化されていなかった空き家物件が明らかになっていきまし

た。また、リノベまちづくりのためにアクションを起こしてい

る人たちを市のwebページで紹介し、出店者の参照元にす

る、リノベパートナー制度もつくりました。

2022年度は30件程の補助金申請があり、まち全体が動き

始めているように感じます。出店希望者が多いため、店舗に

適した空き物件を待っていただいている方もいる状況です。

そのため「マチスタントの仲間マーケット［図2］」と題して、地

域の方々と出店希望者をつなげる機会も創出しています。

● 日下田｜行政の対応が柔軟なことは前橋の特徴です。例え

ば、アーバンデザインファンドをつくるための条例更新は2

～3カ月程度で施行されました。

個人の見解ですが、前橋市の歴史的な成り立ちや地域性が

まちづくりに与えている影響は大きいと思っています。前橋

や高崎は日本海側とのターミナルで人口の流動性は高く、閉

鎖的な土地と差異があります。また、群馬県には国公立大学

が5校あるため教育のベースも整っています。

瞬発力から持続力へ
─

◎ プレイヤーの支援、発掘・育成は、UDCOの取組ともリン

クします。MDCの面的な整備事業とマチスタントの点群的な

活動など、さまざまなスケールや階層の取組が入れ子になっ

ていることが特徴だと感じました。お互いの活動はどのよう

に捉えていますか。

● 日下田｜イベント共催などはしていませんが、それぞれが

どのような活動をしているのかは認識していて、参加者層な

ど棲み分けができています。

● 田中｜MDCが実施するようなまちづくりの王道の活動に

対して、斜に構える市民もいます。マチスタントはそれをつな

ぐ立ち位置で、サブカル的な動きをしています。MDCは子

連れ層が参加しやすい一方で、マチスタは20～30代の若

い世代をターゲット。今まではまちなかを選ぶ人がいなかっ

たところに変化を与えたいと思っています。

● 日下田｜一方で、厳しい見方をすると、前橋ではさまざまな

活動を起こす瞬発力はありますが、一つひとつの活動に持

続性がないことが課題です。MDCも役所の変動性から切り

離されている一方で、経済的自立という十字架を背負ってい

る。民間の強みは、自らの能力で外部資金を得たり稼いだり

できることです。MDCは前橋での経験にもとづいた ITツー

ルの外販、金融モデルやまちづくりのコンサルティングで外

貨を稼ぐことも考えています。

第三セクターは、指定管理業によってまちづくり資金を得る

というスキームがモデルですが、実際には日本中で機能して

いない。指定管理業は内部投資ですので、外部で資金調達

をすることとは前提から異なります。その新たなモデルに踏

み出していきたいと思っています。

*1─サップレース｜ボードの上に立ち、パドルで漕ぐウォータースポー

ツ。前橋市では「広瀬川リバーフェス」のイベントのひとつとして実施。

*2─ソーシャル・インパクト・ボンド｜行政から民間へ業務を委託する官

民連携手法のひとつ。行政から民間へ事業を委託する際に、初期投資に民

間資金を活用し、その事業成果に応じて行政が報酬の一部を支払う仕組み。

初期投資に費用を要する場合などに効果が期待できる。

全体のまちづくりが体系化されていくと直感しました。

◎ 日下田さんは現在、一般社団法人 前橋デザインコミッショ

ン（以下MDC）でアーバンデザイン推進のための企画・運営を

担当されています。アーバンデザイン策定後、民間主体の活

動へはどのように移行していったのでしょうか。

● 田中｜策定以前より官民連携や民間主体のエコシステム

を考えるなかで、まちづくりを担う団体として、前橋市まちづ

くり公社がその先駆的存在でした。

他方で、ビジョン策定ワークショップの参加者有志から民間

団体「太陽の会」が結成され、アーバンデザインに沿ったま

ちづくりを推進するMDCが設立されました。MDCと公社

は、前橋市の都市再生推進法人に指定され、道路専用許可

など特例制度を利用することができます。公社はキッチン

カーの出店エリアをケヤキ並木の歩道上に整備するなど、公

共地を中心に活動を行っています。

● 日下田｜MDCは2019年1 1月に発足し、アーバンデザイン

の「可視化／実践／手法／浸透」など多面的な活動を行うなか

で、プロトタイプとして可視化するために「馬場川通りアーバ

ンデザイン・プロジェクト」が来年2月竣工にむけて施工中で

す。「太陽の会」は参加企業の純利益 1％をまちづくりに寄付

する仕組みの団体で、現在24団体が属し年間数千万円の資

金を集めてまちづくりや起業支援を行っています。馬場川通

り沿いの整備は、太陽の会からの寄付3億円に加え、国交省

ウォーカブル事業やMINTO機構、SIB（ソーシャル・インパクト・

ボンド）［*2］からの費用調達で計4.3億円の予算規模で進めて

います。

◎ 前橋のまちづくりでMDCが担う役割は何でしょうか。

● 日下田｜大規模なエリア開発でも、大小さまざまな規模の

店舗が存在して分母が多く、成功件数が増えれば、まちは賑

わいますよね。成功率をあげるための科学的マーケティング

と戦略的ファシリテーションを担う都市再生推進法人として

MDCは位置付けられます。つまり、MDCの役割はエリアマ

ネジメントそのものを実行する団体ではなく、エリマネを担う

機会や人材を創出することだと思っています。

また、３DスキャニングやBIM/CIMによる都市データづくり

やAI動態モニタリングによって人やクルマの動きをシームレ

スにクラウドに蓄積することで、「バーチャル前橋」とも呼べ

る環境でまちを俯瞰できる仕組みを、都市インフラとして備

えていればさらに成功率が上がります。まちの生態を把握し、

中心市街地をリデザインすることが大事だと思っています。

都市の暗黙知をつくる
─

● 日下田｜デベロップメントや ITばかりでなく市民レベルで

の身近なアーバンデザイン実践のために、「前橋レンガ・プ

ロジェクト」を行っています。前橋は明治期からレンガ文化が

根付いており、広瀬川河畔や馬場川通りの歩道に名前入りレ

ンガを敷く活動には約2300個の賛同を集めています。

また、市民投票によるアーバンデザイン大賞表彰事業を

2020年から開始しました。大賞作品が蓄積すると、前橋に

とってどのようなデザインがよいのか、景観のコンセンサス

が形成されていくことも目論んでいます。

個人的には、アーバンデザインの推進は「都市の暗黙知」の

再生だと捉えています。京都や奈良、原宿は言語化しなくて

も多くの人がまちのイメージを思い浮かべることができます

よね。そのイメージに従って商いをするとチャレンジャーの

成功率が上がる。その都市で何をすべきかわかる状況を作

り出すことが、成功率を上げる重要なプロセスです。

前橋では、2012年から「前橋○○部」（○○はワイン、除雪、など

各部の活動が入る）とハッシュタグをつけてSNSで発信するこ

とが流行し、これをきっかけにまちなかでの活動や人とのつ

ながりが活発化し、グッドデザイン賞もとりました。ビジョンづ

くり前から、すでに活動は活発化していました。

● 田中｜私もその頃、個人的に広瀬川沿いでストリートファニ

チャーエキシビションを企画したところ、活動が共感され、市

役所主催で実施することとなりました。

また、アーバンデザイン策定前から、空き物件を利活用した

リノベーションまちづくりが必要との声があがっていました。
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運営」に変わり、せせらぎコンサートとさいたま市生涯学習総

合センターの共催となりました。

公共空間の活用を通じて
まちづくりを学び合う
─

● 加藤｜市民運営になってからは、学校の吹奏楽部に加え、

市民の音楽愛好団体も演奏できる場に広げました。まちに音

楽が流れる野外コンサートは、演奏する人と聞く人とまちの

人々をつないでくれるのです。活動を続けるなかで、まちづ

くりへの視野が開けて「市民運営のコアづくり」をテーマに、

学び合う機会もつくりました。

そこで大事だと考えたのが、聞き手と担い手の関係です。何

かをつくる側とそれを楽しむ側が分かれているのではなく、

みんなでつくって、みんなで楽しむ状態、聞き手だった人が

担い手に変わっていくことを目指して、それを「まつり」とい

う言葉に託しました。

● 久世｜大宮に活力あるまちづくりをという思いから、「みん

なが作り手、みんなが主役」となる「アートフルゆめまつり」

の実現に向けて動き出しました。ちょうどさいたま市が「市

民提案型協働モデル事業」という取組を始めていて、それ

に採択され資金面の援助を受けて2008年3月に第 1回目

が実現しました。

◎ アートフルゆめまつりの会場は、2022年の第15回では13

カ所、2008年の初回は11カ所ありました。どのように実現

されたのでしょうか。

● 久世｜まちのなかにさまざまな「舞台」を用意することが私

たちの役目です。会場は小学校の校庭、公開空地、お寺の

境内や参道、商店街、道や公園など、民地から公共空間まで

様々です［図2］。最初はとにかくみんなで歩きまわり、場所の

使用や広報用のポスター掲示をお願いしました。誰も聞いた

ことのない名前の取組なので、最初は断られることが多く、

だいぶ苦労しました。

歩道を会場とする場合、道路使用許可を得ることが必要で

す。管轄する警察署に、利活用のイメージを絵に描いて交渉

しましたが、初めての試みでしたので簡単には許可が下りま

せん。それでも粘り強く交渉を続け、第 1回目は警察官が演

奏中つきっきりで現場を見てくださることで、実現することが

できました。まちに活動が広がる楽しい光景を実際に見てい

ただけたのはよかったですね。

◎ 会場の数も、また演奏者もたくさんいるなかで、どのように

運営をしているのでしょうか。

● 久世｜「みんながつくりて、みんなが主役。」をコンセプトに、

演奏者と運営者の境界がないことがアートフルの特徴です。

演奏者も会場設営など含めて一緒に実施し、演奏のためだ

けに来る人はいません。整理して備品を倉庫にしまうまでが

アートフルゆめまつり！（笑）

● 加藤｜コロナ禍で、今は企画や準備は役員会と事務局中心

で実施していますが、アートフルゆめまつりは当初から「みん

ながつくり手、みんなが主役」。準備段階から出演する人を

含めて皆が実行委員になって開催してきました。旧大宮区役

所の市議会議場に入りきれないほど、百人を超える人たちが

集まって開催準備から当日の運営まで、みんなが担い、「場の

クオリティ」をつくり出し、実際に「みんなと一緒にアートフル

ゆめまつりが開催できた」という達成感にもつながりました

［図3］。

「ウォーカブルなまちづくり」
のハブに
─

● 久世｜2年目からは会場だけでなく、まちを練り歩くブラス

バンドのパレードも企画しました。それまでは会場＝「点」でし

たが、パレードの場合は道路や商店街という単位で許可を

得る必要があります。はじめは音が出るのは商売の邪魔にな

るということで、商店街に入るあいだは音を止めて静かに歩

くということもありましたが、今では多くの商店街にご協力い

ただいています。続けることの大切さを感じますね。

● 加藤｜パレードの出発点は「平成ひろば」です。竹灯籠を

使って参道の空間を演出しました。氷川参道の一部なので、

氷川神社のご了解をいただければよいと思っていたのです

が、行政が管理している公園であることを知りました。市民

企画で平成ひろばを活用するのは初めての試みとのことで

したが、暮らしの中にある空間を、市民自らよりよく活用する

ことを考えて実現できるんだ、ということは大切な経験にな

りました。

● 久世｜活動の舞台をつくることは、市民の日々の遊び場、

憩いの場としてまちを活かしていくことです。商業の充実に

ただ追従するのでなく、お年寄りからお子さんまでが憩い遊

べる広場をつくることで文化を育てていくことが大事ではな

いでしょうか。それは私が会長を勤めるOEC［*］の活動方針

ともまったく同じです。大宮に来ると音楽が流れていて心が

踊る、そんなまちになるといいですね［図4］。

● 加藤｜大宮において取り組まれている「ウォーカブルなま

ちづくり」は、車中心のまちから人中心のまちへ変わるという

こと。アートフルゆめまつりはウォーカブルなまちづくりのハ

ブになれると思っています。アートや音楽や人のつながり、こ

れだけの地元の商店街の方から応援していただけるように

なった蓄積があり、開催 15回を重ね、まちをあげての祭りと

言われるまでになりました。いろいろな立場の方々に会場を

提供していただき、さまざまな参加の形があります。

きっと、まちの隙間を見つけて活動の場にするUDCOの「ス

トリートテラス」の取組にもつながっていきますね。
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3
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◎ 「アートフルゆめまつり」がスタートした経緯を教えてく

ださい。

● 久世｜アートフルゆめまつりの源流は、1993年から開催さ

れた「せせらぎコンサート」にあります。新幹線開通に伴って

1982年に西口が整備され、1988年には大宮ソニックシティ

の公開空地として鐘塚公園ができました。隣接する桜木公

民館の館長はその公園を活かして、全国で有数の吹奏楽の

実力をもつ桜木中学校の生徒に「屋外公演の場をつくりた

い」と考えたのが発端です。それから定期的にコンサートが

開催されていました。

一方で東口は、西口の商業的な開発によって存在感が弱まっ

ていて、人の流れが西口に向かっていくことを実感していま

した。このままだと東口が衰退してしまうという危機感から

さまざまな活動がスタートしていきます。アートフルゆめまつ

りもそのひとつでした。

そのころ「路上ライブ」が流行っていましたね。西口のデッキ

を中心に、東口でも行われていて、大宮駅で人気がでると成

功するといわれており、登竜門のようで活気がありました。

そういった元気のある能動的な人々に、場所を提供すること

を考えました。音楽というのは、誰もが一度は楽器を演奏し

たことがあり、子どもから高齢者まで楽しむことができる。赤

ちゃんを背負ったままお母さんが演奏するような、そんな光

景がまちに広がるといいと考えたわけです。

● 加藤｜久世さんにお声がけいただき、せせらぎコンサート

に携わるようになりました。当初は、素敵な活動をしているに

もかかわらず、認知度はまだまだ高くない状況でした。2001

年の三市合併に伴って、公民館の再編があり、それまでせせ

らぎコンサートを中心的に支えてきた桜木公民館は大宮公

民館（合併後、さいたま市生涯総合学習センター）と一緒に場所を移

動、桜木中学校で熱心に指導をされていた先生も異動があ

るなど、公共が母体となって続けていくのが難しいタイミング

でした。100回目を区切りに活動を終了するという話も出て

いました。ただ、一回やめてしまうともう一度立ち上げるの

は難しいので、どうにかして継続できないか相談し、みんな

で知恵を出し合いました。

広報面で工夫をしてみると生徒のご両親からおじいちゃんお

ばあちゃん、そしてまち行く人たちまで大勢、多世代の1000

人を超える人がコンサートを聞きに来るようになりました。ま

た、こうした活動に理解ある企業の支援も得られるようにな

りました。その取組を継続させて、100回記念を機に「市民

話者

加藤久美子｜
久世晴雅｜一般社団法人大宮駅東口協議会

OEC 会長

おおみやコミュニティの“わ”
女性の会 会長

聞き手

伊藤孝仁＋高橋卓｜UDCOデザインコーディネーター
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まちの文化が醸成される過程は、実際は複雑で動的な関係性

をもっている。図解によって固定化することは、そのダイナミズ

ムを捉えにくい側面があるが、今回あえてひとつの静的な「断

面」を示すことによって、複雑なままでは捉えづらい構造を仮定

し、私たち独自の言葉で3つの層を整理した。3つの層の定義

について下記に示す。

クラブの層｜機会創出｜まちづくりの入り口として広く市民に

開かれた場であり、人やコンテンツといったまちの魅力に出会う

「機会」となる活動。経済活動などの具体的な実践をすること

を目的としていない、緩やかな活動。

スクールの層｜可視化・発掘育成｜地域のコンテンツを発掘

し、公共空間などの一時的/仮設的な利活用を通じてアウトプッ

トする実験の場。人やコンテンツがまちに「可視化」され、スキ

ルやマインドが醸成される活動。

プロフェッショナルの層｜定常化・仕組化｜定常的な取り組み

を行う場を構え、収益的に持続可能な「仕組み」を通じて地域

文化の醸成へつなげる活動。

─

池袋｜  〈クラブの層〉から〈スクールの層〉への展開と循環→
  〈プロフェッショナルの層〉へと展開

開かれた交流の機会となっている「としま会議」が育んできた

ネットワークが、ビジョンにもとづいた公民連携型の取組を進め

るための土壌となり、大規模な公共空間利活用型のマーケット

「IKEBUKURO LIVING LOOP」へと展開していく。「としま会

議」と「IKEBUKURO LIVING LOOP」の連携が動的なプラット

フォームとなってインプットとアウトプットの好循環を生み、そこ

で生まれた新たなネットワークから、周辺地域の空き家や空き

店舗を活用した持続的な場づくりへと広がり、重層性が生まれ

ている。

─

前橋｜  〈プロフェッショナルの層〉の推進
  〈スクールの層〉から〈プロフェッショナルの層〉への展開

前橋ビジョン「めぶく。」と「前橋市アーバンデザイン」にもとづ

いて、地域の民間事業者のネットワークが資金面や運営面の主

体となって大規模な環境整備を進めている「馬場川通りアーバ

ンデザイン・プロジェクト」がある。また、同様にビジョンにもと

づき、行政主体でプレイヤーと空間（空き家／空き店舗）の発掘と

マッチングを行う「マチスタント」がハブとなって、中心地から少

し離れたところで多様な店舗が生まれている。今後馬場川通り

の整備が完了したのちに、これらの動きがどのようなエコシス

テムを形成していくかが鍵となる。

─

大宮｜  〈スクールの層〉から〈プロフェッショナルの層〉への展開
  〈クラブの層〉の再構築

ビジョン推進の目的をもってUDCOが進めてきた公共空間利

活用の社会実験「OMIYA STREET TERRACE」を通じて、プレ

イヤーや地域文化としてのコンテンツを掘り下げ、ネットワーク

を醸成してきている。そこから仕組み化や収益化を目指す取組

と、裾野を広げてより開かれたネットワーキングの機会をつくる

取組への展開が求められる。2008年頃から培われてきた「アー

トフルゆめまつり」の市民活動のネットワークとの連携などに

よって、プラットフォームの複層化を目指していきたい。

﹇
図
解

﹈ 三
層
構
造
で
捉
え
る
ス
ト
リ
ー
ト・イ
ン
キ
ュ
ベー
シ
ョ
ン

池袋｜Ikebukuro クラブ型ストリート・インキュベーション：小さな

コワーキングスペースがまちとつながるために

はじめたトークイベント「としま会議」が、まちに

関心をもつコミュニティのハブへと進化してい

き、実践者の言葉から影響を受けて一歩チャレ

ンジしようとする人々に対して「IKEBUKURO 

LIVING LOOP」が受け皿になっている。インプッ

トとアウトプットの両輪が機能し、ここ数年で周

辺エリアに空き家や空き店舗を活かしたコミュニ

ティの拠点が増えるなどと多様に展開している。

プロフェッショナルの層
定常化・仕組化

 スクールの層
可視化・発掘育成

クラブの層
機会創出

前橋｜Maebashi プロフェッショナル型ストリート・インキュベーショ

ン：公民連携で作成した前橋ビジョン｢めぶく。」

と中心市街地のまちづくり指針「前橋市アーバ

ンデザイン」があり、それを実現する主体も公

民が複層的に入り混じっている特徴がある。通

常行政が実行する土木的な整備（馬場川通り）を

民間主体で実施をする一方で、空き家や空き

店舗やプレイヤーの発掘やマッチング（マチスタ

ント）といった草の根活動を行政主体で実施し

ている。

プロフェッショナルの層
定常化・仕組化

 スクールの層
可視化・発掘育成

クラブの層
機会創出

大宮｜Omiya スクール型ストリート・インキュベーション：まち

のさまざまな隙間空間を掘り起こし、音楽活動

の舞台とする「アートフルゆめまつり」が2008

年から続き、市民活動のプラットフォームのよ

うに機能してきた。UDCOが取り組む「OMIYA 

STREET TERRACE」は公有地利活用の社会

実験を通じて商いや文化的な活動のプレイヤー

の発掘や育成、ネットワークのづくりを進めてお

り、自立的に運営できる仕組みを構築してプラッ

トフォームを定常化させることを目指している。

プロフェッショナルの層
定常化・仕組化

 スクールの層
可視化・発掘育成

クラブの層
機会創出
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#1

街路文化の
エコシステムをつくる
2017–2019年に、駅周辺の低未利用地であった氷川緑道西通線の道路予定区域を利活用する

ことから始め、公共空間を活性化する「型」をつくってきた。UDCOでは「ストリート・インキュベー

ション」をコンセプトに掲げ、1 新たな都市活動の創出、2 経済効果の創出、3 沿道経営体の創出
を目的として、公共空間利活用の取組を続けている。街路と沿道の一体的な利活用を行う社会実

験「おおみやストリートテラス」を3年間に渡って実施するなかで、ローカルなネットワークとつなが

り、沿道の経済効果を生みながら、地域のプレイヤーとともに公共空間を利活用する仕組みが形

づくられた。

［これまでの取り組みを振り返る］
● インフィニティストリート   22
● おおみやストリートテラス2017–2019   22
● おおみやストリートテラス一番街 2020–  24
● ストリートランチ2020–   26
［街路での新たな試み］
● ストリートプランツ2020–2021   28
● ストリートマーケット2022–   29
● INTERVIEW #1｜大宮のコーディネーターに聞く   30

STREET 
INCUBATION
ストリート・インキュベーション

OST 2017

OST 2018

OST 2019
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●    STREET PROJECT

インフィニティ
ストリート／おおみや
ストリートテラス
2017–2019
道路拡幅予定地利活用による沿道事業者支援→
短期的な開催から日常型の
「ストリートランチ」へ展開

大宮駅周辺地域戦略ビジョン（以下、ビジョ

ン）をもとに進められている拠点事業を結

び、回遊性を生み出すことで今後エリアと

しての活性化を導くストリートを、街路沿

道利活用の重点街路「インフィニティスト

リート」と呼び、2017年から継続して街路

沿道利活用の社会実験を継続している。

大宮駅東口を中心に大宮駅（GCS構想）、

公共施設再編3地区［大宮区役所および

市民会館周辺、旧大宮区役所および大宮

小学校周辺、旧大宮図書館（現Bibli）］、大

宮門街（大門町2丁目再開発）、道路事業を実

施している氷川緑道西通線・氷川参道・

一の宮通り、また旧大宮市時代に40m

道路が構想されていた中央通り、さらに

近年新たな店舗事業者が出店している太

鼓橋通りなどを結び、全体として八の字

の回遊動線を描いており、大宮らしい暮ら

しがストリート沿いに日常的かつ持続的に

（無限に）営まれることを目指してインフィニ

ティ（∞）と名付けている。また、拠点開発

や公共空間利活用（点）をストリートマネジ

メント（線）へとつなぎ、将来のエリアマネ

ジメント（面）へ発展することが望まれる。

インフィニティストリートにおける公共空

間利活用ないし地域の多様なプレイヤー

との協働関係（ネットワーク）の形成によるま

ちの活性化は、ビジョンの“おもてなしひ

ろば”・“おもてなし歩行エリア”形成の具

現的取組であると考えており、同じく“お

もてなしまち再生（GCS構想）”や“連鎖型ま

ちづくり（公共施設再編）”において創出され

る大規模な公共空間をマネジメントしてい

く基盤として、公民連携の仕組みの定着

化と地域のコンテンツの可視化を進める

取組である。

また、ストリートの取組は近年より多様化

しており、グリーンインフラや空き家・空

き店舗活用、子ども子育て支援やスマー

トシティなど、多様な取組を重点的なスト

リートに重ねることでウォーカブルを目指

していく考え方も推進されている。

街路沿道を単位とする空間資源やコミュ

ニティ、地域のネットワークをベースとし

ながらストリートの質向上を図り、都市街

路文化の形成への発展を目指したい。

─

「おおみや
ストリートテラス」
─

「おおみやストリートテラス」（以下、ストリー

トテラス）とは街路沿道に店舗・休憩施設・

飲食スペースなどのテラス空間を設え、

地域のコンテンツを表出していくことで、

大宮らしい新たな日常を創出することを

目的とした社会実験である。

大宮駅周辺では、GCS構想にもとづく基

盤整備や市街地再開発、公共施設再編

などの都市再生事業が計画されている一

方で、それらの事業によって生まれる公

共空間を利活用するための仕組みと経験

の蓄積、また利活用を担う地域のプレイ

ヤーのネットワークが必要とされてきた。

また、漸進的なまちづくりの過程において

は、各事業期間中に発生する跡地、ある

いは関連する事業の方針決定を待ってい

る期間の暫定的な空地・空き建物など低

未利用な状態が発生することが多く、ま

ちの賑わいを途切れさせない仕組みが必

要である。

UDCOでは2017年より道路予定区域や

駐車場などの駅周辺に発生している低未

利用地に着眼したパブリックスペースの

利活用を行い、「おおみやストリートテラ

ス」として社会実験を継続している。

─

初動期の
ストリートテラス
─

2017年｜拡幅中の都市計画道路氷川緑
道西通線南区間において、工事のストッ

クヤードであった移転前の大宮区役所前

面に位置する道路予定区域を利活用し

た。道路工事の仮設資材であるH鋼ガー

ドレールや単管パイプと活用し、カウン

ターやベンチの設置、路上のペイントを

行うことで、拡幅後の歩道幅員を表現し、

地域の飲食やクラフトの店舗事業者、キッ

チンカー事業者などの協力を得てUDCO

メンバーが運営する公共空間利活用を計

10日間実施した。社会実験初年度は運営

の方法や規約・出店ルールの整理や、許

認可や関係機関との協議をゼロから実施

する必要があり、公共事業の事業期間中

に並行して道路空間を利活用するという

地域で類のない試みを公民双方で共有

する結果となった。

2018年｜同様の氷川緑道西通線の北区
間において、着工前・用地買収済の道路

用地（道路予定区域）および隣接する民有地

の駐車場を一体的に利活用した。前年と

比較して搬出入作業が容易であり、継続

利用可能な利活用資材を選択することで

経年の投資がより生かされるように、テン

トや組み立て／収納可能な製作什器を用

いることとした。また、ブランディングを

意図して黄色のキーカラーやロゴタイプ

を制作した。前年の実績を通じて街路沿

道の利活用イメージが共有可能となり、よ

り多くの地域のプレイヤーとつながること

ができ、大宮周辺の店舗事業者や野菜の

生産者、学校関係者などパブリックスペー

スの利活用に前向きな地域の事業者との

協働により計3日間の運営を行った。前

年の運営方法がベースとなり、関係機関

との協議も取組継続として理解を得られ

るようになったほか、現地での設営や撤

収など運営自体を一部協働している出店

者らとシェアしたり、地域の大学や学校関

係者と社会実験時の調査・効果検証を協

働するなど協力体制を築くこともできた。

2019年｜氷川緑道西通線の北区間の
複数個所において実施し、同じ通りの複

数個所を利用者が回遊することを意図し

て、道路予定区域と駐車場や軒先などの

民有地を含め計5カ所を利活用した。出

店・飲食休憩のための設えは前年から使

用している什器を用いるとともに、空間

的な居心地を向上させるために地域の

植木で車道との緩衝空間を設えたり、通

り全体の取組として見せていく工夫とし

て直接的に利活用地で出店等をしていな

くても共通のA形看板や照明・ポスター

を設置してもらったり、バナーフラッグを

通り全体に設置することでストリートのブ

ランディングを意識した設えを展開した。

また、地域のプレイヤーの中には企画段

階から関わるメンバーもいて、一部利活

用地の出店者調整や運営を担うプレイス

リーダーとして協働してもらった。さらに、

運営や調査の協力者や行政、利活用地の

オーナーらも含め実行委員会を組織して

企画・運営・成果の共有まで地域の方々

とともに取り組んだ。おおみやストリート

テラスに協力する出店者や協力者にとっ

ては「地域や通りをよくする取組に関わり

たい」「人のつながりが増えることがモチ

ベーションとなる」など、必ずしも売上増

加や商業効果への期待だけが継続参加

の理由ではなかった。一方で、出店者の

なかには若い事業者で実店舗はまだな

いが、大宮の駅周辺で出店した場合のシ

ミュレーションができたなど、地域のプレ

イヤーが物事を試す場所となっているこ

とはよい成果であった。そして2019年の

おおみやストリートテラスでは、街路（公有

地）と沿道（民有地）の一体的な利活用に必

要な仕組み・空間・協働体制・ネットワー

クが一定程度整い、ひとつの「型」として

その後の公共空間利活用のベースとなっ

ていく。

経験を通して、イベント的な運営からより

長期化し、通りの風景が日常化していく

ことを志向して、おおみやストリートテラ

ス2017-2019で実験したさまざまなコン

テンツの「日常化」が進められた。仮設で

の飲食提供は事業者が日常的に公共空

間でランチ提供を行う「ストリートランチ」

へ、地域の植木を用いた緩衝空間は、街

路空間に日常利用可能な滞在空間を提

供する「ストリートプランツ」へ、野菜・植

木の産直販売やワークショップ体験などは

「ストリートマーケット」として実施するな

ど、日常的なコンテンツへと派生していく

こととなった。さらにそれらは実践を通し

てノウハウを伝達していく「ストリートデザ

インスクール」として展開していくことと

なる。これらの発展・展開は次頁以降に

詳述することとしたい。  ［石黒卓］
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大宮駅周辺地域戦略ビジョン対象範囲

都市再生
緊急整備

地域

大宮駅
グランド

セントラ
ル

ステー
ション化

構想対
象範囲

インフィニティストリート

おおみや
ストリー

トテラス

2018/2019

2017

2022

2020-

2021/2022

公共施設再編連鎖型まちづくり事業
（駅前賑わい拠点）

公共施設再編連鎖型まちづくり事業
（氷川神社周辺エリア）

大宮区役所・大宮図書館

公共施設再編連鎖型まちづくり事業
（地域連携拠点）

（さいたま新都心周辺地区）

大宮駅西口第3-B地区市街地再開発事業

大宮鐘塚C地区市街地再開発

氷川緑道西通線整備推進事業

氷川参道歩行者専用化事業

山丸公園

平成ひろば

氷川神社

鐘塚公園

上落合桜木線

一の宮通り電線地中化事業

桜木1号線及び2号線事業

大宮駅西口第4地区区画整理事業

東口駅前広場

新東西通路

大宮停車場大成線事業

大宮駅西口第3-A・D地区
市街地再開発事業

桜木駐車場活用事業
大門町2丁目再開発事業

東武鉄道２面３線化

まちづくり活動の成熟や都市ポテンシャル向上に
応じた市街地更新・拠点機能強化

老朽化した公共施設の安全やサービス向上

歩きたくなる
ことから
始めよう
！！

［コンセプト］

おもてなし
ひろば

［OM TERRACE］ ［GCS化構想］

［ストリートテラス］
［街路整備事業］

［公共施設再編］

公共空間
利活用による
街の活性化

おもてなし
歩行エリア

おもてなし
まち再生

連鎖型
まちづくり

地
域
全
体
の
連
携
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に
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通
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ら
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手
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ち
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く
り
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略
、
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開
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と
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組
連
携

主
に
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り
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ら
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手

主
に
民
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か
ら

事
業
を
発
意・推
進
し

行
政
が
支
援

主
に
行
政
側
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ら

事
業
を
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案
し

民
間
ま
ち
づ
く
り
を
活
性
化

［大宮駅周辺地域戦略ビジョンp.51「優先的に取り組むべきプロジェクトの設定」をもとに作成］ 23
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占用部 占用部

約2.5m-3m

建物 建物

約1m

利活用
エリア

利活用
エリア

利活用
エリア

利活用
エリア歩行空間

歩行空間
道路

約1m

約4.5-5m

民地 民地
占用部

約2m 約2m約1m

歩行空間 歩行空間
道路

約4.5-5m

民地 民地
占用部

約2m-3m約2m

歩行空間
道路

約4.5-5m

民地 民地

建物 建物 建物

歩行空間

建物

歩行空間 歩行空間

アーケード アーケードアーケード

ディナー総売上

店舗A：
屋外テラス席2席／立ち飲みテーブル1台

180万円 185万円

ストリートテラス実施

215万円 295万円 285万円

7月 8月 9月 10月 11月

- 13万円 19万円 15万円 8万円
(7%) (9％) (5%) (3%)

うち屋外テラス席
（総売上に対する割合）

ディナー売上（店舗A）／平均歩行者交通量（休日）／平均気温の関係

：店内売上 ：テラス席売上 ：歩行者交通量

売
上（
万
円
）

平
均
歩
行
者
交
通
量（
人
）

180 172
196

280
277

13
19

15 8

11268

13868
15052

17628

15380

0
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15000

18000
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50
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7月 8月 9月 10月 11月

24.3℃

29.4℃

24.3℃

17.4℃

12.8℃

：気温
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おおみや
ストリートテラス
一番街
2020–
コロナ占用特例を用いた軒先活用による
飲食事業者支援→
商店街を主体とした実行委員会形式へと移行

課題解決を目指す
軒先利活用
─

おおみやストリートテラス＠一番街は「新

型コロナウイルス感染症の影響に対応す

るための沿道飲食店等の路上利用に伴

う道路占用基準緩和」により、2020年8

月より「大宮一番街商店街」の軒先 1 mに

屋外テラス席や物販ワゴンなどを設置し、

新型コロナ感染症の影響を受ける沿道店

舗を支援する取組である［図 1］。

新型コロナ感染症の影響を受ける事業者

支援を模索する地元企業および財団法

人とUDCOとの連携により実施検討を行

い、一番街商店街協同組合の協力を得て

実施することとなった。

各店舗が新型コロウイルス感染症の影響

で売上が減少し、営業が困難になり始め

ていたことに加え、約3年間商店街一体

の取組が行われず、また店舗の入れ替わ

りも激しくため、商店街と各店舗のコミュ

ニケーションが希薄化していた。そこで、

沿道店舗支援とともに商店街のコミュニ

ティの課題解決を目指すこととなった。

まず商店街を主体とし地元企業、UDCO

などによる実行委員会を組織した。その

なかで都市再生推進法人として、UDCO

は道路管理者と交通管理者との協議など

を担った。一番街の特性に合わせて複数

の道路占用断面の検討を行ったが、道路

管理者と交通管理者との協議も含めて通

り両側の軒先 1 mの利活用を実施するこ

ととした［図2］。商店街に加盟する13店

舗が参加し、それぞれの業種や軒先空間

の状況からテラス席、テイクアウトテーブ

ル、物販ワゴン、看板設置の4つのパター

ンで利活用を実践した［図3］。

─

ストリートデザインで
生まれた効果
─

各店舗と調和しながら沿道の一体感をつ

くること、無理なく管理運営できることを

意識しストリートデザインを行った。まず、

各店舗の占用範囲を明確に示すための

ラインテープを敷き、立て看板やうちわな

どの備品をUDCOから各店舗に貸し出し

た。範囲が明示されると、自然と各店舗の

什器や看板などがラインテープに揃って

置かれ、通り沿いに同じアイテムが並ぶこ

とで一体感が生み出される。また、占用

範囲内のテーブルやカウンターなどは各

店舗が自店舗の什器を設置している。営

業時間後は道路上から店舗内へ撤収す

る必要があり、過度な負担とならないよう

数量やサイズを店舗ごとに考えながら活

用することができる。

軒先利活用を開始後、売上の向上などが

見られた。テラス席を設け、ディナータイ

ム総売上が 1割向上した飲食店舗や「通

りに商品を出すことで通行人の目に留ま

り集客につながった」という物販店もあ

り、テラス席のみならず物販店において

も一定の売上増加が見られた。多くのメ

ディアにも取り上げられ、商店街や各店

舗のプロモーションにもつながり、商店街

では会話を楽しみながら食事をしたり、商

品や看板を見ながら立ち止まる活気ある

風景が生まれた。

この取組の一環で月に一度、モップがけ

やゴミ拾いなどを行う沿道の清掃活動を

実施している［図4］。毎月継続的に3年間

実施することで、商店街の活動として定

着し、店舗間のコミュニケーションのきっ

かけとなっている。

─

これからの
大宮へとつなげる
─

2020年6月から11月末までの緊急措置

であったコロナ占用特例だが、コロナ禍に

よる社会情勢の停滞が長期化したため、

以後2020年12月から2021年3月、2021

年4月から9月、2021年10月から2022年

3月、2022年4月から9月、2022年10月

から2023年3月と、5度の延長が行われ

た。当初は2020年 11月までを想定してい

た一番街での取組も、2021年7月までの

1年を目途に延長しながら実施した。1年間

実施した段階で満足度や今後の取組意

向について沿道事業者に調査したところ、

継続に賛成する事業者が大半を占めた。

そこで取組の日常化を目指し、2022年

10月には主催を実行委員会から大宮一番

街商店街協同組合へと変更し、費用は協

賛金を募らずに商店街の予算から捻出し

た。また新たな参加希望があり17店舗に

よる取組となった。そのなかで店舗有志

による部会を設け、食に関する企画を議

論したが、店舗の入れ替わりや担当者の

交代、そしてコロナ禍から次第に通常業

務へ戻ることで取組の調整が困難となり

残念ながら実現に至らなかった。

また時限的措置であるコロナ占用特例以

降の実施に向けて、歩行者利便増進道路

制度などの活用の検討を行ったが、一定

の基準を満たすことができず、商店街と

協議を行い、コロナ占用特例が終了する

2023年3月末をもって取組を終了するこ

ととした。なお、清掃活動については沿道

の維持管理などの観点から継続して取り

組んでいく。

今回の試みからの学びは以下の2点であ

る。第一に、今後ひかえている街区再編

がストリートにどう越境していくかを実践

的に示したことである。

GCS化構想を控え、道路や建物の整備

が進んでいくことが予想される。その際、

単に道路や建物を整備するだけでなく、

人々の営みが溢れる一体的な風景を創

出するために、軒先利活用は有効であ

る。通りやまちで会話を楽しむ姿や、商品

を眺める姿が溢れる光景は宿場町であっ

た大宮の原風景といえるはずだ。未来の

大宮のために一番街での知見をしっかり

と活かしていきたい。

第二に、継続性の担保である。取組開始

後の成果とともに、2年目以降の展開に

課題も残した。今後のまちづくりに活かし

ていくためには中長期的なビジョンを関

わる行政や事業者などと事前に共有し、

運営体制や維持管理の仕組みを状況に

応じて最適化を図る必要がある。 

 ［森元気］
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月の購入者数月の売り上げ

2020.04
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
よ
り
緊
急
事
態
宣
言
発
令

（
第
一
回
目
）

2021.05
ス
ト
リ
ー
ト
ラ
ン
チ

＠
大
宮
門
街
前
開
始

月の出店数

2020

￥70,000

￥174,700

￥422,090 ￥411,070

￥371,273

￥124,950

￥25,000 ￥24,605

￥215,685

￥378,140

￥203,810

284人

469人

145人

17回

33回
38回

￥212,440

80人

216人

567人

307人

434人 422人

150人

39人
3回

15回

55回

32回

41回 40回

19回

6回 35人
4回

2021 2022
02 6 9 12 6 9 123 6 9 123

2020.12
逸
見
ビ
ル
前
に

ベ
ン
チ
型
カ
ウ
ン
タ
ー
の
整
備

出店呼びかけ
什器貸出
広報

スペース
貸出

設営徴収
出店料

コーディネーター

ビルオーナー

プレイヤー
［出店者］

（売上 10%）

土地借用料
（売上 5%）

ユーザー

逸見ビル前 宮町二丁目交差点角／大宮門街前

［周辺住民／ワーカー］

個性ある
ランチの提供

まちづくり
活動費
（売上5%）

出店調整
什器貸出
広報

出店呼びかけ

許認可

設営撤収
出店料
（売上15%）

コーディネーター
キッチンカー
コーディネーター

まちづくり
活動費
（売上5%）

行政

プレイヤー
［出店者］

（売上 5%）

許認可申請

ユーザー
［周辺住民／ワーカー］

個性ある
ランチの提供

出店調整料

出店調整

●    STREET PROJECT

ストリート
ランチ
2020–
日常的な公共空間利活用による
飲食事業者支援→
公有地と民有地を同じ仕組みで継続運営

ストリートランチはおおみやストリートテラ

スの日常化を目指し、氷川緑道西通線沿

いの民地を活用して、地元事業者による

テイクアウト販売からスタートした取組で

ある。2020年2月より2カ月間の試行期

間のなかで、まちのニーズと一定の売り

上げを見込めることがわかり、以降継続

して実施している。コロナ禍においてテ

イクアウト販売を強化したい店舗や、新た

にキッチンカーを始めた店舗の受け皿と

して事業支援の役割とともに、ランチ販

売を通してまちづくりに関わるプレイヤー

を発掘する試みである。

民間ビルのオープンスペースを活用し弁

当販売ができる逸見ビル前［図 1］からス

タートし、2020年6月から道路予定区

域を活用しキッチンカー販売ができる宮

町二丁目交差点角［図2］、2022年5月か

ら拡幅された中央通りの歩道部を活用し

キッチンカー販売が出来る大宮門街前

［図3］と段階的に都市の隙間に出店場所

を増やしている。出店者は販売形態に応

じて出店場所を選択することができる。

出店にあたり出店者とUDCOの協力体

制として、ストリートランチでは行政やビ

ルオーナーなど関係者との調整、什器の

貸し出し、広報などをUDCOが行い、出

店者は会場設営と保健所（行商許可／自動

車による営業許可）の許可の取得のみで出

店できる仕組みとした［図4,5］。出店時の

看板や備品の設置に関する一定のルー

ルを設けることで、UDCOが取り組むま

ちづくりとリンクしたイメージづくりをし

ている。

─

まちと出店者が
ともに育つ
仕組みづくり
─

出店料は逸見ビル前が売り上げの10%、

宮町二丁目交差点角と大宮門街前では

15%とし、場所に応じて定めている。逸

見ビル前ではビルオーナーへ場所の使用

代として売り上げの5%を支払い、宮町

二丁目交差点角と大宮門街前では出店者

との調整を行うストリートランチコーディ

ネーターへ売り上げの5%を支払い、残

りの出店料をまちづくり活動費（広報や什器

整備など）に充てている。

なお出店に際しUDCOと出店希望者が

事前面談を行い、趣旨や目的の共有を

図っている。これは、顔の見える関係性を

育むとともに、ランチ販売の機会というだ

けではなく、まちの賑わいを育むとともに、

出店者がステップアップしながらまちづく

りに関わる取組であることを理解してもら

う大切なプロセスである。

また、一定の売り上げが見えてきた段階

で、ランチの販売場所という「スペース」

から、心地よい居場所となる「プレイス」

を生み出すために滞在環境やインフラ整

備に取り組んだ。逸見ビル前では設置や

運搬に負担の大きかった出店用の什器を

改善した。普段は心地よいレンガ仕上げ

の広場で憩えるベンチであり、出店時に

販売カウンターへと変形可能な「ベンチ

型カウンター」を設けた［図6］。3つの長

さを用意することで、各出店者の特性に

合わせて利用でき、長いカウンターやL

字などにカスタマイズできる。

そして、宮町二丁目交差点角では発電機

がないと出店できないことや、発電機の

振動や音が気になるということが当初の

課題としてあがっていたことから、インフ

ラとなる電気設備の整備を行った。。電

気設備の整備により出店のハードルを下

げ、振動や音などの影響を低減し、スト

リートランチ以外の取組も行いやすくし

ている。またストリートデザインスクール

（p.01）で製作したカウンターとベンチを設

置し、滞在環境向上のための整備を行っ

た。カウンターは固定し安全性に配慮し、

ベンチは移動することができ、出店時に

レイアウトを変えながら、居場所をつくる

ことができる。

さらに、大宮門街前ではUDCOの複数の

取組による「プレイス」の創出を図ってい

る。ストリートランチとストリートプランツ

プロジェクト（p.01）を同じ歩道上で実施し、

植栽とベンチにより滞在環境が整えられ

ることで、フードやドリンクを購入した利

用者が現地で食事することができる。

─

3年間の
活動と成果
─

これまで3年間（2023年 1月まで）を通して

56の事業者により、のべ828回の出店

があり、購入者は9 ,000名にのぼり、売

り上げは700万円を超えた。コロナ禍で

一時休止などの措置を取りながらも地道

にストリートランチを継続してきた成果

である。

1年目は自店舗の休業日などを利用して出

店する事業者が多く、テイクアウト販売で

きる店舗も限られていたため、出店回数

や売り上げは好調なスタートをきった。し

かし2年目になると各店舗も通常営業に

徐々に戻り、人員の配置や売り上げなど

に課題が出始めた。特に弁当販売の逸見

ビル前では出店が減少した［図7］。3年目

になると新たに大宮門街前での出店がで

きるようになり、キッチンカーの新規出店

希望者が増えた。大宮駅からほど近い好

立地での出店機会は売り上げや自店舗の

認知向上へとつながる見込みがあるから

だ。実施から1年弱ではあるが、リピーター

がついてきたと話す出店者もおり、継続

的に出店しつづけることが成功への一番

の近道だとストリートランチコーディネー

ターも話すように、新たなテイクアウト販

売の場として定着してきている。

─

自主的な
取組への展開
─

最後にストリートランチをきっかけに生ま

れた取組について紹介する。2022年 12

月にストリートランチの2店舗の出店者

が、「気軽に立ち寄れ飲み食いできる場」

をコンセプトに宮町二丁目交差点角で夜

の時間帯にキッチンカーの企画を実施

した［図8］。UDCOはこれに対して安全

面の管理や必要な協議をサポートしてい

る。テーブルや椅子を持ち寄り、照明で

雰囲気を演出した空間は道路予定区域と

は思えない心地よさが生まれ、通りすが

りの会社員などがふらっと立ち寄る姿が

見られた。

継続することで取組がまちに浸透し、ネッ

トワークが生まれることで地域との関わり

をもち、いきいきとした活動が風景をつく

る。今後ストリートランチからさらなる展開

をまちに期待していきたい。 ［森元気］
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流通型の
街路植栽で
都市景観をつくる
─

STREET PLANTS PROJECTは、街 路

沿道を利活用する際に地域のみどりで滞

在性を高める取組として始まった。2019

年のおおみやストリートテラスにおいて、

小さな公共空間に設置した飲食や休憩の

ためのスペースがどうしても道路通行と

隣り合ってしまうことから、緩衝の設えと

して地域の植木を設置したところ、道行く

人々に「この植木は買えますか？」との反

応をいただいた。公共空間利活用が推進

されるなか、各地で道路上の収益事業が

実験的に展開されていたことと、植木生

産は大宮周辺の地域産業でもあることか

ら、道路上の景観植栽や街路樹を収益事

業化してはどうかという発想に至った。

「買える街路植栽」をコンセプトに、街路

に設置された地域の植木に対して、購入

や協賛を通じて資金を投じられることで

維持管理費が捻出され、地域の植木産業

が豊かな都市景観をつくっていく、そんな

イメージが生まれた。

プロジェクトの目的はおもに3つ。

［1］地域産業の支援：大宮周辺は植木・苗
木生産地であり、かつては大宮中央線で

大宮植木市が行われ地域の植木や盆栽

が販売されていた。みどりのある街路沿

道風景を復活させ、大宮の歴史や文化を

感じさせる風景を生み出し、豊かな都市

景観を通じて産業を発信していくこと。

［2］滞在性の向上：大宮駅周辺の歩行空
間は、歩行者交通量は多いものの、狭隘

な歩道空間が多く人が憩える滞在空間が

少ないため、街路沿道の緑化によって居

心地良く滞在できる街路空間を創出し、

暮らしや生業の場として利活用できる公

共空間を生み出していくこと。

［3］維持管理の継続：みどりの設置・維持
管理には費用と手間がかかっており、特

に大宮の氷川参道ではケヤキ並木の維

持管理には長年地域団体の協力を得て

実施してきた経緯がある。行政管理のみ

どりとは別に、緑化滞在空間そのものを

収益化することで、都市のみどりを保つ

公民連携の新しい仕組みをつくること。

─

公民連携の
緑化マネジメントの
仕組みへ
─

2020年3月からプロジェクトを開始し、仕

組みづくりを行った［図1］。

はじめに、滞在性や景観向上を図りたい

通りの飲食店舗や建物オーナーなどに対

して軒先や歩道部分に設置する緑化滞

在空間の維持管理を依頼し、プロジェクト

への賛同をいただく。UDCOは通りの公

共空間に関する占用許可を得て、収益事

業が可能な状態をつくる。地域の植木生

産者は先行投資として植木を公共空間に

設置して運営を開始する。運営者である

UDCOは4～6カ月の一定期間に、協賛

や購入の募集・広報を行い、沿道店舗や

建物オーナーは水遣りや清掃などの維持

管理を実施する。期間終了後に得た協賛

金などの資金は、植木生産者・維持管理

者・運営者に対して3分の1ずつ、それぞ

れ設置協力費、維持管理費、運営費とし

て分配される。植木は、期間終了後に生

産者の生産圃場に戻りメンテナンスが行

われるという仕組みである。

なお生産者にとっては、通常大きなロット

で出荷・納入が行われており、その過程

で生まれる余剰株の活用を見込める点が

一助となって、ストリートプランツへの協

力が実現している。

第 1回実証実験は民地の軒先において、

第2回実証実験は公共施設の屋上（OM 

TERRACE）において、第3・4回実証実験は

大宮中央線の歩道部において［図2］、公

民連携による維持管理が行われてきた。

また、街路沿道とのコミュニティや地域

の植木生産者と協働し、公民連携で街路

緑化に取り組んできた経緯を評価され、

2022年3月に第2回グリーンインフラ大

賞において「国土交通大臣賞」を受賞し

ている。  ［石黒卓］

●    STREET PROJECT 2017–2021

ストリート
プランツ
2020–2021
流通型都市緑化による地域産業支援と
街路空間の滞在性向上→
GIAPによる公民連携推進体制の構築

●    STREET PROJECT

ストリート
マーケット
2022–
再開発ビル前面歩道部の利活用による
ローカルコンテンツの表出→
再開発ビルとの一体的利活用に向けた
エリアマネジメントを志向

ストリートマーケットは、2022年4月に開

業した再開発ビル「大宮門街」と一体に

整備された中央通りの7ｍを超える広幅

員の歩道部で、大宮を拠点とした生産者

や事業者などの出店と居心地のよい滞在

空間の創出を行い、「地域を知り、みんな

で育てる」ことをコンセプトに据えた公共

空間利活用の取組である［図1］。

大宮に生まれた
広い歩道空間の
利活用
─

大宮門街の開業間もない5月21日、6月11

日、25日の3日間でストリートマーケットを

開催した。多くの事業者に参加してもらえ

るよう毎日5つの区画を用意し、農作物、

植物、飲食の3つのコンテンツの出店を

企画した。企画から当日の準備撤収まで

UDCOとさいたま市が協力して実施し、

農作物と飲食のコンテンツそれぞれで出

店者とは別に据えたコーディネーターが、

UDCOの取組に初出店する事業者の紹

介から出店調整や売り上げ確認まで行っ

た。またその場で飲食を楽しんだり、休憩

できるようにベンチやテーブルを設けて

いる。歩行者交通量が多い場所のため、

必要歩行幅員を確保しながら、車道側に

各コンテンツを設けたことで、行き交う

人々がふと目をやったり、足を止める様子

が見られ、一体的なマーケット空間のよう

なストリートの風景が生まれた［図2］。

雨に見舞われる日もありながら、3日間を

通じて30万円を超える売り上げとなった。

まちのなかで出店者と利用者がコミュニ

ケーションを図る姿も多く見られ［図3］、出

店者からは売り上げの成果とともに、取組

への期待の声があがり、利用者からも今

後の開催の有無や出店者の情報の問い

合わせがあり、ストリートマーケットが地域

を知るきっかけの場となった。

─

地域に根ざした
コンテンツを
目指すために
─

今後、継続的な取組としてストリートマー

ケットを育てていくための仕組みづくり

や連携を強化させる必要がある。そのた

めに出店者やコーディネーターなどが企

画や運営に携わり、まちに関わるプラット

フォームとして、実行委員会形式のチーム

づくりの構築が望ましい。

もうひとつのポイントは、大宮門街との連

携の必要性である。門街広場と歩道空間

を一体的に活用したマーケットを開催で

きれば、より多くの出店や、印象的な風景

の創出につながり、双方にとって有益な

関係といえる。また地域の事業者と門街

のテナントに入るような物販や飲食チェー

ンが同じ取組を行い、事業者間のネット

ワークを育む機会となるだろう。

今年度の実施から徐々に理想的な姿を目

指せるよう、できることから取り組んでい

き、また実装できるように支援を行い、スト

リートマーケットが大宮ならではのコンテン

ツとなるように育てていきたい。 ［森元気］
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#2

大宮のコーディネーターに聞く●    INTERVIEW    

ともありますが、まちなかを自由に動きさまざまな場所で出

店できることが魅力です。また、目の前で調理しながら会

話を楽しめるライブ感を、多くの利用者に喜んでもらえて

います。キッチンカーがまちのツールとして役割を担い、歩

道や駅前ロータリーの賑わいづくりにつながることは素直

に嬉しいです。

◎ 大宮での実践のなかで感じた期待や課題などについて

お聞かせください。

● 伊藤｜見沼に広がる生産圃場は大都市に隣接しながら

も、さまざまな大きさの植物を生産し、世界でも有数のポテ

ンシャルをもつ場所だと思います。ストリートプランツは生

産者がたんに供給側としてではなく、まちと直接つながる

機会となっています。これまでとは違う役割を演じることに

対してはおもしろいと好評ですし、産業自体が盛り上がる

よいきっかけになります。

一方、今年度の取組では風の影響は想定以上でした。来

年度には改善を図り、より多くの人にみどりの見方や楽し

み方を知ってもらいたいです。

● 野口｜往来する人も多く好立地の大宮門街前での出店

ですが、近隣に飲食店が多いこともあり、まだストリートラ

ンチがまちのニーズに合っていないことが課題です。朝霞

の出店ではテーブルなどが設置されることで売上が安定し

ており、大宮でも実現出来ればと思います。また普段の出

店と並行して門街前の歩道部でマーケットを定期的に開催

したいです。出店者からも場所を盛り上げていきたいとい

う声があり、常に何かをやっている場所としてイメージを植

え付けられれば、ストリートランチも盛り上がると思います。

◎ これからの活動について展望を教えてください。

● 伊藤｜これからもさまざまな人と関わってチャレンジして

いきたいです。そのためにも最初に話しましたが、プロジェ

クトごとに求められる役割を変えながら、みどりの町医者の

ような存在でありつづけたいですね。

● 野口｜これまではイベントに出店する側でしたが、経験

も積み、人脈も広がってきたこともあり、マルシェなどの企

画を担当していきたいです。やっぱり自分が楽しみながら、

仲間と一緒に仕事をしたい。そんな思いもあり、昨年にちょ

いのみ［*］を開催しました。それから独立支援

のセミナー開催も増やしていきたいと考え

ています。そのための受け皿となるように、

出店場所を盛り上げていきたいです。

［*］─FELICE野口氏がストリートランチ出店者とともに道路予定区域であ

る宮町二丁目交差点角で自主的に行った取組（詳細はp.027）。

ストリートプランツやストリートランチで生産者や出店者の

窓口となり、細かな管理や調整を行うコーディネーターの

ふたりに自身の活動とまちへの関わりを聞いた。

─

◎ ご自身の活動についてお教えください。

● 伊藤｜WOODSMARTという会社を運営し、

住宅から大規模のプロジェクトまで幅広く「緑」に関

わる仕事をしています。外部空間の質の向上と豊かな暮ら

しの実現を目指し、ランドスケープの設計や、施工、また大

規模な仕事では緑にまつわる情報の整理や調整を担うこ

ともあります。ストリートプランツでは生産者との調整や沿

道に適した植物の選定に関わっています。

● 野口｜FELICEというキッチンカーでピッツァを販売して

います。またピッツァの石窯やフードトラックの製作会社と

提携し、これまで私が経験してきたノウハウを提供しなが

らキッチンカー事業者の独立支援を行っています。ストリー

トランチでは出店者とスケジュールや場所のルールを話し

合って決め、円滑に運営できるように管理しています。スト

リートランチ以外でも朝霞市役所で実施するキッチンカー

出店でも調整役として活動中です。

◎ まちに関わる意義や、やりがいをどのように感じますか。

● 伊藤｜普段は民間の仕事が多いのですが、公共の取組

では不特定の人に対する、安全性やメンテナンスなどより

慎重さが求められ、街路樹などの公共の植栽は培われてき

た知見から画一的になっている印象です。今後人口減少や

技術革新などの影響を考えれば、まちの変化とともに、ま

ちのみどりも多様な在り方になるはずです。そのような思

いで社会実験などにチャレンジしながらみどりの将来像を

考えていくことに意義を感じますし、まちづくりから民間の

仕事までかかわることでみどりに対する意識が強くなって

きた実感があります。

● 野口｜7年ほど前に開業した頃は、キッチンカーがまだ

めずらしく煙たがられることもありましたが、最近ではコロ

ナ禍での屋外飲食の需要が高まったこともあり認知度が上

がってきています。店舗を構えるより初期費用が安価なこ

話者

野口拓也｜FELICE

森元気＋高橋卓｜UDCOデザインコーディネーター

伊藤司貴｜WOODSMART

聞き手

STREET PLANTS
ストリートプランツ

地域産業と
公共空間をつなぐ
仕組みづくり
社会実験における緑化滞在空間創出のための地域産業（植木生産者）との協働を契機として、寄

付•協賛•購入の循環の仕組みを「ストリートプランツ」という枠組みとして構築した。地域の環境

向上や植木産業支援などを共通目的とし、公民連携プラットフォームを設立することで地域企業と

の連携を図り、実際にプロジェクトを動かす「プロフェッショナルの層」と協力体制をつくってきた。

これまでの試みを基盤にして、2022年に実現したことについて紹介する。

● ストリートプランツ  32
● 大宮駅周辺グリーンインフラ公民連携プラットフォーム   35
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●    STREET PROJECT 2022

ストリート
プランツ
グリーンインフラ実装による
ウォーカブルの実現

“グリーンインフラ”による持続可能な都

市環境づくりに注目度が高まっている。成

長時代に整備した道路・公園・河川・下水

などのインフラが更新期を迎えているこ

とを契機として、自然の多面的な機能を

活かした持続可能なインフラへの転換を

図る取組を指している。道路についても

基盤整備によって都市の骨格が整備され

ると同時に、沿道の空間や沿道のコミュ

ニティが生まれ、“ストリート”が形成され

てきた。UDCOが取り組む公共空間、と

りわけストリートの利活用によるまちの活

性化は、インフラの更新を契機とした空

間とコミュニティの再構築であり、またス

トリートプランツは、公共空間の緑化やそ

の維持管理のあり方を視点とする街路景

観や沿道コミュニティの活性化であり、“グ

リーンインフラ”のアプローチのひとつで

ある。

2022年度のストリートプランツは、大宮

中央線での2021年度までの取組を拡張

し、2022年4月に開業した大宮門街（大

門2丁目中地区再開発）前の歩道を含めた大

宮中央線の2～3丁目に展開した。また、

ウォーカブルなまちづくりと、グリーンイン

フラの両視点の取組であることから、こ

れまで協働してきた植木生産者・プラン

ツコーディネーター・商店街・大学などの

プロジェクトパートナーの方々に加え、新

たに設立した“大宮駅周辺グリーンイン

フラ公民連携プラットフォーム（GIAP）”を

構成する行政・銀行・財団法人・まちづく

り会社の方々と連携した取組に発展し、

大宮駅周辺のグリーンインフラに関する

リーディングプロジェクトとして実践を進

めている。

また、ストリートプランツによる滞在空間の

効果検証として、画像解析による人流測

定によって歩行者の滞在行動や沿道建物

への流入についての影響を明らかにした。

さらに、グランドレベルの緑視率測定を行

い、街路景観への影響を明らかにした。こ

れまでの大宮中央線3丁目での実践に加

え、中央通り2丁目再開発ビル前の大きな

公共空間での実践を通して維持管理など

の課題や実践の効果が見えてきている。

目的・仕組み
ストリートプランツは、［1］地域産業の支
援、［2］滞在快適性の向上、［3］維持管理
の継続を目的とした公民連携型のグリー

ンインフラである。江戸時代から綾瀬川

の水運を用いて江戸に植木を提供してい

た川口安行地域をはじめ、見沼など植木

の生産・流通を担う大宮近郊地域、ある

いは寄居・鴻巣・深谷など県内には植木の

生産地が多く存在する。地域の生産者と

協働して都市の緑化景観をつくっていくこ

とで、地域産業を支援したい意図がある。

また、70年代・80年代に整備された市街

地のインフラが老朽化し更新時期を迎え

るなかで、都市空間をグリーン化するこ

とで環境負荷を抑え、コミュニティを再形

成することが求められている。歩きたくな

るまちづくりとしてウォーカブルの推進や

生物多様性や環境負荷低減を指向する

グリーンインフラの推進の施策が求めら

れ、街路空間の滞在快適性を高めること

や公民連携・地域との協働で維持管理を

継続していく仕組みをつくりたいという意

図がある。とりわけ大宮駅周辺では氷川

参道というみどりの都市構造を維持管理

するため、公民双方の努力で継続してき

た経緯がある。

ストリートプランツの仕組みは、活性化を

図りたい公／民のパブリックスペースで、

UDCOが利活用の許可を得て協力生産

者が植木を設置する。植木に付いたQR

コードからクラウドファンディングを通じ

て、プロジェクトへの協賛やストリートプラ

ンツの購入（植木のリターン）をすることがで

きる。資金は3分の1ずつ、植木生産者・

維持管理者・運営者に分配される。

実施状況
2022年度は、大宮中央通線約300mの

区間に分散的に設置し、約 100個のスト

リートプランツを設置した。昨年度制作し

た木製プランターに加え、移設可能かつ

恒久的なプランター什器とするためGRC
（繊維強化コンクリート）製のものを追加製作

し、植木やベンチの設えを工夫したほか、

農業用パイプを用いた一体化フレームや

シェードの設置により、日陰をつくる設え

とした［図3］。大門2丁目中地区の再開発

によって生まれた幅員9mの歩道は街路

樹の無い歩道で、大宮門街（再開発）の建

物を利用する人々や通過する人の流れに

どのような変化をもたらすかが、今回の注

目点のひとつであった。利活用前と比較

してベンチに座って会話をしている人が

増え、建物側と行き来する人も多くなった

ほか、ストリートプランツでTikTokの撮

影をしている人など多様な使われ方が日

常的に現れた。日常的な頻度となった公

共空間でのキッチンカー出店「ストリート

ランチ」はテイクアウトで購入したものを

ストリートプランツの滞在空間で飲食する

など一体の空間として活用されている風

景も垣間見えた。さらに、ストリートデザ

インスクールで実施した古着のマーケット

「ストリートワードローブ」では、ストリート

プランツのフレームを追加・再構成してハ

ンガーラックに応用するなど発展的に活

用をしてイベント時の賑やかな風景も創

出されていた［図4］。

維持管理の状況は昨年度までと同様に

沿道の店舗による日常的な水遣りや清掃

が行われ、特に大宮門街前においては中

央デパートやテナント事業者によって実

施いただいたが、簡易的な黒板で本日の

水遣り担当者を記名するなど維持管理の

見える化は取組の認識を高めるうえで効

果的であった。一方で、高層ビル付近の

強風対策は今後の維持管理の課題であ

ることが明らかになった。台風や春先の

強風時には、通常よりも瞬間風速が高く

なる傾向がみられ、一部転倒などで複数

回の緊急対応にあたることとなった。駅

周辺開発が進むなかで今後も現れざる得

ない環境下であるため、対策・復旧の体

制や設えの工夫など研究的視点で課題

解決を図りたい。

効果検証
ストリートプランツの効果検証として、緑

化滞在空間の滞在性を評価する「滞在性

調査」、景観向上の効果を評価する「緑

視率調査」のふたつの調査を行った。

なお、滞在性調査は解析技術に明るい

UDC078（アーバンデザインセンター神戸）と

の共同研究として、緑視率調査は大宮の

街路景観調査を継続的に実施している芝

浦工業大学鈴木研究室との共同研究で

実施している。

まず、滞在性調査においては大宮門街前
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各地点の緑視率変化【氷川参道方向視野】
［地点4］設置前１０％→設置後１２％ ▲＋２％

［地点5］設置前２９％→設置後２７％ ▲－２％

［地点6］設置前１５％→設置後１４％ ▲－１％

［地点7］設置前１５％→設置後１４％ ▲－１％

［地点11］設置前１９％→設置後１５％▲－４％

［地点8］設置前 ７％→設置後 ７％ ▲±０％

［地点9］設置前２８％→設置後３５％ ▲＋７％

［地点10］設置前 ９％→設置後１２％ ▲＋３％

各地点の緑視率変化【駅側方向視野】
［地点4］設置前 ６％→設置後１７％ ▲＋９％

［地点5］設置前１０％→設置後１５％ ▲＋５％

［地点6］設置前２４％→設置後２９％ ▲＋５％

［地点7］設置前２２％→設置後２６％ ▲＋４％

［地点8］設置前 ５％→設置後 ９％ ▲＋４％

［地点9］設置前２４％→設置後２３％ ▲－１％

［地点10］設置前 ９％→設置後１２％ ▲＋３％

［地点11］設置前１９％→設置後１５％ ▲－４％

歩道部において連続撮影した動画を解析

することによって、歩行者行動を把握する

こととした。調査データは設置前、夏季、

秋季、冬季の計4日間、時間帯は7-21時

の14時間を対象として解析を行った。撮

影は大宮門街管理組合の協力を得て、建

物4階の屋外共用部分にてタイムラプス

カメラを設置させていただいた。民地内

での撮影であることから許可を得て実施

し、プライバシー配慮の観点から人物を

特定できる状態での情報公開は行わな

い、滞在性評価を目的とする撮影である

ことを現地で明示するなどの取り決めの

もとで行った。

［1］歩行者交通量｜設置前後の比較によ
り秋季・冬季に歩行者交通量の増加が

見受けられた。特に1 1-16時の時間帯に

変化が見られ、公共空間の利活用によっ

て昼食時間帯の利用者増加を誘導でき

た。また、当初予想された夕方・夜の時間

帯には増加傾向は見受けられなかったほ

か、夏季の日中は設置前よりも減少の傾

向がみられ、日射や気温の影響により減

少している可能性がある。

［2］滞在行動｜今回は緑化滞在空間の設
置部分において5秒以上とどまった人の

滞在行動を把握したところ、夏季調査日

の歩行者交通量8,583人／日において延

べ滞在時間が3時間23分37秒、秋季調

査日の歩行者交通量 10,217人／日におい

て延べ滞在時間が8時間48分20秒、冬

季調査日の歩行者交通量9,774人／日に

おいて延べ滞在時間が4時間43分52

秒となり、これは最も滞在利用された秋

季で 1日の約3分の2の時間は滞在者が

いることになる。また、1人当たりの平均

滞在時間は季節に寄らず約 10分程度で

あった。

滞在行動の種別を見ると、滞在空間に設

置したベンチにおいて座る姿勢が86％、

滞在空間の近くや日除けの下で立ち止ま

る姿勢が14％であり、ほとんどの人々が

座って利用している。さらに行動の内容

はスマホ操作（37%）、会話する（24%）、身

支度（21%）、眺める（8%）、待合（6%）、そ

の他（5%）であり、複数人で会話するなど

の社会行動が誘導できたことはよい効果

と言える。なお、行動の内容について季

節ごとの違いは見受けられなかった。

［3］歩行者経路｜今回の緑化滞在空間に
よるストリートの利活用は、沿道建物の人

の流出入にどのように関係しているかを

明らかにすることで、公民連携による公共

空間利活用をして促していきたい狙いが

あることから、経路A（：歩道の通過）、経路B

およびC（：歩道と沿道建物の往来）の3つの移

動経路に関する歩行者の交通量を分析し

た。結果としてストリートプランツの設置

場所に絡む経路AとCにおいて歩行者交

通量が増加傾向にあり、特に12～15時の

時間帯合計で最大95%（冬季、経路C）の増

加が確認できた。また、歩道と沿道建物

の往来である経路B・Cの合計と歩道の

通過である経路Aを比較すると、秋季と

冬季において特に16–19時の時間帯に沿

道建物との往来を誘導することができた

ことが明らかになった。

［4］緑視率｜緑化滞在空間の設置による
景観向上の効果を図るものであるが、都

市緑化の指標として一般的には平面の緑

被率が用いられているが、より歩行者の

感覚に近く効果を測ることと沿道店舗な

どによる緑の維持管理協力を引き出して

いくことを意図していることから、2021年

度から継続してアイレベルでの街路景観

を分析する「緑視率」を指標として用いて

いる。

緑視率調査は大宮中央通線の北側・南側

歩道部において約50m間隔で撮影地点

を設定し、ストリートプランツを設置した8

地点を含む計 17地点を対象として調査を

行い設置前後の緑視率について分析し

た。撮影位置は地面から150cm、焦点距

離50mmという同一条件で撮影し、駅

側方向（西向き）と氷川参道方向（東向き）を

区別して分析している。

結果としてストリートプランツ設置地点に

おいて駅側方向で平均3.1%・最大7％、

氷川参道方向で平均0.5%・最大9%と

なった。2021年度で実施地点における

設置後の平均緑視率 14.7%・最大緑視

率34.4%であったのに対し、2022年

度の平均緑視率 19.25％・最大緑視率

34.6%であり、平均緑視率の増加傾向

は見受けられた。一方で、緑視率の増加

量が微増であったことの原因は、ストリー

トプランツの配置上2021年度より2022

年度の方がより長い区間で実施したこと

で緑化の密度を高められなかったことが

原因と考えられる。

展望
今回のストリートプランツは後述する「大

宮駅周辺グリーンインフラ公民連携プ

ラットフォーム（GIAP）」が主体となり、植木

生産者や地域の商店街を含むプロジェク

トパートナーの方々との連携によって、大

宮中央線で拡張的に展開となった。公有

地の緑化空間が民間側の協力で設置・維

持管理され、滞在性や緑視率が向上した

一方で、クラウドファンディングによる資

金調達は少額にとどまり、強風などの緊

急時対応には過負荷にならない対策が必

要など、課題が明らかになった。 ［石黒卓］

「グリーンインフラ」とは、いわゆるコンク

リートやアスファルトなどをイメージした

排水・治水の単一機能である「グレーイン

フラ」に対して、緑地や土壌のもつ土壌

浸透・貯留機能や植物の蒸散機能や景観

性、あるいは自然を介したコミュニティ形

成や生物多様性確保など、グリーンの多

面的な機能の発揮を志向する取組を指し

ている。グリーンインフラの取組方法は多

様であり、得られる効果も多面的であるこ

とから、市民や行政による既存の事業を

捉えなおす視点としても親和性が高く、ま

た、企業の視点でもCSRとして公益性の

高い事業に投資したい、あるいは地域づく

りの取組を展開したいと考えている企業

の参画意欲が高まっている。

大宮駅周辺においては見沼田圃や氷川

参道・大宮公園といった地域の骨格を保

全・活用していく地域共通の課題認識が

あり、鉄道要衝である大宮で80年代に

整備されてきたインフラが更新期にある

ことから、公民連携により次の時代の都

市基盤を検討・整備していく時期にある。

また、SDGsに向けた世界的な潮流のな

かで、環境配慮・環境負荷低減への貢献

志向がより一層グリーンインフラへの注

目度を高めている。

大宮では、公民連携によるグリーンイン

フラ事業を推進する組織として、「大宮

駅周辺グリーンインフラ公民連携プラッ

トフォーム（以下、GIAP）」が2022年 1月に

設立された。2022年度のGIAPではメン

バーの7社と協働し、グリーンインフラに

関するビジョンやアクションプランの検

討、それらにもとづくリーディングプロジェ

クトを実施してきた。また、地域産業でも

ある植木生産地での意見交換や視察会

などを通じて、今後の大宮でのグリーン

インフラの実装に向けたプロジェクトの立

ち上げについて議論を重ねている。現時

点での議論の状況を含めて2022年度の

GIAPの取組について概括する。

プロジェクト先行型の
プラットフォーム
づくり
─

GIAPでは、先行してUDCOが実施して

いたストリートプランツをリーディングプ

ロジェクトとして、公民連携の推進体制構

築を進めている。GIAPはUDCO・さいた

ま市・埼玉りそな銀行・地域デザインラボ

さいたま・武蔵野銀行・さいたま市公園緑

地協会・さいたま市都市整備公社の7社

を構成メンバーとしており、ストリートプラ

ンツ実証実験の具体的な実践を通して、

各メンバーの役割や協力関係を築いてき

ている［図2］。

公有地と民有地双方の都市緑化を同じ

仕組みで運用することを目指していたた

め、公有地の占用許可や公有地での収

益事業（協賛／購入手続き）の実施にあたっ

ては、協議・許認可でのさいたま市側の

協力が必須であるとともに、GIAPの枠組

みのなかで都市局みどり公園推進部みど

り推進課・都市局都心整備部大宮駅東口

まちづくり事務所による後押しを得てより

大規模な実証実験を行うことや、関係機

関とのスムーズな協議調整を図ることが

できた。

また大宮のエリアプラットフォームでは銀

行がメンバーにいることは全国的にも稀

有な例であるが、地域の企業ネットワーク

を有する銀行やならではの協力関係とし

て、プロジェクトへの協賛公募やPRにつ

いて協働することができた。

さらに、公園緑地協会や都市整備公社に

よる専門性を有する公共空間の管理につ

いては、実際に設置・撤収やプランツの

維持管理の場面において協働を図ること

ができた。

加えて、公園緑地協会は日常の公園など

の管理で発生する剪定枝を粉砕・堆肥化

する事業を行っているが、ストリートプラ

ンツに剪定堆肥を混ぜたり、ストリートプ

ランツへのクラウドファンディングの協賛

リターンとして剪定堆肥を提供いただく

などの協力を行うことができた。

このようにプロジェクト先行型で実践を通

して役割や協働関係を構築していく方法

をとる一方で、ストリートプランツ以外の

プロジェクトについてもメンバーとのワー

クショップやブレインストーミングを継続

しており、いくつかのプロジェクトが検討

されている［図3］。
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大宮駅周辺
グリーンインフラ
公民連携
プラットフォーム
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GREEN INRASTRUCTURE PLATFORM ― プロジェクト組成・事業化の状況

［1］ブレスト Project

［2］ターゲット Project

［3］リーディング Project

実施段階計画段階構想段階

事業スキーム検討

実施計画検討

実践／検証

実践／検証

（過去の計画・仕組み）

プロジェクトリーダー
＋

場所/主体/資金見込み

※プロジェクトチーム化

GIAPアクションプランにおいて検討
●低未利用地グリーンインフラ導入プロジェクト
●農園運営＆ファーマーズマーケットプロジェクト
●盆栽・植木エキシビジョンプロジェクト

GIAPアクションプランにおいて検討中
●剪定枝等堆肥化＆地域循環プロジェクト
●大宮駅西口グリーンコミュニティプロジェクト

GIAPストリートプランツ部会にて協議 /実践
●ストリートプランツプロジェクト

地域資源循環の仕組みづくり

取組を実施する公園等で
のみどりの育成のために
堆肥を活用

取組を実施する公園等の
維持管理で発生する剪定
枝の収集

公園 緑地 公共空間

大宮駅周
辺地域戦

略

都市再生
緊急整備

地域

大宮駅
グランド

セントラ
ル

ステー
ション化

構想対
象範囲

氷川の杜

見沼田圃等
インフィニティストリート

第五地区
まちづくり

第三地区
まちづくり

大宮駅西口第4地区
区画整理事業

鐘塚公園

公共施設再編連鎖型まちづくり事業
(氷川神社周辺エリア)

公共施設再編連鎖型まちづくり事業
(地域連携拠点)

公共施設再編連鎖型まちづくり事業
（駅前賑わい拠点）

第五地区
まちづくり

第三地区
まちづくり

大宮駅西口第4地区
区画整理事業

大宮駅GCS構想大宮駅GCS構想

鐘塚公園

公共施設再編連鎖型まちづくり事業
(氷川神社周辺エリア)

大宮区役所・大宮図書館
公共施設再編連鎖型まちづくり事業

(地域連携拠点)

（さいたま新都心周辺地区）

（見沼方面へ）

大宮駅西口第3-B地区
市街地再開発事業

大宮鐘塚C地区
市街地再開発 氷川緑道西通線整備推進事業

氷川参道歩行者専用化事業

市民会館おおみや

平成ひろば

氷川神社

大宮公園

大宮公園第二・第三公園

山丸公園山丸公園

堀之内緑地堀之内緑地

BibliBibli

上落合桜木線

一の宮通り電線地中化事業

桜木1号線及び2号線事業

大宮駅西口第4地区区画整理事業

東口駅前広場

大宮駅

新東西通路

大宮停車場大成線事業

大宮駅西口第3-A・D地区
市街地再開発事業

桜木駐車場活用事業

大門町2丁目再開発事業

公共施設再編連鎖型まちづくり事業
（駅前賑わい拠点） #3

GIの
プロジェクト組成
─

プロジェクトのアイデアは熟度に応じて3

つの段階に分けて検討を進めている。プ

ロジェクトの実施場所／主体／仕組みなど

事業のベースのあるものは「リーディング

プロジェクト」、場所／主体／仕組みは未

確定だがプロジェクトリーダーが明確な

ものは「ターゲットプロジェクト」、その他

構想段階のものは「ブレスト（ブレインストー

ミング）プロジェクト」とし、ターゲットプロ

ジェクト以上のものはプロジェクトチーム

を構成して事業の具体化・実現を図って

いく。ブレストワークショップは定期的に

実施し、構成メンバー以外の地域のプレ

イヤーも巻き込みながら、ネットワークを

つくっていく。UDCOはまちづくりの中間

支援組織として、議論の推進やプロジェク

トの仕組みづくりについて助言をしたり、

先行事例の情報提供などを行うことで、

エリアプラットフォームでプロジェクト組成

を支援している［図4］。

2022年度は構成メンバーの主体的な企

画をもって以下のようなターゲットプロ

ジェクトが立案されている。

大宮駅西口グリーンコミュニティプロジェ

クト｜武蔵野銀行をプロジェクトリーダー

として、大宮駅西口の公共空間・デッキ

ネットワークと接続建物の連携により、み

どり豊かな大宮駅西口を構想するグリー

ンコミュニティづくりを目指すもので、西

口のM’sスクエアをはじめ周辺の公共空

間を活用して都市緑化やシンポジウムの

実施の検討を始めている。

さいたま市グリーンマッププロジェクト｜さ

いたま市のまちなかのみどりに関する情

報（街路樹などの位置・大きさ・樹種・樹木の健康

状態など）について、ウェブシステムを通じ

て、市民・来街者からの情報収集を促し

てグリーンマップを構築することで、みど

りの維持管理に対する市民参画や意識

啓発、維持管理方法の改善などに役立て

るもので、さいたま市をプロジェクトリー

ダーとして事業の検討が始まっている。

剪定堆肥＆地域循環プロジェクト｜公園緑

地協会をプロジェクトリーダーとして検討

しており、公園緑地協会が管理する公園

などに限らず、大宮周辺でのグリーンイン

フラの導入・維持管理において発生した

剪定枝や落ち葉などを収集し堆肥化する

ことで、資源の地域循環を目指すもので

ある［図5］。

─

大宮の
グリーンインフラ戦略
─

GIAPではプロジェクトの立案と同時に、

構成メンバーが課題認識や取組目標を

共有してグリーンインフラの実装を情報

発信することを目的として、大宮駅周辺

グリーンインフラ未来ビジョン［未来ビジョ

ン］と、実行計画［アクションプラン］の検討

を進めている。これらはGIAPが主体的

に策定するものであり、プロジェクトの取

組状況を踏まえて随時更新していくもの

である。

大宮駅周辺では、大宮駅GCS化構想や

公共施設再編3地区など面的なまちづく

り事業を控えており、東口のウォーカブル

推進事業などを通じて氷川参道・氷川神

社などの地域資源へ向かう回遊動線の活

性化を図っている。氷川の杜や見沼田圃

などのみどり豊かなイメージを面的なまち

づくりで打ち出していくことが目指される

なか、周辺のエリアからグリーンインフラ

の実装を図っていくことで、事業の仕組

みやプレイヤーのネットワークを強化して

いくことが必要である。

未来ビジョンでは、東口の回遊動線軸を

中心として周囲に4つのみどりの拠点づ

くりを目標としている。またみどりの拠点

づくりを通じて、氷川の杜や見沼田圃、西

口や新都心のエリアとの空間的な接続・

活動の連携を目的としたグリーンインフラ

の実装を目指していく［図6］。 ［石黒卓］

STREET
DESIGN SCHOOL
ストリートデザインスクール

ローカルコンテンツの
発掘と可視化
UDCOがこれまでにストリート活用の経験を蓄積したことから、街路空間利活用の実践的プログラ

ムを通じて、ストリートデザインマネジメントを推進できる人材の育成 ・発掘を目的としたスクール

を2021年に立ち上げた。まちづくりの担い手と一緒に学んでいくだけでなく、まちの担い手不足を

課題とする自治体やまちづくり団体においても、コンテンツや仕組みづくりの契機となるような実

践型スクールの水平展開を目指していく。ここでは2022年のスクールの様子を紹介する。

● ストリートデザインスクール2022   38
● 社会実験#1 OMIYA STREET WARDROBE   42
● 社会実験#2 SANKITA CROSS POINT   44
● INTERVIEW #2｜ストリートデザインスクールの受講生に聞く   46
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ストリート
デザインスクール
2022
実践型スクールによる
ノウハウ普及と人材発掘

現在、多くの都市でウォーカブルなまちづ

くりが試みられているが、ストリートを活

用したまちづくりの担い手不足が課題と

なっている。「ストリートデザインスクール

＠大宮」（以下、スクール）は、大宮における

ストリートデザインの現場を体験できる実

践型まちづくりスクールである。コンセプ

トは「まちを動かす体験を学ぶ」として、

受講生が主体となって実際に社会実験を

アウトプットすることでまちの課題解決と

価値創出につながるストリートデザインを

学ぶことができ、まちに関わる担い手を

発掘／育成することを目的としている。

持続的な取組を見据えると、地域事業者

による公共空間における事業をサポート

するプレイヤー、まちのビジョンをもとに

社会実験や公民連携事業を組み立てる

ディレクターなど、エリア全体の戦略とス

トリートでの実践を両輪で推進する人材

が求められている。

そこで、ストリートを活用した社会実験

を実践してきたUDCOの経験から、レク

チャーとまちあるきによる情報のインプッ

ト、講師や地域関係者とのディスカッショ

ン、実際に公共空間を利活用する実践の

アウトプット、という一連のプロセスを通

して「ストリートデザインマネジメント」を

推進できる人材育成を試みている。

初年度は「ストリートデザインマネジメン

ト」の実践型プログラム開発とスクール

事業立ち上げ、2年目となる2022年は、

他自治体やまちづくり団体向けのスクー

ル事業展開を視野に運営ノウハウの体系

化に取り組んだ。次なる展開としては、ス

クール事業への問い合わせも多いことか

ら、ノウハウの普及を進めていきたい。

公共空間利活用の
プロセスを体験する
実践型スクール
─

大宮では、駅周辺街区を面的に更新する

再開発構想や公共施設再編による連鎖

型まちづくりなどの都市再生事業が進行

中であり、それに伴って今後大規模な公

共空間が生まれる見込みである。また、

他都市と同様に「まちの課題解決と価値

創出につなげるストリートデザイン・エリ

アマネジメントを推進する担い手が不足

している」点も課題となっている。

また近年、全国的に社会実験による公

共空間利活用が盛んになりつつあり、

UDCOの取組に関する問い合わせが増

えていることから、スクール形式でノウハ

ウを伝える需要があると考えた。

そこで、実際に大宮のストリートや公共空

間を舞台として、公共空間利活用の実践

的かつ現場レベルのプロセスを体験でき

るプログラムを提供することで、UDCO

が拠点とする大宮の地域課題に取組なが

ら、大宮内外から募集した受講生にノウ

ハウを普及する「実践型まちづくりスクー

ル」が開校した。

まちの課題解決と
価値創出をつなげる
伴走型プログラム
─

プログラム開発にあたり、産官学民の連

携基盤でありながら大宮のストリートとい

う現場をもつUDCOの強みを生かして、

概論だけでなく専門的な内容に踏み込ん

だカリキュラム、座学だけでなく一連のプ

ロセスを習得するために構想を社会実験

としてアウトプットできる実践的なプロセ

ス、の両立を念頭に置いた伴走型の現場

体験プログラムを企画した。

スクールの成果としては、受講生がスト

リートをマネジメントするための利活用デ

ザインの実践を通して体験した気づきや

学びを、大宮や他都市・地域のまちづく

りの現場のなかで発揮してもらうことで、

はじめてノウハウが水平展開できたこと

になる。

そのために実践力とともに受講生の主体

性を引き出せるようなプログラムの運営

に努めた。スクール修了後、受講生が実

践ノウハウを再現できるように、社会実験

の企画立案から実施計画までの一連のプ

ロセス（予算・保険・制作物・広報基本方針・詳

細スケジュール・コミュニケーションルールなど）を

ドキュメント化した「実践ガイドブック」を

作成／共有している。

運営体制としては、工藤和美センター長

をスクールマスター、藤村龍至／内田奈

芳美副センター長をディレクター、デザイ

ンコーディネーターがインストラクターと

いう役割で、UDCOメンバー全員で受講

生に伴走した。

現地プログラムには、ゲスト講師としてま

ちづくりの第一線で活躍する園田聡氏（有

限会社ハートビートプラン）・飯石藍氏（公共R

不動産・株式会社nest）・今佐和子氏（国土交

通省）をお招きし、受講生の企画に対して

意見交換や、全国各地におけるストリー

活用デザインの実践についてレクチャー

をしてもらった［図1］。

受講生は、全6回の現地プログラムをメ

インとしながら、オンライン／オフライン講

座、受講生と担当インストラクターによる

グループワークを経ることで、公共空間

利活用の実践からまちの課題解決と価値

創出をつなげるプロセスを含めた知識と

技術の習得を目指した。

［⓪インプット］では大宮駅周辺地域にお

けるまちづくりの動向とストリートテラス

の実績を概論的に把握し、［①開校］で

は実際に大宮まちあるきをしながら地域

関係者からお話をいただき、ストリートデ

ザインの実践に向けてまちの見方や考

え方をディレクターから示しつつ、まちの

ファーストインプレッションについて受講

生同士で共有した。［②フィードバック］で

は公共空間利活用の企画についてイン

ストラクターと議論を交わし、［③中間報

告会］には地域関係者を招いてプレゼン

テーション、意見交換を行った。［④フィー

ドバック］では社会実験に向けた準備

についてインストラクターと最終確認し、

［⑤アウトプット］では実際に公共空間を

使った社会実験を実施した。［⑥成果報

告会］では地域関係者に向けて成果をプ

レゼンテーションし、スクールマスターか

ら修了証が授与された。

8月にスタートしてから、地域関係者の協

力を得ながら、地元事業者との出店交渉

や意見交換を重ね、公共空間利活用の課

題や価値を計画としてまとめ、実際にアウ

トプット、11月に効果検証を含めた成果報

告、というストリート活用デザインに役立

つさまざまな知識とスキルを身につける

濃密な3カ月間となった［図2］。

─

実践コースと
聴講コースによる
多様な受講生の参加
─

スクールでは［プロジェクト実践コース（以

下、実践コース）］、［オンライン聴講コース

（以下、聴講コース）］のふたつのコースを用

意し、前者ではスクールの全プログラム

を体験できる実践形式、後者は現地プロ

グラムのインプット・開校・中間報告会・ア

ウトプット・成果報告会をオンラインで聴

講できる座学形式とした。

受講生のターゲット層としては、再開発と

連動したエリアマネジメント組織の立上

げおよび推進につなげるためのまちづく

りの現状理解を目的とする方（例：設計事務

所／ゼネコン）、沿道店舗の活性化によって

商業効果やコミュニティ強化などの不動

産価値向上につなげるノウハウを学びた

い方（例：不動産）などをイメージして広報活

動を行った。

実践コースは12名の方が受講することに

図
1
｜
ス
ト
リ
ー
ト
デ
ザ
イ
ン
ス
ク
ー
ル
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

図
2
｜
大
宮
駅
周
辺
ま
ち
あ
る
き
の
様
子

[企画立案] 
①ポテンシャルと課題の発見 
②解決手法とコンテンツの提案 
③実現イメージパース 
④実施体制 
⑤収益スキームと収支計画 
⑥期待できる効果と検証方法

[中間報告会] 9月24日(土)
公共空間利活用企画を講師と地域関係者にプレゼンテーションしよう

①ストリートデザインとまちづくりの概論を学ぶ 
①対象ストリートをグループで選定する

[実施計画] 
❶予算 
❷広報 
❸空間 
❹協議 
❺運営 
❻調査

実
施
事
項
凡
例

[アウトプット] 11月12日(土)
実際の公共空間を使って企画を実践しよう

❷ポスターやサインなどを掲出する 
❷❸ファニチャー等を設置する 
❹出店者のバックアップをする

公共空間利活用社会実験

グループワーク(4)
❷ポスターやサインなどを掲出する 
❷❸ファニチャー等を設置する 
❹協力者や出店者との調整をする

❺当日の人員配置や連絡体制を組む 
❻定量/定性調査の準備をする

社会実験当日に向けて準備しよう

[フィードバック] 10月8日(土)
公共空間利活用実践に向けた準備・調整について意見交換しよう

◯前項についてインストラクターと意見交換する 
◯前項について伝えられればプレゼン方法は自由 
◯フィードバックを簡潔に整理、ブラッシュアップ方針をまとめる

企画ディスカッション／クリティーク

グループワーク(3)
②社会実験のネーミングを決める 
④実施体制（出店者・協力者）を確定する 
⑤収支予算計画をまとめる

⑥検証方法を検討する 
❶ファニチャー等の制作を検討する 
❷❸ファニチャー等の制作を着手する

社会実験当日に関する協議を実施しながら内容を詳細化しよう

グループワーク(2)
①②趣旨文をFIXする 
①②③④⑤企画をFIXする 
④行政/関係者協議、出店者交渉を実施する

❷広報に向けた情報を整理する 
　└②テーマ、場所、時間 
　└②企画説明文 
　└③メインビジュアル

企画に関する協議を実施しながら内容を具体化しよう

[フィードバック] 9月10日(土)
企画について意見交換しよう

◯前項についてインストラクターと意見交換する 
◯前項について伝えられればプレゼン方法は自由 
◯フィードバックを簡潔に整理、ブラッシュアップ方針をまとめる

グループワーク(5)
❹売上等の報告を受け取る 
❻交通量などの定量効果をまとめる 
❻当日の様子や来場者アンケートなどの定性効果をまとめる 
◯スクールに対する学びについて振り返りレポートを提出する

成果とスクールでの学びを振り返ろう

[成果報告会] 11月27日(日)
実践の成果を講師と地域関係者に報告しよう

◯前項について講師と地域関係者にプレゼンする 
◯プレゼン方法はスライドを映写して実施する

レクチャー／成果報告プレゼン／クリティーク

グループワーク(1)
①②趣旨文で企画方針を決める 
④既存の取組との関係を整理する

企画の方向性を議論して概要を組み立てよう

[開校] 8月27日(土)
ストリートデザインを大宮と他都市の事例から学ぼう

①ストリートデザインとまちづくりの概論を学ぶ 
①対象ストリートをグループで選定する

開校式／レクチャー／大宮まちあるき／グループ分け

[インプット] 全4回
①大宮駅周辺地域のまちづくりを学ぶ　2講座 各回30分程度 
①ストリートテラスのメソッドを学ぶ　2講座 各回30分程度

プ
ロ
ジ

ク
ト
実
践
コ

ス

オ
ン
ラ
イ
ン
聴
講
コ

ス
オンライン講座のアーカイブ動画視聴

④実施体制の検討をする 
⑤社会実験スキームを選ぶ

企画ディスカッション／クリティーク

レクチャー／企画プレゼン／クリティーク
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なり、不動産業3名、建設業2名、大学院

生2名、まちづくり団体、ビルメンテナン

ス業、製造業、エネルギー業、サービス

業（各 1名ずつ）など、想定していた業種から

の応募は複数となったものの結果的には

多様な立場や所属からの参加となった。

今年度は、大宮勤務3名、大宮在住3名、

大宮に事業がある方2名、大宮出身1名な

ど、半数以上が大宮に縁のある方々が集

まったことから、スクールを通して大宮の

まちづくりに継続して取り組める人材の

発掘だけでなく、業種を超えたネットワー

クにつながることも期待できる［図3］。ま

た、インストラクター1名がグループごとに

伴走する形式をとっており、募集時にア

ンケートを取ることで（業種と所属からまちづ
くりや空間の基礎知識、大宮との関わりからは土

地勘、応募動機やその後の学びの活かし方から

グループ内での役割）バランスに配慮したグ

ループ分けを試みており、1グループ6名

で2グループの編成となった。

聴講コースは、大宮の現地プログラムに

参加することが難しい他都市・他地域の

受講希望者を想定したものだが、受講者

の半数以上が行政関係（公務員・議員）だっ

たことから、他自治体からのスクール事業

への興味とニーズの高まりを感じている。

べての受講生に敬意を表したい。結果的

にふたつのストリートで社会実験をアウト

プットすることができた［図5 ,6］。

─

社会実験① 大宮門街前歩道部
〈OMIYA STREET WARDROBE〉
再開発ビル前の歩行者空間利活用

大宮・一の宮通りに多くあつまる古着屋

に着目し、街路にストリートカルチャーの

ネットワークを表出させることで、古着

文化をまちの回遊性を高めるローカル

コンテンツとして再発見する試み

社会実験② 宮町2丁目道路予定区域
〈SANKITA CROSS POINT〉
道路予定区域利活用とエリア価値向上

住宅地に個性的な店舗が点在する氷川

参道北部エリアを新たに「さんきた」と

呼び、大宮駅とさんきたをつなぐ道路予

定区域に出店することで、エリアの認知

と活性化のきっかけをつくる試み

─

「OMIYA STREET WARDROBE」は、大

宮門街前の歩道空間を舞台に、大宮に

20年前から集積する古着文化をまちの

回遊性を高めるローカルコンテンツとし

て再発見する試みであり、15店舗の個性

が表れるように出店をコーディネートする

ことでストリートをカラフルに使いこなし

ながら、滞在空間としての快適性と動線

の回遊性のバランスによって賑わいを生

み出した。出店者からは「大宮で同業者

が一堂に会するのは珍しく、ストリートが

古着文化のプラットフォームになるとおも

しろいのではないか」と期待を寄せる声

もあった。

「SANKITA CROSS POINT」は、空き家

や空き店舗を利活用した魅力あふれる個

人店舗が徐々に生まれつつある住宅エリ

アに「さんきた」と実験的に名付けること

でフォーカスを当てながら、そのエリアの

玄関口にあたる道路予定区域に、さんき

たエリアから3店舗が出店することで「さ

んきた」エリアの可能性を可視化し、道行

く人々に関心をもってもらうなど、エリア

の価値をテーマとした取組となった。

今年度は、インフィニティストリート（p.01）

に沿って対象地を提示し、社会実験に取

り組んだが、「さんきた」のように新たに

魅力あるエリアを受講生自ら発見するこ

とで「点」を「面」に発展させたり、古着

に着目したことで「点」としての古着屋を

主体性と日常化を
意識づけるための
コミュニケーション
─

受講生には、実践ノウハウだけでなく地

域に根ざした社会実験の企画スキルを身

につけてもらうべく、ストリートデザインを

推進する担い手としての視点を示してき

た。例えば「社会実験とは一過性のイベン

トではなく新しい日常の風景を描くもので

あることであり、持続的な取組を目指す

には、スキーム図をつくることで関係者間

のメリットを設定・図解化されていること

が大切」「受講生は公共空間利活用のた

めの場と仕組みをつなぐ役に徹し、参加

する出店者が主体的に動いてもらえるよ

うにすることが続けやすさにつながり、日

常化への大切な一歩になる」などである。

このように、まちとの関係を大局的な目線

で捉えつつ、地域関係者や出店者とやり

とりしながら継続性を考える感覚を、現場

を通して体験できることはスクールの醍

醐味でもあるが、もっとも難しいポイント

でもある。

実践コースの受講生がグループに分かれ

プログラムを進めるにあたり、運営側で

ネットワークすることになり魅力的なネッ

トワークとしての「線」が生まれることに

なった。大宮の事業者や店舗などの「点」

をつなぎ「線」や「面」をつくっていくこと

によって発掘されたエリアやネットワーク

は、UDCOの今後の活動にとっても原動

力となるだろう。

─

まちの日常と
学びにつなげる
成果報告会
─

受講生には、まず地域課題に対して「こう

いう風景をつくりたい」と社会実験の企

画を構想したうえで「その風景が日常化

するまでの障壁を整理」し、それに対して

有効なデータと調査方法を検討するよう

にアドバイスしている。

定量調査（出店者売上・交通量調査など）と定

性調査（来場者アンケート・出店者沿道店舗ア

ンケート・アクティビティ観測など）から狙いに

対する課題と効果を振り返り、社会実験が

「どのように地域に役立ち・次につながっ

ていくか」を俯瞰的かつ持続的な視点か

ら、プログラム最終日に成果報告しても

らった。

成果報告会は2部制として、第 1部は地元

関係者に向けた社会実験の成果報告、後

半は受講生がスクールで実践したことを

個人の経験として振り返る場とした。第 1

部は、社会実験の意義を振り返りながら、

大宮の日常に向けて今回の学び（手法）を

どのように地域に生かせるのか、展開イ

メージを含めた報告を行った。第2部で

は、「私」は何を学び・どのように次につ

なげたいか・そのためには何をすべきか、

スクールで学んだことを一人称で振り返

ることでノウハウを自分のものとして定着

してもらう機会を設けた［図7］。

─

ひとを巻き込み
まちを動かすための
コミュニティをつくる
─

「まちにまちづくりの担い手がいない」と

いう声をよく聞くが、「いないのではなく

見つけられていないのではないか」と今

年度のスクールを通して考えさせられた。

大宮には知られざる文化やコンテンツが

あり、それらを足を使って見つけてくる、

は常に進捗状況を把握しつつ、受講生と

先述のポイントなどを円滑に共有していく

必要がある。そこで、コミュニケーション

ツールをSlackで一元化し、報・連・相の

遅延をなくしながら、当事者間でのやりと

りが見えやすくするようにした。

また、現地プログラム終了後はグループ

ワークを推奨し、各グループ毎に［ディス

カッションノート（Googleドキュメント）］に、講

師からのフィードバック内容やグループで

の議論について要旨を記入するよう促し

た。学びの言語化を習慣付けることで、

受講生が主体的にプログラムに関わるこ

とを促すアクティブ・ラーニングの手法を

取り入れながら、学びの障壁となってい

ることを先回りして把握することでスクー

ル運営の改善にも役立った。

─

大宮の魅力を
再発見・可視化した
ふたつの社会実験
─

3カ月間で、地域特有の課題に向き合い

ながら地元の方々とのコミュニケーション

を経て、大宮を舞台に新たなストリート利

活用モデルとなる社会実験につなげたす

というプロセスが重要であることをまち

に飛び込み主体的に動く受講生の姿から

あらためて気付かされた。

今後もスクールは大宮の未来をつくる人

材とコンテンツの発掘に取り組みながら、

次年度は大宮以外にもスクール事業を展

開することを目的としたサービスパッケー

ジを用意し、同種の課題解決を目指す行

政やまちづくり団体や民間企業への水平

展開を進める。

─

スクール事業の対象となる

他都市・他地域のイメージ
〈まちづくり初動期〉

課題 ウォーカブルに取り組みたいが、

まちの課題がわからない

対策 新しい日常の風景をつくる「社会実

験」を通して、「地域プレイヤー」の

ネットワークを構築する
〈まちづくり展開期〉

課題 プラットフォームを立ち上げたが、

事業がつくれない

対策 「社会実験」の実践を通して、企画

～運営までのノウハウを「プラット

フォーム」に導入する

─

受講生たちは、修了後も所属や世代を超

えたフラットな関係のなかで情報交換を

続けながら、ふたつの自主的なまちづくり

の活動を大宮に生み出している。このよ

うな動きは、現場での体験を通じてまち

づくりの意識を共有したことで、まちの担

い手となる可能性のあった人々を後押し

したからだと考える。UDCOとしてもまち

づくりの仲間が増えていくことは頼もしく、

より一層スクールによる効果を活かして

大宮のまちづくりを盛り上げていきたい。

 ［高橋卓］

［ドキュメント動画］
ストリート
デザインスクール
＠大宮2022
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●    STREET PROJECT 2022

社会実験#1 
OMIYA STREET 
WARDROBE
バックストリートの古着文化に着目し、
公共空間でローカルコンテンツを顕在化させる

古着の魅力が
ストリートに集まる
─

大門町2丁目の大宮門街前歩道部にて、

2022年 1 1月12日にストリートデザイン

スクールの受講生による社会実験として

「OMIYA STREET WARDROBE（以下 

STREET WARDROBE）」を実施した［図1］。

「STREET WARDROBE」とは、大宮駅

周辺の古着店が集まり、ストリートに出店

したものである。まち歩きを経て受講生

がまちの魅力として取り上げたのが「古

着店舗」であった。大宮には一の宮通り

を中心に数多くの古着屋が集積してい

る。歴史のある店舗は20年以上続いて

おり、古着好きには知られた古着のメッカ

でもある。

一方で、大宮駅は東京方面や東日本エリ

アへのアクセスのよさから商業地や居住

地としての価値が高まるにつれ、便利さ

を売りにする大規模チェーン店舗が集ま

るようになり、大宮ならではの個性や文化

的な特性が見えづらい状況にある。また

古着店舗も立地が奥まっていることやこ

だわりある店舗の雰囲気もあって、なかな

か店の中に入りづらいという声もある。

そこで、大宮門街前の歩道が駅近の目抜

き通りにあり、幅員11 mの広場的な大き

さをもつ特性を活かして、路地裏にある

大宮の古着文化が可視化される舞台とし

て活用することを試みた。

─

地元のネットワーク
づくりを支援する
─

受講生は大宮に足繁く通い、気になる古

着店舗を回って関係を構築していった。

店舗にヒアリングをするなかで見えてき

たのが、

1─地域内で古着店舗同士の交流機

会は少ない

2─古着店が集積しているので共通

の取組をしたいと考える一方、店舗同士

だと率先して行動するのは難しい

という課題である。例えばマーケットの

開催やマップを制作したいという共通の

思いがあっても、店舗同士のネットワーク

がない状態では互いの目を気にして自発

的に動きづらい。第三者としてどのように

関与できるか悩んだが、そのような状況

のなかでこそ中間支援組織の役割がある

と考え、店舗同士の交流のきっかけとし

てストリートで古着店が一堂に集まり、出

店できる企画を作成した。その企画が大

宮門街前の歩道空間を活用したマーケッ

ト「STREET WARDROBE」と、「大宮東

口古着マップ」［図2］の制作である。初め

ての試みにも関わらず 10店舗が趣旨に

賛同し、出店を決めた。

そして、ストリートで実際に出店場所を設

けるうえでは、ただ古着を物色して購入

する場の提供だけではなく、滞留する場

をつくることがコミュニケーションをとる

ために重要と考え、キッチンカーによる持

ち運びやすい飲食の提供と休憩スペース

の設置、アップサイクル［*］をテーマとした

ワークショップスペースを組み合わせた。

このような仕掛けを通して、歩道で古着に

出会い、地図を片手にまちを歩くきっかけ

となる場所となることを目指した。

─

みどりと古着が
混ざり合う、
全方位に開いた空間
─

ところで、このSTREET WARDROBEの

空間はどうあるべきだろうかという議論

があった。今回は、対象敷地にすでに設

置されているUDCOの「ストリートプラン

ツ」を活かして、古着をかけるためのパイ

プや店舗サインや鏡といったアタッチメ

ントをつけることでマーケットへと展開し

た。もともとここに設置してあったストリー

トプランツは農業用ビニルハウスで用い

られているスチールパイプを活用してお

り、既存の流通金物でさまざまな接続が

可能である。ストリートプランツに設置し

ていた円形シェードから腕を伸ばすように

ハンガーラックパイプをつけ、それをくの

字に折り曲げたハンガーパイプを店舗ご

とのユニットとしている。さまざまな方向

にパイプを伸ばし、円形シェードの下を通

行可能とすることで、車道側と沿道店舗

側の行き来がしやすいようにした。

通常の屋外マーケットでは客と出店者の

あいだに境界があり、表裏がはっきりし

て沿道店舗側に背を向けてしまう状態と

なる。事前に試作品を作成して検証し［図

3］、表裏を生じさせない動線や視線の抜

け、パイプごとにかけられる衣服の数、ス

トリートプランツの植栽と古着の彩（いろど

り）が混ざり合うようにレイアウトした。

─

カルチャーと
出会うための
バリアフリー
─

そして社会実験当日は幸いにも好天に恵

まれた。定点カメラ映像をもとに時間ごと

の滞在人数を測定したところ、最大滞在

人数は約 100人となり予想を超える盛況

となった。来場者の世代や構成を見ると

［図4］、高齢者から子どもまで、またひと

りでの来場から友人や家族連れなど、ど

ちらも幅広い層に届いている。特に印象

的であったのが、普段は古着屋に接する

機会のないお年寄りの方が古着を眺めな

がら店主と交流している風景や、ベビー

カーや車椅子を伴って古着を物色してい

る風景である［図5］。これは全方位にオー

プンでバリアフリーな歩道という公共空

間であるからこそ生まれた出会いであっ

た。来場者へのアンケートからも、大宮

のカルチャーの発見の機会になったこと、

実店舗を訪れる敷居が下がったこと、マッ

プを活用してまち歩きをしてみたいなどと

いった意見を得ることができた。

賑わいは各店舗の売り上げにもつなが

り、古着店舗（10店舗）とキッチンカー（2店

舗）の売り上げ合計は88万円を超えた。

特に古着店舗の企画に対する満足度は

高く、普段とは異なる客層の開拓や、店

舗同士の交流の機会となったこともあり、

継続的な実施を望む声をいただいた。

─

ゆるやかな
プラットフォームへ
─

また、こういったことを継続的に実施する

ための運営体制を考えると、「コーディネー

ター」の存在が重要になる。コーディネー

ターとは、例えば以下のような存在だ。
● コンテンツコーディネーター

コンテンツの発掘やプレイヤーとの調

整を行い企画の実行を担う。
● 空間コーディネーター

利活用できる空間を発掘し、マーケット

を実現するツールを実装する。

今回はコンテンツ／空間コーディネーター

をスクール受講生およびUDCOが担っ

た。コンテンツコーディネーターは、スクー

ル受講生が今回の取組のなかで培った

関係の蓄積を活かしてその役割を担い、

徐々に古着店舗の関係者に役割を移行し

ていくのが理想的な形である。空間の実

装については、利活用手続きやツールの

提供といった形でUDCOが支援を行い、

当日の準備や運営については参加店舗

に引き継いでいけると、継続的で主体的

な運営につなげることができる。

今回の取組のためにつくられた参加店

舗と運営チームの共通したSNS連絡グ

ループは重要なプラットフォームである。

これを足掛かりに、継続的な実施をして

段階的な運営主体の移行をすることで、

「大宮の新しい文化的行事」として定着

させることを目指したい。またその際に

は、今回は叶わなかった沿道の民地事業

者との連携を充実させ、屋根付き広場「門

街広場」などとの一体的な取組へと展開

させることが理想的である。天候に左右

されやすいマーケットだが、その弱点を

補って柔軟に対応できる形をとって、公と

民をゆるやかに横断する地域文化のプ

ラットフォームへと育てていきたい。

 ［伊藤孝仁］

*─アップサイクル｜廃棄物や不要な物を再利用し

て、新たな価値や用途を生み出すこと。
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●    STREET PROJECT 2022

社会実験#2 
SANKITA 
CROSS POINT
継続的なエリアブランディングを目指し、
個性的な店舗が点在するエリアの
認知と活性化のきっかけをつくる

まちの魅力的な
エリアの発見
─

ストリートランチ（pp.26-27）の敷地でもあ

る宮町2丁目の道路予定区域で、2022

年1 1月12日にストリートデザインスクール

の社会実験「さんきたクロスポイント」を

実施した［図1］。

「さんきた」とはさいたま新都心から続く

全長約2 kmある氷川参道の北側エリア

であり、「クロスポイント」とはさんきたエ

リアとほかのエリアが交差する地点とい

う意味である。

まず、「さんきた」と大宮の北側地域を名

付けた経緯について説明する。

スクールで受講生とともにまち歩きを

行った際に、大宮駅周辺の商業が集積

する風景とは異なり、穏やかな住宅街の

なかに、住宅の一部を活用した飲食や物

販店舗が点在した魅力的なエリアが敷地

の北側に広がっていることを発見した［図

2］。今回「クロスポイント」として利活用し

た敷地を境に、商業エリアと住居エリア

が分かれていることを用途地域からも確

認し、住居エリアでは賃料設定に影響す

る路線価が低くなることから、個人店舗

が新規出店しやすく、今後さらにエリアの

魅力が高まることが考えられる。またこの

エリアの店主に話をうかがうと、商店会な

どの組織がなく店舗間の交流や一体の取

組などが乏しいことや、駅から離れた立

地のため集客に苦労していることなどの

課題が見えた。そこで比較的交通量の多

い道路予定区域を活用し、店舗間の交流

やエリア全体の認知向上を図る取組を目

指した。

有名な例では上野周辺で下町の雰囲気

の残る「谷根千（谷中・根津・千駄木）」、渋谷

の奥に位置する「奥渋」や、池袋周辺の

要町から千川にかけた「カナセン（要町・長

崎・千川）」などエリアの呼称がブランディ

ングにつながり、価値向上の役割を果た

している。そこでこのエリアにも名前を考

え、「さんきた」のネーミングの定着を図

ることも含めた社会実験とした。

─

つくることで
生まれる連帯感
─

社会実験に合わせてベンチやカウンター

を設けた。社会実験以降もストリートラン

チなどで使用できるように、耐久性と安

全性に配慮しながら製作した。合板を使っ

た什器は長期の雨ざらしの環境に適さず、

またボックス状につくると風の影響を強く

受け転倒の恐れがあったため、木の無垢

材を「井」の字状に組むこととした。一種

類の材料を互い違いに順番に組む単純な

製作工程とすることで、受講生の専門性

に限らず、容易に組み立て作業に参加で

きるように工夫している［図3］。

社会実験当日はさんきたの3店舗による

出店ゾーンを、食品への日当たりに配慮

し隣家のある敷地南側へ、飲食などを

楽しむことができる滞在ゾーンと、さん

きたエリアを伝える発信ゾーンを、視認

性が高く、まちへ開くように敷地北西の

交差点側に配置した。敷地境界のフェン

ス沿いにタープを連結した出店ゾーンや、

さんきたエリアを示す大きな航空写真を

単管を組み展示した発信ゾーンは、アウ

トドアやDIYなど受講生の趣味や特技を

駆使しながら実現している。また道路予

定区域を覆うアスファルトは味気のない

印象があり、隣接する道路空間にあった

緑や青色の舗装を参照し、同色のマスキ

ングテープを地面や航空写真などに貼り

ながらまちとの連続性を高めた［図4］。什

器などさまざまな「つくる」行為が発生し

たが、方法を共有することで全員が「つく

る」ことに参加することができ、グループ

の連帯感を高めていく一因となった。

─

さんきたエリアの
手ごたえ
─

社会実験当日はさんきたエリアにある

Jon’s coffee、ポテトとチーズの専門店 

Bouquet、CAFFE & DINING SHACHI

が出店した。売上は約平均2万円であ

り、いくつかの商品は早々に完売し、各

店舗で想定した以上の結果となった。ま

た社会実験前に顔合わせとして朝礼を

兼ねたあいさつの時間を設け、まずは互

いの名前や顔、そして店舗を知り、コミュ

ニケーションのきっかけづくりの機会を設

けた。スケジュールなどの都合上参加で

きない店舗も取組に関われるよう、各店

舗のショップカードを用意し、また、グラ

フィックデザイナーの直井薫子氏の協力

のもと、さんきたのマップと出店者インタ

ビューをまとめた3つ折りのリーフレット

を製作し［図5］、来場者が自由に持ち帰れ

るように設置した。

来場者へのアンケートからは、さいたま市

内在住者でもさんきたエリアを初めて知

る方もいることがわかり、さんきたの名称

について7割以上の好評を得た。「カタカ

ナにした方がおしゃれなのではないか」な

ど積極的な意見もあった。会場では、航

空写真やリーフレットを興味深く眺めてい

たり、リーフレットを片手にさんきた方面

へ足を延ばす来場者の姿が見られた。

─

スクールが生んだ
さんきたの担い手
─

スクール修了後も、さいたま市在住の４名

の受講生がさんきたの認知向上に継続的

に取り組むことになった。それぞれが社

会人であり仕事の合間や休日を利用して

取り組むため、無理なく出来ることから始

めることにした。そこで「さんきた実行委

員会」というインスタグラムアカウントを

作成し［図6］、店舗情報などの発信を行っ

ている。また取組を通じてさんきたの事

業者との関わりをつくり、第二弾のリーフ

レット作成や、独自のイベントなどにつな

げようと試みている。このように、スクー

ルを通じてまちを担うプレイヤーが生ま

れてきた。

その背景には、さんきたが少しずつ認知

されることへの手ごたえから、自身が住

むまちを魅力的にしていこうというモチ

ベーションが原動力となっていることがう

かがえる。スクール内で交わした議論か

ら継続的な活動へとつながったことは、

スクールでの学びがその後につながる

ことの証左となった。UDCOとしても彼

らの取組への支援の一環として、UDCO 

PAPER［*］でさんきたエリアを特集予定

である。社会実験から日常へとつなげて

いくため、多くの方々にさんきたの魅力を

共有していきたい。興味をもたれた方は、

ぜひ一度さんきたに足を運んでみてくだ

さい。 ［森元気］

*─おおみやの人にスポットライトをあて活動を応

援していくとともに、広くその魅力を発信する冊子。こ

れまで氷川参道や一の宮通りなどのストリートを中心に

フォーカスしてきた。
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｜受講生の声｜ストリートを舞台にまちを動かす体験から学んだこと●    Q&A    

酒井伸子氏｜メーカー勤務（当時）
｜社会実験2｜SANKITA CROSS POINT＠宮町2丁目道路予定区域

A1─育児休暇中かつ家族の協力が得られたこともあ

り、復職に向けて公共空間に対する視野を広げておきたい

という思いで応募しました。また、大宮在住で子育てをして

いる市民としても、大宮ではどのようにして「まちづくり」に

取り組んでいるのかを知りたい、という興味もありました。

A2─スクールでは、実際に「まち」に飛び込み「ひと」

を巻き込むプロセスが求められるため、書籍や座学だけで

は経験できないような小さな気付きを多く得ることができ

ました。漠然とした「まちづくり」という言葉に対して、リア

ルな体験を通して、受講生がそれぞれの解釈や意味付けを

し、自分自身のものに変えていくような学びのプロセスがあ

りました。また、各地域でストリートデザインを実践してい

るゲスト講師からのレクチャーやクリティークからも、熱量

と勢いを感じることができて気持ちが高まりました。

A3─グループで週 1回ほど夜な夜なミーティングを重

ねました。当初は多種多様なアイデアや意見が交わされて、

収束することはできるのかと心配することもありましたが、

最終的にはメンバーで同じ目標を見据えることができ、各自

が専門性を活かして動き出しました。所属も世代もさまざま

なメンバーでしたが、互いに遠慮せずにフィードバックしな

がら、フラットに取り組める関係性が新鮮でした。

A4─成果としては、社会実験で「さんきた」というポ

テンシャルのあるエリアを顕在化することができました。今

後も魅力を伝えていくことができれば、個性的な店舗がさら

に誘引され、渋谷駅周辺に対する「奥渋」のような、大宮の

魅力的なエリアとして認知されるのではないかと考えてい

ます。そのため、修了生有志メンバーによって、SNSアカウ

ントをつくり情報発信をするなどの活動を続けています。所

属先の外にコミュニティをつくりながら、主体的にまちに関

わる活動のきっかけになりました。

A5─まちづくりに興味ある方、大宮に関わりたい方で

あれば、敷居が高いものだと思わずに応募してほしいです！ 

私自身も「専門性がなくてもやっていけるだろうか」と応募直

前まで心配でした。実際は、基礎的な知識はレクチャーで学

びつつ、実践プログラムは個人ではなくグループで進めてい

くため、困難も分かち合いながら受講することができました。

岡田朋子氏｜建設会社勤務
｜社会実験1｜OMIYA STREET WARDROBE＠大宮門街前歩道部

A1─まちづくりや公共空間利活用に興味関心はあっ

たのですが、自身に知識や経験がなく、それらを学ぶ機会

もありませんでした。スクールという環境で、ほかの受講生

と一緒に学べるのであればチャレンジしやすいと感じられ

たことと、同じ目的をもった仲間にも出会えるのではない

か、という期待感が大きかったからです。

A2─3カ月間集中して取り組めるプログラムが濃密な

体験に効果的でした。レクチャーはもちろんのこと、社会実

験の実践に向けてUDCOスタッフが併走するサポート体制

は充実したものでした。受講生はふたつのグループに分か

れて社会実験を企画したのですが、グループメンバーが各

自の強みやスキルを活かして、できることを惜しみなくやる

雰囲気がありました。頼もしい仲間に恵まれたことはスクー

ル終了後にもつながる大切な糧になりました。

A3─当日朝に商品が並ぶ前の什器をみたとき、入念

な準備をしてきたはずだと思う一方で「果たして思い描い

てきた魅力ある風景が生まれるのか」と不安がよぎったこ

とを覚えています。開場時刻が迫り現場調整に追われるな

か、ふと周囲を見回したとき、そこには自分の想像をはるか

に超えた「色とりどりの古着が並んだ風景」がストリートに

現れていました。「今日はすごい一日になる！」と高揚したそ

のときの気持ちは忘れられません。

A4─企画から実践までをやり遂げるプロセスにおい

て、地域から理解を得ながら協力者を増やしていくことの

苦労からは多くのことを学びました。主催者である自分た

ちが社会実験の目的を芯にもちながらも、まちの当事者た

ちの思いを汲みつつ、悩みながら企画のアップデートを重

ねたことは、関係者間の相互理解を深めるうえで

欠かせないものでした。自身の仕事においても

「みんなで考えること」に対して、真摯な態度で

粘り強く取り組んでいきたいです。

A5─まちづくりや公共空間利活用の経験がないから

こそ、新鮮な視点や型にとらわれないアイデアが、企画をよ

りよい方向へと展開させることも多いのではないでしょう

か。ご自身がもっている、まちへの期待や疑問を大事にし

て、好奇心に従って応募してみることをオススメします！

2021年にスタートしたストリートデザインスクール。2年目となる今回は、

公共空間利活用ノウハウをまとめた実践ガイドブックを事前配布するなど、運営面におけるアップデートも実施。

ストリートデザインを実践的に学ぶなかで、どんな苦労や気付きがあったのか受講生に聞いた。

Q1  スクールを受講したきっかけについて聞かせてください
Q2  スクールを通して、ご自身の学びとしての達成度・満足度を教えてください
Q3   現地プログラムやグループワークを実践したからこそ語れるエピソードを聞かせてください
Q4  スクールでの学びが所属先での取組にどのように活かされているか教えてください
Q5   最後に、受講を検討されている方に向けてメッセージをください

LOCAL NETWORK
ローカルネットワーク

ローカルネットワーク
の拡張
市民がまちづくりに関わる機会をつくるために、さまざまなメディアを通じた情報発信のほかに、

ワークショップやトークイベントを行ってきた。人材や情報が「ストリート・インキュベーション」の3

層構造のなかで相互に行きかうように、既存の地域イベントや活動体との相互交流を図り、ストリー

ト活用を接点とするプラットフォームの構築を進める。2022年はプロフェッショナルの層につなが

るストックツアーやクラブ的つながりとしてのウォーカブル推進作戦会議を行ってきた。

● 地域ストックツアー   48
● ウォーカブル推進作戦会議   50
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まちづくり事業

民間 
まちづくり 
事業者

さいしん 
まちづくりファンド

大宮地域 
ネットワーク

有限責任事業組合LLP 民間まちづくり事業推進

実施

出資/配当　

補助

民都機構 埼玉縣 
信用金庫

国

配当/利払い/償還/投資

アーバン 
デザイン 
センター 
大宮

大宮東口 
商店街 

連絡協議会

しあわせ 
ハウジング

埼玉縣 
信用金庫 
大宮支店

支援

さいたま市

物件調査発掘/情報蓄積

情報共有/マッチング

ファンド 
紹介

空き家 
活用事例 
見学

ストック 
ツアー 
実施

ネットワークとファンドを掛け合わせるための中間支援

他地域 
ツアー事例 
視察

空き家 
空き店舗 
オーナー

賃貸借契約 賃貸借契約

まちづくりの指針

情報収集

交流機会

マッチング

事業計画

開業

1.

2.

3.

4.

5.

6.

実施主体 事業者 物件オーナー

まちづくりの視点から対象エリアを計画 
（市街地/回遊動線/アーバンデザインなど）

地域関係者と連携した物件リサーチ 
（目視調査/自治会•住民ヒアリングなど）

事業者のニーズ理解と物件オーナーの啓発 
（まちあるき/見学会/空き家ツアーなど）

事業者と物件オーナーのマッチング 
（契約業務に関しては協力不動産事業者と提携）

事業計画や資金調達などの事業支援 
（ファンド/補助制度/創業スクールなど）

発掘

公募

情報 
共有

申込

まちづくり 
への参加

見学

事業を通じた地域活性化 
（イベントの企画/運営/出店など）

●    STREET PROJECT 2022

地域ストックツアー
地域連携ネットワークによる空家／
空き店舗活用事業支援

現在、大宮駅周辺では多くの都市再生

事業が進んでおり、それらの点を線でつ

なぐことでまちとしての面的な効果を生

み出すために「インフィニティストリート」

（p.01）を2020年に構想した。まちの回遊

性を促すために、UDCOではストリート

テラスなどの社会実験を通じて街路沿道

の公共空間利活用に取り組んでおり、そ

れに加えて日常的な賑わいを生み出すに

は、店舗などの魅力的な目的地が増える

ことが重要と考える。

そのためには、民間事業者が大宮に店舗

を構えることを検討する段階での様々な

ハードル（資金・物件・地域ネットワーク）に対し

て、まちづくりの視点からサポートすること

が必要である。一方、大宮駅周辺エリア

の地価・賃料は比較的高いため、チェーン

店でもない限り新規開業することが難し

い状況である。

ただし、駅からの距離に比例して路線価も

下がるため、少し駅から距離のあるエリア

で活用できる空き物件を見つけ、小規模

ながら個性をもった事業者とマッチングす

ることができれば、回遊性が高まり、まち

に奥行きが生まれる。そうなれば、大宮が

チャレンジできるまちとして今以上にまち

で実際に事業を行う「プレイヤー」を呼び

込むことにつながるのではないだろうか。

このような背景のなかで、2021年に「さい

しんまちづくりファンド＠大宮」という資金

調達支援の仕組みをつくり、「大宮地域ネッ

トワーク」という民間まちづくり事業の推

進支援の体制を組むこととなった。さらに、

今年度はファンドとネットワークを積極的

に活用していくために、中間支援メニュー

のひとつとなる「地域ストックツアー」を行

い、かつツアーを企画するにあたって先

進事例を視察した［図1］。
─

魅力的な
目的地を増やし
エリア全体の
価値を高める
─

UDCOでは、パブリックスペースを活用

した社会実験を通じて、事業者の発掘・

活躍の機会創出を支援してきた。大宮の

魅力を持続的に向上させるためには、公

と民の連携や役割分担が重要であり、そ

のためには地域プレイヤーによる活動が

根付いていくことが不可欠と考える。

個人で営む店舗など、魅力的な目的地が

増えればまちに回遊性が生まれるだけで

なく、お店（点）がストリートを介してネット

ワークとなる（線）ことで、エリア（面）の価値

向上やイメージづくりにつなげることがで

きると考えている。そのため、ここでの支

援対象としては、例えば賃料が抑えられ、

築年数が古く原状回復が不要である物件

など、アイデア次第で不利な条件がメリッ

トとなるようなところで、事業者は開業資

金は小さく抑えながらも創意工夫にあふ

れたプレイヤーを想定している。まちづく

りには物件だけでなく事業者とつながっ

ていく必要があるため、両者の情報を発

掘し収集できるネットワークをつくりながら

マッチングできる支援が必要である。

─

先行事例から
推進プロセスを学ぶ
─

路線価が下がりはじめる大宮駅東口半径

300-500m（北はさいたま春日部線、東は氷川

参道、南は大宮区役所まで）間において、路面

店／狭小／築古などの条件で空き家・空き

店舗を目視調査でリストアップ、大宮地域

ネットワークの塚本氏（地元不動産会社しあ

わせハウジング）がリスト化した物件の不動

産情報を調査した。その結果、目視で遊

休不動産と判断できる物件のほとんどが

既に市場に流通していることがわかった。

限られたメンバーで地図と目視調査を頼

りに物件を発掘することは現実的ではな

く、さらには発掘後にどのように事業者と

のマッチングにつなげていくべきかを含

めて、民間まちづくり事業を生み出す「遊

休不動産活用」の支援方法を学ぶ必要が

あった。そこで、すでに成果を上げている

先行事例（青梅市・前橋市）への視察と実施

主体へのヒアリングを行った。先行事例

の基本情報は下記の通りである。

先行事例は、それぞれの拠点地域におい

て実践を重ねており、地域課題や推進体

制などが異なりながらも、基本的には6段

階の推進プロセスが共通していることが

わかった［図2］。特に前半のプロセス（①ま

ちづくりの指針→②情報収集→③交流機会）が

取組の推進力に影響していると考え、そ

のノウハウは次のように整理できる。

地域連携で
ネットワークをつくり
公と民の賑わいが
まちでつながる
─

物件が遊休状態で、かつオーナーの理解

が得られた状態であることがセットである

ため、市街地に空き家が多いからといって

単純にマッチングの対象物件が豊富、と

はいかない難しさがある。

実施主体（青梅：一般社団法人こーよ青梅、前橋：

前橋市にぎわい商業課）による目視の空き家

調査を実施しており、ほぼ同様のプロセス
（まちあるきで地図に空き家をリストアップ→住所

と写真をリスト化→商店会や自治会にオーナー情

報を聞き込み）であったが、いずれもマッチン

グの成果は年に数件程度に留まるとのこ

とであった。

そこで、まちあるきの目的を地域の方々と

のコミュニケーションに切り替えることで、

地元不動産会社や地域関係者から物件

情報がもち込まれる関係性をつくり、それ

らを調査することで情報の精度を高める

工夫を行っていることがわかった。つまり、

まちぐるみで取り組むことが解決策のひ

とつということである。

このように、地域連携で［②情報収集］に

注力するためには、エリアを限定するこ

とも重要である。特に取組の初期段階に

おいては、青梅市であれば［青梅市中心

市街地活性化基本計画］における旧青梅

街道沿道、前橋市であれば［前橋市アー

バンデザイン］における広瀬川沿い、と

いうように［①まちづくりの指針］で行政

によって定められた区域における街道や

河川沿いに活動を集中している。行政や

まちづくり団体が定めた中長期的なまち

づくりの指針に沿って事業を推進するこ

とで、まちの戦略と民の実践による賑わ

いにつながりが生まれ、開業後にも事業

オーナーが主体的にまちに関わる好循環

が生まれている。

そして次にまちあるき・物件見学会・空き

家ツアーなど内容は実施主体によりさま

ざまだが、事業者と物件オーナーが交流

しお互いの理解を深めるための［③交流

機会］のプロセスがある。ここでは事業者

に向けては地域の課題やまちづくりの動

きを知ってもらい、物件オーナーに向け

ては借り手とのコミュニケーションを通じ

た地域ニーズへの理解とまちづくりとの

つながりを、実施主体としては空き家活

用事例の案内や借り手の物件ニーズを把

握する機会となっている。

その後、［④マッチング］［⑤事業計画］を

経て晴れて［⑥開業］となる。ここでは協

力不動産会社を通じて不動産情報や建

築物諸情報を共有し、契約業務に進むこ

とになる。
─

賑わいの
循環をつくる
さんきた地域
ネットワークへ
─

大宮では先行事例ほどの著しい空き家問

題はないものの、駅周辺から離れるほど

賃料が落ち着き、駅から離れたとしても

住民や歩行者数は一定量いるということ

から、大宮ならではの回遊性を戦略的に

考えながら空き家活用を連動させること

に意味があると考える。

まずは［①まちづくりの指針］に従って活

動エリアを限定する。さいたま市が定め

る「大宮駅周辺地域戦略ビジョン」に寄与

するためにUDCOが重点的に取り組む回

遊動線「インフィニティストリート」の北端

にあり、ストリートデザインスクールにて

エリアブランディングの社会実験（p.44）を

行った［さんきたエリア］は、既に空き店舗

を活用した個人店舗が増えつつあり、潜

在的なプレイヤーにも活用イメージを見

せやすいエリアである。また、地域関係

者から物件や事業者の情報がもち込まれ

る［②情報収集］のネットワークと事業者

と物件オーナーがお互いの理解を深め

る［③交流機会］が必要であることから、

②のネットワークづくりと③を兼ねた「地

域ストックツアー」（以下、ツアー）を試行的

に実施することにした。参加者は日頃よ

りUDCOの取組にご協力いただいてい

る地域関係者（地元住民、地元事業者、不動

産、文化芸術、建築、アーティスト）と共に、さん

きたエリアを中心とした活用事例（Bibli、

CLOCK KITCHEN、Hello-Fashion、ALL THAT 

COFFEEWORKSなど）を巡りながら、物件

ニーズや活用アイデアについて意見交換

を行った［図3］。

さまざまな立場・所属・専門の関係者がま

ちを歩きながら議論したことで、地元不動

産会社の参加者からは「発掘物件の認識

が大きく変わった」や「路面店だけでなく

（細いアプローチでストリートとつながっている）旗

竿地の空き家などはSOHOに活用できる

のではないか」という物件から事業者像を

イメージするような意見が出るなど、意識

の変化を促す成果があった。今後、実施

主体としての「大宮地域ネットワーク」は、

地域に根ざし地元関係者を巻き込んだ集

合知のような活動になることが期待でき

る。魅力的な目的地がまちから生まれ、賑

わいとしてまちに還っていく、エリア全体

の価値向上を目指して取組を続けていき

たい。 ［高橋卓］

事業名 アキテンポ不動産
実施開始年 2015年
実施主体 一般社団法人こーよ青梅
 （株式会社まちつくり青梅から改称）

対象エリア 青梅市市街地
事業概要 不動産の調査発掘、 
 物件オーナーとの交渉、
 物件情報の発信、
 見学会の企画運営

事業名 マチスタント
 （前橋版リノベーションまちづくりから改称）

実施開始年 2020年- 
 前橋版リノベーションまちづくり、
 2022年- マチスタント
実施主体 前橋市にぎわい商業課
対象エリア 前橋市市街地
事業概要 遊休不動産の調査発掘、
 開業に関する補助制度などの案内、
 まち歩きによるまちの情報共有
 まち歩きによるまちの紹介
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●    STREET PROJECT 2022 ●    PUBLIC RELATIONS

大宮駅周辺
ウォーカブル推進
作戦会議
歩きたくなる地域づくりにむけた
市民クラブの創出

市民が
まちづくりに関わる
機会をつくる
産官学民連携
まちラボおおみや・OM TERRACE
UDCO PAPER・UDCO REPORT
UDCO LIVE

2020年度にさいたま市主催で実施され

た「マチミチコンペ in大宮ウィーカブルシ

ティ」をきっかけに、「大宮駅周辺ウォー

カブル推進戦略」の取りまとめに向けた

意見交換の作戦会議が開催された。メン

バーは市民を中心としたコンペ優秀提案

者に加えて、コンペ審査委員の田中元子

氏、地元まちづくり団体としてUDCOも

参加した。

─

第1回｜2022年9月27日

● 「大宮らしさ」
 「大宮が目指すウォーカブル」の検討
● キーワードの整理

第2回｜2022年 12月3日

● 大宮が目指す姿を共有しよう
● 目指す姿を実現できるプロジェクトを

 導き出そう

第3回｜2023年 1月21日

● 推進戦略の「目指す姿」と

 今後の進め方を共有しよう

─

作戦会議のなかで生まれたキーワード『わ

たしの時間がみちるまち』を軸に、4つの

ウォーカブル戦略（①心も体もまちも満たされ
たウェルビーイングなまちづくり、②地域資源と

活動をつなげるニワマチづくり、③変化やニーズ

に柔軟に対応できるフレキシブルなまちづくり、

④人と人、人と出来事の出会い・交流からイノ

ベーションが生まれるまち）として方向が導き

出された。

また本作戦会議は推進戦略の策定だけ

市民の方々に向けて、大宮というまちに

興味をもち、まちへの思いを語り、まちづ

くりに参画していく「関わりしろ」をつくる

ことを目的に、UDCOではさまざまなメ

ディアをつかった定期的な情報発信を続

けている。

コロナ禍の影響もありトークイベントのオ

ンライン化が浸透したことで、魅力的な

ゲストの顔ぶれとともに、気軽に視聴する

ことができるようになったからか、UDCO 

LIVEの視聴数は各回好調である。

現在対面でのコミュニケーションが戻りつ

つあるため、オフラインでの交流機会も

つくりながら、それぞれの強みを活かした

ハイブリッドな情報発信に取り組んでいき

たい。

でなく、今後のまちづくりを推進するプラッ

トフォームの創出へつなげていくことも目

的としている。UDCOは「ストリート・イン

キュベーション」の発想をベースに、主体

的な市民や専門家による継続的な関わり

によって生まれたこのネットワークを足掛

かりに、市民同士のさまざまな出会いが生

まれる「クラブ」づくりに取り組んでいく。

「クラブ」的
交流機会の
創出に向けて
─

2020年から続くコロナ禍によって、市民

同士で気軽に集まる場づくりが実現しに

くい時節が続いた。その結果、オンライ

ンによる勉強会や講演などのハードルが

さがり盛んに実施されるようになったもの

の、気軽な目的で集まり新たな「人」との

出会いが生まれる、「まちづくりへのはじ

めの一歩」となるような場所の重要性が高

まっている。

UDCOは、2019年まで実施をしていた市

民参加の交流会を「（仮称）マチミチクラブ

おおみや推進戦略（活動編）」という形で発

展的にリスタートし、大宮でさまざまな活

動をするキーパーソンによるショートプレ

ゼンテーションを中心とした交流会を来

年度開催していく。

登壇者と参加者の交流、思いやスキルを

重ね合わせ、多様なネットワークを構築し

てくことに主眼をおき、まちに対して主体

的な人々や多様な活動へとつながってい

く「苗床」になることを目指していきたい。

 ［伊藤孝仁］

地元まちづくり団体
などを支援する
産官学民連携
─

UDCOでは産官学民のプラットフォームと

して、各主体とのネットワーク構築や連携

強化を目指し、それぞれの活動に関する

専門性の高い支援、意見交換、地域の情

報収集などを継続的に行っている。

─

〇「民」：地元まちづくり団体など

会議の実施サポートやファシリテーショ

ン、大宮のまちづくりに関する専門的なア

ドバイスを行っている。

─

〇「学」：大学等研究機関など

芝浦工業大学とストリートプランツの効果

測定調査を行い、大宮のまちづくりに関

する協同研究を進めている。

─

〇「産」：民間企業など

大宮の企業とプロジェクトを展開するた

めの協議や、公共空間利活用の情報やノ

ウハウの共有を行っている。

─

〇「官」：行政・自治体など

さいたま市各課からの事業相談を受け、

取組を横つなぎするために、連携方法に

ついて提案するなど事業推進に向けた協

議を行っている。

地域との
関係性をつくる
まちラボおおみや
OM TERRACE
─

UDCOは駅前にオフィスを構え、日常的

に市民や事業者とコミュニケーションをと

ることで、地域との関係性づくりを試みて

いる。

また、UDCOの活動や大宮のまちづくり

の状況を模型や動画により展示したり、

大宮のまちづくりを目的とした集会利用な

どに貸し出し可能な「まちラボおおみや」

を運営している。

「OM TERRACE」屋上スペースについて

も、人数制限やイベント自粛などの状況

に応じた方針を示すことで、安全を確保

しながら運営を継続している。

大宮のひと・まちを
発信する
UDCO PAPER
UDCO REPORT
─

大宮で活動する「ひと」「まち」に関する情

報を整理し、広く共有することもUDCO

の役割のひとつである。

大宮の「ひと」に注目し、その魅力に焦点

をあてた「UDCO PAPER」を不定期に刊

行している。

「まち」を発信する媒体としては、取組を

リアルタイムで発信するウェブサイトや

SNS、本誌「UDCO REPORT」がある。

「UDCO REPORT」はUDCOの年間活

動報告として、また大宮のこれからのまち

づくりを考えるうえでの重要なテーマで

特集を組んでいる。
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Around 
URBANISTS #04
都市を耕し、
文化を育む「道具考」
─

Around URBANISTSは「現場で活動す

る人たちの視点から、これからの地域・都

市について情報発信をするトークセッショ

ン」として2020年に開始した。UDCOの

YouTubeチャンネルにて、ライブ配信と

アーカイブの公開を行っている。

2022年11月に開催した第4回目は「都市

の道具（ストリートツールズ）」がテーマ。スト

リートは人や自動車、ものが往来する「交

通」の空間であると同時に、人々のアクティ

ビティを支える「場」でもある。

里山や農地を道具で耕すように、ストリー

ト空間も「道具」を介在させることで人々

のふるまいの場として育てていくことがで

きるのではないかという問いのもと、アリ

ソン理恵氏（一級建築士事務所ara）、大山宗

之氏（仙台市役所／未満建築デザインファーム）、

川勝真一氏（RAD／建築キュレーター・リサー

チャー）の三者が登壇し、各活動に関する

話とUDCOメンバーを交えたディスカッ

ションを行った。

「公」と「私」を曖昧化する「庭」的な場所

まず、各者の活動から共通して確認され

たことは、「公」でも「私」でもない「庭」的

な場所が都市空間を豊かにする可能性を

もっているということである。

例えば、設計事務所を主宰するアリソン

氏は、2021年に豊島区東長崎にてコー

ヒーショップ「MIA MIA」をオープンした

ことを契機に、近隣のアパート改修を頼

まれ畑付き住戸をつくったり、小学校で

ワークショップを行い未利用の庭をコミュ

ニティスペース化する計画を立てたりと、

地域のための活動を続けている。

これらの活動はアリソン氏いわく「家の前

庭を少し変えることで、日常をつくる」取

組。古来、建築物ができることは、まちに

とっては一種の祝祭であった。それを体

現するために、MIA MIAの改修時に徒歩

圏内の地域の人々に施工への協力を依頼

した。その結果、コーヒーショップのオー

プン前から地域の人々が集う場となり、

音楽ライブや結婚式を開催するなど、ま

ちに開かれた場として育ちつつある。

仙台市役所職員の大山氏は、都市の土地

利用制度の狭間で生まれた「公開空地」

が行政と民間が互いの利点を活かして整

備したにも関わらず、整備後は双方の関

与がかえって曖昧さを助長してしまい、そ

の結果未活用となりがちであることに着

目した。

都市空間をいかにおもしろくすることが

できるのか、同じ問題意識を共有する仙

台在住のまちづくりコンサルタントや建築

家とともに個人的活動を開始。その過程

で、仙台市経済局主催の「クリエイティブ

プロジェクト事業」に応募し、2021年6月

から「建築未満」の活動として公開空地を

リサーチし、それを可視化するために「仙

台滞在空地MAP」を製作した。

また、実務では仙台駅前の青葉通の車道

を一部封鎖し、沿道店舗と歩道、ペデスト

Post
URBANIST #05
メンテナンス・
コミュニティ
社会的資源の創造的営繕
コロナ禍でアーバニストたちの活動を

見聞するためにはじまった「Around 

URBANIST」。その趣旨を引き継ぎなが

ら、未来の都市や建築に向けてビジョン

を構想する実践者たちの姿をより具体的

に捉えていくため、「Post URBANIST」

へとタイトルを改めることとした。

2023年2月に実施したライブ配信では街

路樹、畑、公園など、都市や農地の「みど

り」のメンテナンスとそれに関わるコミュ

ニティをテーマに、三島由樹氏（ランドスケー

プ・デザイナー／株式会社フォルク）、平野史人

氏（INAKA PROJECT）、平尾しえな氏（東京工

業大学博士課程／小さな地球プロジェクト）の三

者に話を聞き、意見を交わした。

人口減少社会では、従来通り行政が税収

で公共空間を維持管理していくことは難

しい。例えば街路樹の維持管理のように、

道路や公園、街路樹、公共施設といった

「パブリック・アセット」を介して、人と空間

の能動的な関係を回復する鍵は「メンテ

ナンス」の仕組みにあり、誰がどのように

社会的な「資源」を維持管理していくかと

いう視点は、新たなコミュニティのあり方

や人と場所の関係を構築する仕組みを探

る糸口であるともいえるだろう。

─

「関わりしろ」を開拓する方法

みどりにまつわる三者の取組は、線路街、

都市部の田んぼ、集落など、対象とする

資源がそれぞれ異なっている。一方で、

みどりのあり方や課題に向き合うために、

多様な人々の「関わりしろ」を生み出して

いる点が共通する。

三島氏からは小田急線の地下化にともな

い下北沢周辺の線路跡地に個性的な店

舗や旅館、保育園などの諸施設が立ち並

ぶ新たなストリート「下北線路街」につい

ての紹介があった。三島氏はその全体計

画に携わる過程で、都市のみどりを観賞

するだけのものから使うものへ変えてい

こうと、そのひとつの企画として地域の

人々が利用できる植木棚を設置した。

通常は業者に委託するみどりの管理も、

地域の方々が関われるように「シモキタ園

藝部」を創設し、自らみどりを植え、育てる

という一連の経験を通して、植物に関す

る知識やリテラシーを再獲得していくこ

とを目標とした。特に意識したことは、関

わり方にグラデーションを設けることだと

いう。植物に詳しくない方でも、食や美容

などさまざまな切り口から関わることがで

きる方法を探った。

都市と農地が混在する見沼田んぼを

フィールドに活動する平野氏は、「INAKA 

PROJECT」と称する会員制の田んぼの

企画・運営を行っている。手ぶらで参加

できるコミュニティ・ガーデンや米づくり

体験など、初心者にもハードルが低く、楽

しく活動できるイベントや田畑のレンタル

によって自然と暮らすライフスタイルを参

加者に体験してもらっている。それと同時

に、農家が抱える農地の維持管理や担い

手不足といった深刻な今日的課題を解消

する仕組みを考案している。

東京工業大学塚本由晴研究室の博士後

期課程に在籍する平尾氏は、2019年より

毎週末、研究室の活動の一環で千葉県鴨

川市釜沼集落に通い、稲作や山林整理、

古民家改修など地域のためにできること

を手広く実践してきた。平尾氏の場合は、

リアンデッキなどを含めた一体的な利活

用の方法を検証する社会実験を実施。ベ

ンチやジャングルジム、焚き火、ストリー

トピアノ、アロマ、指向性音響設備など、

人々のコミュニケーションが自然に発生す

るように五感を刺激する目に見えない仕

掛けを駆使したさまざまなツールを配置

し、実際に多くの人々がツールを介して、

都市空間に滞留する様子が観測されたそ

うだ。

─

「弱い」ツールで関わりしろをつくる

2022年10月に日本建築学会が主催した

「STREET TOOLS」展のキュレーターを

担当した川勝氏は、UDCOのストリートプ

ランツを含め、全国のストリートで使われ

ているツールをキュレーションした立場か

ら、制度とツールの関係性を考察した。

既存の都市や建築を考える議論では、建

築のタイポロジーや各種制度が重視され

てきたが、制度は土地の境界を明確化し、

ストリートのあり方を一元的に決めてきた

経緯があると言う。実際には「人々のふる

まい」が都市を豊かにするが、そのふるま

いを誘発し、都市を使いこなしていくため

に、ストリート・ツールが既存の都市空間

や制度を「細かく砕いて、やわらかくする」

ために作用する。

ディスカッションでは、植物のように簡

単にはコントロールができない、維持管

理のための手入れや介入を必要とする、

人々の関わりしろをもった「弱い」ツール

が、それに携わるコミュニティや都市全体

を巻き込んでいくこと、また、道具の使

い方や手入れの方法を忘れている現代

の人々が、「弱い」ツールを介して都市空

間の使い方に気づいていく可能性など、

ツールのあり方やその周囲の生態系につ

いて、各者の視点が共有された。

関わりしろへの参加側としての立場であ

る。しかし振り返ってみると、活動の3～4

割は草刈りに費やされているという。勢い

よく成長するみどりを、時には敵とみなし

て戦うことが、都市部とは異なるみどりの

メンテナンス方法で、草刈り機などの道具

やそれを適切に扱うスキルが必要となる。

さらに休耕田を活用してヨシを育て、建

築材料に使う試みも開始した。かつては

地域で共有されていた茅の生産や建築

技術は、茅葺き屋根の減少とともに専門

化が進んでいる。それをあらためてみず

からの技術として獲得しなおすことで関

わりしろの拡大を目指している。

─

「関わりしろ」から持続的コミュニティへ

各活動は、みどりの維持管理に関わる間

口を一般に広げることで、楽しみながら、

知識や技術を得る仕組みを構築してき

た。一方で、その継続には、メンテナンス

の大変さやコントロールできないみどり

の育成の難しさを引き受けられるコミュニ

ティの醸成が必要であることが課題とし

てあげられた。

平尾氏からは、田んぼの維持管理には農

具など道具の手入れを始めとした日常的

な裏方作業が発生しているが、それをコ

ミュニティで共有していくことの難しさに

ついて話題提供があった。また、田んぼ

を活用するには地主の信頼を得たり、公

有地の場合には農作の実績が必要であっ

たりする。「INAKA PROJECT」は、耕作

放棄地など活用が必要な土地のオーナー

と田んぼに挑戦したい方のマッチングを

活性化させるような役割を担っていくた

めに、キーマンとなる農家の方々との対

話を進めている。

さらに「シモキタ園藝部」は、組織として

の持続を図るために2021年8月には一般

社団法人化し、2022年度からは「シモキ

タ園藝學校」を開始し、担い手の育成を目

指している。三者の視点を通して、技術や

道具のシェアを通してコミュニティ内でい

かに持続的な関わりにつなげていくのか、

その方法について議論がおよんだ。

各ライブ配信について、
詳しくはUDCOの
YouTubeチャンネルより
ぜひご覧ください！

各ライブ配信について、
詳しくはUDCOの
YouTubeチャンネルより
ぜひご覧ください！ 5352
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UDCO年表2022
ビジョン推進と日常化に向けた仕組みづくり
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ストリートデザインスクール 

 
 
 
 

27日 開校01 
［現地プログラム #1］

10日 フィードバック 
［現地プログラム #2］

24日 中間報告会 
［現地プログラム #3］

8日 フィードバック 
［現地プログラム #4］

12日 アウトプット 
［現地プログラム #5］

● OMIYA STREET 
WARDROBE

● SANKITA CROSS POINT

27日 成果報告会 
［現地プログラム #6］

ストリートマーケット

28日 ストリートマーケット
 ＠大宮門街前

11日 ストリートマーケット
 ＠大宮門街前

25日 ストリートマーケット
 ＠大宮門街前

ストリートプランツ

19日 GIAP#04 
第1回 ストリートプランツ部会

23日 地域の植木見学会  
現地視察

29日 GIAP#05 
第2回 ストリートプランツ部会

5日 GIAP#06 
第1回未来ビジョン部会

1日 GIAP#07
 第3回 ストリートプランツ部会

8日 ストリートプランツ＠大宮門街前
 ［2022年8月8日─11月30日］

20日 おおみやストリートプランツ 
プロジェクト潅水式

24日 GIAP#08
 第3回 ストリートプランツ部会

15日 GIAP現地視察
● バスあいのり3丁目テラス
● シェアグリーン南青山
● 日本橋浜町エリアマネジメント

1日 GIAP#09  
ストリートプランツ部会・ 
未来ビジョン部会 合同部会

8日 ストリートプランツ＠大宮門街前
 延長［─2023年3月4日］

ストリートランチ

─ ストリートランチ
 ＠宮町2丁目交差点角
 ＠逸見ビル前 

［定期開催］

─ ストリートランチ
 ＠大宮門街前［定期開催］

地域ストックツアー

10日 まちつくり青梅  
現地ヒアリング  

22日 鳩山町 
コミュニティマルシェ  
現地ヒアリング 

7日 地域関係者 
ヒアリング

3日 マチスタント  
現地ヒアリング

21日 地域ストックツアー

ウォーカブル推進作戦会議

7日 ウォーカブル推進 
作戦会議 
［第1回］

3日 ウォーカブル推進 
作戦会議 
［第2回］

21日 ウォーカブル推進 
作戦会議 
［第3回］

14日 ウォーカブル 
意見交換会

7日 ウォーカブル 
意見交換会

情報発信

12日 都市計画コンサル 
タント講演会 登壇

12日 日本建築学会主催 
STREET TOOLS展 
［─10月17日］

17日 UDCO LIVE  #04

8日 さんきた実行委員会 
インスタグラム開設

15日 UDCO LIVE  #05
27日 芝浦工業大学 

研究成果報告会

1日 第3回大宮GCS 
まちづくり調整会議

30日 UDCO PAPER #12

現地視察

2日 見沼福祉農園現地視察

15日 日本橋浜町現地視察

9日 岡崎市現地視察
 一宮市現地視察
 錦二丁目地区現地視察

10日 神戸市現地視察

11日 UDC会議 in神戸

3日 前橋市現地視察

ストリートテラス

─ おおみやストリートテラス 
＠一番街

 ［2021年8月1日─  
2023年3月31日］

8日 おおみやストリートテラス 
＠中央通り

 ［2022年8月8日─1月30日］
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大宮駅東口周辺地域の動向

社会情勢

ビジョン推進

首都圏広域地方計画「運命の10年」

社会実験

調査研究

UDCOの3つのアクション

体制構築
日常化

調査研究

エリア
マネジ
メント

空間
再編

デザインコーディネートの持続化に向けた調査研究
● スクール／事業創出／まちづくり資金に関する調査［2020-］

街路／公共空間利活用の持続的体制構築
● おおみやストリートテラス＠一番街［2020-］
● おおみやストリートテラス＠中央通り［2021-］
● ストリートランチ＠キッチンカーテラス、軒先テラス［2020-］
● ストリートランチ＠大宮区役所［2021］
● ストリートランチ＠大宮門街［2021-］

デザインコーディネートの仕組みづくり
● 大宮駅周辺グリーンインフラ推進戦略体制構築支援［2021-］
→ GIAP（大宮駅周辺グリーンインフラ公民連携プラットフォーム）
　 の設立［2022-］
● さいたま市スマートシティ推進コンソーシアムとの事業連携［2022-］

エリアマネジメント組織の
立ち上げ・運営支援

空間再編と連動した公共空間の利活用
（エリア全体で連携した取組へ）

大宮らしい都市文化の発信

プラットフォームを通じた
人材供給・資金調達の支援

実践を通じたプラットフォームの拡充
● ストリートマネジメントスクール＠大宮［2021-］
● まちづくりファンド［2021-］
● 地域ストックツアー［2022-］
● UDCO PAPER・REPORT・LIVE・SYMPOSIUM

氷川参道一部区間歩行者専用化
東日本連携センターOPEN

特例道路占用許可取得予定（大宮門街前歩道部）

OM TERRACE OPEN

さいたま国際芸術祭20202018年記録的猛暑 令和元年房総半島台風
令和元年東日本台風

埼玉県における緊急事態措置／蔓延防止等重点措置 5類感染症へ
さいたま市
SDGs未来都市計画

さいたま市緑の基本計画改訂にともなう大宮でのリーディングプロジェクト検討
さいたま市スマートシティ推進事業が国土交通省スマートシティモデルプロジェクトに選定

東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会
都市再生緊急整備地域指定 国土強靱化基本計画 グリーン成長戦略

大門町2丁目中地区再開発事業

産官学民のプラットフォーム構築
● 市民がまちづくりに関わる機会を創る
● 地元まちづくり団体などの活動を支援する
● 地域との関係性を創る
● 大宮のひと・まちを発信・共有する

街路／公共空間利活用の社会実験
● おおみやストリートテラス［2017-］
● OM TERRACEの屋上利活用［2017-］
● ストリートランチ［2019-］｜● ストリートプランツ［2019-］

デザインコーディネートの
仕組みづくりに向けた調査研究
● 景観調査［2018-］｜● 誘導体制に関する調査［2019-］

竣工予定
大宮門街オープン（4月）

東口駅前広場の
都市計画手続き

新東西通路の
都市計画手続き

東口駅前広場の
事業認可取得

大宮区役所新庁舎
竣工

大宮駅GCS化構想

公共施設再編

GCS化構想策定 大宮GCS化プラン
2020策定

ストリートからアクションをおこす

まちづくり戦略［みどりが人を呼ぶシーンをつくる］

旧大宮図書館
リノベーション施設
Bibliオープン（12月）

展開期 波及期初動期

2021 [R3] 2022 [R4] 2023 [R5] 2024 [R6] 2025 [R7] 2030頃2017 [H29] 2018 [H30] 2019 [R1] 2020      [R2]2016 [H28]

公共事業支援と課題共有
● 大宮駅グランドセントラルステーション化構想
　デザインコーディネート［2017-］
● 公共施設再編を契機とする連鎖型まちづくりの推進［2017-］
● 氷川参道歩行者専用化区間景観コーディネート［2018］
● さいたま新都心エリアマネジメント検討支援［2018］

U
D
C
O
設
立

2010

｜
大
宮
駅
周
辺
地
域
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
策
定

ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
＝
大
宮
ら
し
い
新
た
な
日
常
の
実
現

構築
発信

運用

エリア全体での
デザインコーディネート支援運営

発掘

仕組み
づくり

事業支援
課題共有

課題のインプットと価値形成に向けた視点の形成 新たな公共的空間を対象に取組を展開 相互に連携し空間再編とマネジメントの連動へ

氷川緑道西通線南区間供用開始

NOW!

ビジョンの推進 に向けた課題の明確化
● 公共空間の利活用に関する調査・検討
● 景観形成に向けた調査・検討
● デザインコーディネートに関する調査・検討

ビジョンの推進 に向けた仕組みづくり
● 種々の調査・検討を踏まえた
 デザインコーディネートの仕組みづくりを行う

仕組みの定着による持続的なビジョンの推進
● 仕組みを定着させ持続的なデザインコーディネートを行う

グリーンによってアクションをつなぐ
アクションからネットワークをつくる

UDCOアクションプラン#005
大宮駅周辺地域戦略ビジョンの推進に向けた仕組みづくりへ

＊
2
0
2
3
年
6
月
時
点
の
想
定
を
示
す

大宮駅周辺地域の動向を見据えながら、3つのアクションがそれぞれに連関し、「運命の10年」のなかで提言や実践を行っていくUDCOの行動計画を示す。

UDCOは、産官学民連携の基本理念のもと、Design Research Action / Public Action / Platform Actionの3つのアクションによって、

「大宮駅周辺地域戦略ビジョン」（2010年策定）を地域が一体となって具体的に展開できるよう推進し、

大宮らしいまちづくりを進めるためのデザインおよびマネジメントを進めている。その核となるのが「ストリートデザインまちづくり」である。

官
自治体・NPO等

産
民間企業

学
大学等研究機関

民
市民・地域団体

1｜大宮のストリートをデザインする
DESIGN RESEARCH ACTION ［実験の層］
エリアマネジメントにつながる街路公共空間利活用の社会実験や、デザイ
ンコーディネートの仕組みづくりに向けた調査研究などを行う。

ストリート
デザイン
スクール

まちづくり
ファンド

地域
ストック
ツアー

大宮
GCS
構想

公共施設
再編

ストリート
デザイン

公共空間
利活用

グリーン
インフラ

大宮らしい都市文化の発信を目指した産官学民のプラットフォーム構築

ストリート
テラス

ストリート
ランチ

ストリート
プランツ

ストリート
テーブル

OM 
TERRACE
屋上
利活用

ストリート
メディア

景観調査

2｜ストリートからまちづくりへ
PUBLIC ACTION ［実践の層］
戦略ビジョンに掲げられた4つの「優先的に取り組むべきプロジェクト」（大
宮駅グランドセントラルステーション化構想や公共施設再編などの大宮駅周辺地
域で進められている各種事業）を通じて、豊かな公共空間の創出のためのデ
ザインマネジメント（事業と事業の相互調整）や、エリアマネジメントの仕組み
づくりを行う。

ストリート
デザイン
スクール

まちづくり
ファンド

地域
ストック
ツアー

大宮
GCS
構想

公共施設
再編

ストリート
デザイン

公共空間
利活用

グリーン
インフラ

大宮らしい都市文化の発信を目指した産官学民のプラットフォーム構築

ストリート
テラス

ストリート
ランチ

ストリート
プランツ

ストリート
テーブル

OM 
TERRACE
屋上
利活用

ストリート
メディア

景観調査

3｜大宮のまちづくりをつなげる
PLATFORM ACTION ［プラットフォームの層］
大宮のまちづくり団体や企業、大学、行政の活動を支援・連携をするとと
もに、大宮のまちづくりやUDCOの取組を大宮内外に発信することで、
産官学民のプラットフォーム機能を構築し、大宮らしい都市文化の発信を
目指す。市民がまちづくりに関わる機会の創出やまちづくり団体の活動支
援、ウェブサイトやSNSなどによる情報発信に取り組む。

ストリート
デザイン
スクール

まちづくり
ファンド

地域
ストック
ツアー

大宮
GCS
構想

公共施設
再編

ストリート
デザイン

公共空間
利活用

グリーン
インフラ

大宮らしい都市文化の発信を目指した産官学民のプラットフォーム構築

ストリート
テラス

ストリート
ランチ

ストリート
プランツ

ストリート
テーブル

OM 
TERRACE
屋上
利活用

ストリート
メディア

景観調査

56 57

●
 AC

TIO
N

 PLAN

●
 AC

TIO
N

 PLAN



森元気｜デザインコーディネーター
UDCOに参画してあっという間に2年が経ちました。多くの地

元の方々や事業者の方々、行政関係者とお話しする機会が

増え、まちが日常へと戻りつつあることを実感しています。新

たにできた大宮門街の前面歩道ではストリートプランツやスト

リートランチなど多くのプロジェクトの場となり、UDCOの活動

が重なり合い、年間を通してさまざまな様相が生まれる公共

空間となりました。制度活用などもう少し乗り越えていくハー

ドルもありますが、来年度も継続的に臨んでいきたいです。ま

た今年度は全国から多くの視察がありました。視察を通して多

くの自治体や団体の方々と意見交換を行い、それぞれの状況

や課題などを通して、大宮のまちづくりについて考える機会

になりました。そして大宮での取組が先進的な事例として注

目を浴びていることをあらためて感じ、今後も身を引き締めて

取組を漸進させていきたいと思いますので、今後ともよろしく

お願いします。

高橋卓｜デザインコーディネーター
戦略から具体を想像するUDCOの強みを活かし、2017年か

ら3カ年ごとに初動期→展開期→波及期と位置付けながら、

さまざまなストリートコンテンツを生み出してきました。初動

期のストリートテラスでは、事業者や生産者などの地元パート

ナーが増えるフェーズとなりました。そして、展開期にはじまっ

た「ストリートデザインスクール」の受講生からは、スクールの

取組を継続する方、再開発ビル敷地内で自主企画を立ち上

げる方など、実践的な学びがヒトからコトにつながっていく様

を目の当たりにしました。旗振り役としてのコーディネーター

が増えたことで、展開期に求められる多発的なまちの動きを

実感しています。ノウハウの普及を目的としてはじめたスクー

ル事業ですが、UDCOとしては与える側から与えられる側へ

の変化を感じています。次の波及期では他地域へスクールが

展開していくことによって、大宮にさらなる好影響をもたらす

ことを目指して、活動を広げていければと思います。

内田奈芳美
副センター長／ディレクター

─

2022年になり、少しずつ活動が現場に

戻ってきた感覚があります。また、他の

場所で会った方に大宮のまちづくりに

ついて聞かれることが増え、UDCOや

大宮のまちづくりについての関心も高

まってきたと感じることもあります。

これからのことを考えると、大宮は移動

のハブとしての役割をより高めていくこ

とになりますし、現場で考えたり、何か

をやったりすることの重要性もコロナ禍

を経て再認識しているところです。

そういった意味で、みんなが毎日利用

するリアルな空間であり、あらゆる場所

に接続し、屋外空間であるストリートの

役割は、通過としての役割だけでなく、

目的地としての役割をより強化していく

必要があるかと思います。

ストリートが育むまちのコンテンツ、とい

うレポートのテーマはそのような背景か

ら議論され、決定したものでした。これ

からも「最近は大宮ではどのようなこと

をしているの？」と聞かれ続けるような

ストリートの仕掛けをみなさんと実現で

きればと思います。

工藤和美
センター長

─

閉塞した社会情勢から徐々に抜け出し、

活気と賑わいに満ちた本来のまちの姿

が戻ってきたように実感しております。

祭りや催事なども開催され地域に触れ

る機会が増え、人々が集い、語らい笑

顔の溢れる光景は、わたしたちにとって

大切な日常です。

人と人のつながりが生まれ、出会いや

発見に満ちたまちづくりを前進させてい

くことがUDCOの役割だと考えていま

す。今年度はストリートプランツプロジェ

クトやストリートデザインスクールなど

の取組を通して地域の文化や資源に触

れられる機会を創出し、さまざまな方々

に関わっていただき、また多くの関心を

寄せていただきました。

明るいまちの未来を描くためには人々

の輪を広げ、さまざまな関係性を内包す

る必要があります。今後ともまちのビジョ

ンを共有しながら大宮の日常を育んでま

いりますので、地域のみなさまには引き

続きご協力よろしくお願いいたします。

石黒卓｜サブディレクター／デザインコーディネーター
2022年はストリートの利活用を「グリーン」や「スクール」に展

開させ、これまで実施してきた一連の取組をさらに発展させて

きました。一方で、UDCOの活動は、“展開期”から“波及期”へ

移行しており、社会実験や制度・仕組みづくりなどの「モデル

事業の創出」から、スクールの受講生やGIAPのメンバーなど

の市民や企業による主体的な活動の支援「プロジェクト化支

援」あるいはプレイヤー同士の「ネットワーク強化」などにシフト

してきています。2023年はこのようなプラットフォームとして

のUDCOの役割を発展させ、「地域ストックツアー」「（仮称）マチ

ミチクラブおおみやなどさらに裾野を広げていくプロジェクトに

力をいれていきます。また、2022年度は視察が過去最多とな

り、UDCOの方法論や組織に関心をもっていただくとともに、

協働の提案や相談も複数いただくことができました。引き続き、

多様なプロジェクトのコーディネートを通じて、大宮らしいエリ

アマネジメントの実践や提案を続けていければと思います。

伊藤孝仁｜デザインコーディネーター
「ストリートテラス」としてスタートしたUDCOによる道路空

間利活用の社会実験は、拡幅が予定されている道路沿道（氷

川緑道西通線）からはじまり、アーケード付きの商店街（一番街）

や駅前通り（大宮中央線）へ、そして今年度は大門2丁目中地

区再開発で生み出された大きな歩道の活用へと展開してき

ました。巻き込むコンテンツも多様化し、だんだんとまちの中

心部へと向かい、求められる意味合いも変化していることを

実感する1年でした。なかでも「ストリートプランツ」の緑化滞

在空間を古着マーケットの場へと転換した「OMIYA STREET 

WARDROBE」は、多くの人が行き交うストリートの空間が、

まちの魅力であるコンテンツを可視化し、人と人のネットワー

クを結び直し、みんなでカルチャーを「育てる」場になること

に気付かされる取組になりました。そのような考えを「ストリー

トインキュベーション」という言葉で捉え直し、今後のプロジェ

クトに活かしていきたいと思います。

藤村龍至
副センター長／ディレクター

─

一般的に地方自治体ではまちづくりの

専門家を自らの組織に抱えることができ

ません。土木や建築に比べ、まちづくり

の専門家を職員として採用する優先順

位が高くないこと、内部の職員は人事

異動で同じ職に3年以上とどまることが

難しいため、専門家となるには短すぎる

からです。UDCOのような組織を設置

することの意味として最も大きいことは

「同じ専門家がひとつのまちに関わり

続ける状況をつくること」にあります。

ただ、専門家といっても、同じまちに活

動場所を閉じていればノウハウを新鮮

なまま保つことは難しくなり、徐々に形

骸化していきます。大宮で培ったノウハ

ウをほかの都市で展開する可能性や、

ほかの都市で培った経験を大宮に再導

入する可能性をもっていることが必要

です。そこで7年目に入ったUDCOは、

少しずつほかの都市でストリートや沿道

のインキュベーションをお手伝いする機

会を増やして行くことになりました。大

宮をベースにしながらほかのまちへ遠

征し、ノウハウを蓄積したうえで大宮の

まちへ還元する、そんなサイクルを少し

ずつ実現できればと思います。引き続き

みなさまのご支援をよろしくお願いいた

します。

2022年度のふりかえり／2023年度に向けたUDCOの思い
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名称
アーバンデザインセンター大宮（UDCO）

*UDCOは「一般社団法人アーバンデザインセン

ター大宮」が運営する任意組織

設立年月日
2017年3月31日設立

2017年4月1日運営開始

主な活動エリア
「大宮駅周辺地域戦略ビジョン」（2010）の

対象となる大宮駅を中心とした約190ha

およびその周辺のエリア

メンバー
● センター長

 工藤和美（東洋大学教授） 
● 副センター長／ディレクター

 藤村龍至（東京藝術大学准教授） 

 内田奈芳美（埼玉大学教授） 
● サブディレクター／ 

デザインコーディネーター

 石黒卓 
● デザインコーディネーター

 伊藤孝仁｜森元気｜高橋卓
● プロジェクトパートナー 
（ストリートデザインスクール） 

 新津瞬
● スタッフ

 土田泰子

設立経緯・沿革
「大宮駅周辺地域戦略ビジョン」（2010）策

定後、戦略ビジョンをどのように具体化さ

せていくかが模索されるなか、地元から

のアーバンデザインセンター開設を求め

る声をきっかけとして、「しあわせ倍増プ

ラン2013」に「（仮称）アーバンデザインセ

ンター大宮」設置が位置付けられた。そ

の後、暫定的に公民学が一体となって主

体的にまちづくりを考えるための情報発

信の場として「まちラボおおみや」が2014

年に設置される。そして、まちラボおおみ

やでの産官学民の連携によるまちづくり

の試行期間を経て、2017年にUDCOが

設置され運営を開始した。

2010年5月
さいたま市「大宮駅周辺地域戦略ビジョ

ン」策定

2013年10月
さいたま市「しあわせ倍増プラン2013」に

「（仮称）アーバンデザインセンター大宮の

設置」が位置付けられる。

2014年7月
一般社団法人大宮まちラボ協議会が、ま

ちづくりの情報発信の場として「まちラボ

おおみや」を大宮ラクーン8階に開設。

2016年12月
アーバンデザインセンター大宮の運営業

務を担う法人組織として「一般社団法人

アーバンデザインセンター大宮」設立。

2017年3月
まちラボおおみやを活動拠点に、市民、行

政、企業、教育・研究機関などさまざまな

主体が広く連携しまちづくりを推進する

基盤として「アーバンデザインセンター大

宮（UDCO）」を設置。アーバンデザインセン

ター大宮（UDCO）の運営を一般社団法人

アーバンデザインセンター大宮が担う。

2017年10月
一般社団法人アーバンデザインセンター

がさいたま市より都市再生推進法人に指

定される。

2020年10月
令和2年度土地活用モデル大賞

「国土交通大臣賞」受賞

「おおみやストリートテラス」

2022年3月
第2回グリーンインフラ大賞

都市空間部門「国土交通大臣賞」受賞

「OMIYA STREET PLANTS PROJECT」

基本理念
UDCOの基本理念は「産＋官＋学＋民」

の連携である、それぞれの立場で活動

するこれらの主体が、広く連携しまちづく

りを推進する基盤として機能するため、

UDCOはこの基本理念のもと、大宮を新

たな時代へと発展するまちにデザインす

るとともに、良好なまちの形成に向けたマ

ネジメントを提案する。

活動財源
一般社団法人アーバンデザインセンター

大宮がさいたま市都市局大宮駅東口ま

ちづくり事務所より「大宮駅周辺地域戦

略ビジョン推進業務」を受託し、その受託

費を基本的な人件費などの活動財源と

している。

運営母体組織
● 名称

一般社団法人

アーバンデザインセンター大宮
● 社員

工藤和美：代表理事

藤村龍至：業務執行理事

ABOUT UDCO

図1

▶▶図1

アーバンデザインセンター大宮
［UDCO］

一般社団法人
アーバンデザインセンター大宮

社員総会

代表理事

理事

監事

事務局

サブディレクター

センター長

副センター長／ディレクター

デザインコーディネーター

スタッフ

事務局長

事務局員

*2023年3月時点の情報です。

まちづくり活動の成熟や都市ポテンシャル向上に
応じた市街地更新・拠点機能強化

老朽化した公共施設の安全やサービス向上
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［大宮駅周辺地域戦略ビジョンp.51「優先的に取り組むべきプロジェクトの設定」をもとに作成］

● おおみやインフィニティ［∞］プロジェクト

ストリートでつながる点→線→面
UDCO展開期の戦略
─

UDCOでは、「大宮駅周辺地域戦略ビジョン」（以下、ビジョン）のもとに進められ

ている都市再生事業をつなぐ鍵は“ストリート”であると考え、UDCO初動期か

らストリートテラスをはじめとした街路沿道利活用に取り組んできた。展開期

となる2020-2022年では、ビジョンの実現に寄与していくための戦略として、

ストリートにおける取り組みを面的につなげる「おおみやインフィニティプロ

ジェクト」を構想した［図1］。このプロジェクトの戦略・展開は次の通り。

─

「インフィニティストリート」は、大宮駅（グランドセントラルステーション化構想、以下

GCS化構想）、公共施設再編3地区（大宮区役所、旧大宮区役所、旧大宮図書館な

ど）、大門町2丁目再開発、氷川参道、中央通り、一の宮通りなどの拠点をつな

ぐ役割をもつ［地図］。大宮らしい暮らしがこの動線で日常的にかつ持続的に営

まれること、また、動線が「∞」の字に見えることから「インフィニティストリート」

と名付けた。

─

施策としては、インフィニティストリートを国土交通省が定める「まちなかウォー

カブル区域」に位置付け、「まちなかウォーカブル推進事業」として戦略的に進

めていくことが考えられる。このような他事業と組み合わせながら、インフィ

ニティストリート沿いで重点的・積極的に取り組みを進めることにより、点（拠点）

を線（ストリート）で結ぶことによって、奥行きのある面（まち）へとつながっていく。

ストリートごとの特性を活かしたアクションにつなげていくために、これからも

大宮の皆さまとともに取り組んでまいりたいと思います！

図1

1 主要回遊動線＝「インフィニティストリート」を設定

2 インフィニティストリートでストリートテラスなどの取り組みを展開

3 ビジョンに掲げる「おもてなしひろば」「おもてなし歩行エリア」を実現、
　　暮らしの質とエリアの価値向上を図る

4 都市再生事業である「おもてなしまち再生」「連鎖型まちづくり」と連動、
　　大宮らしい新たな日常を目指す
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用語解説
─
● UDC：アーバンデザインセンター｜UDCは、アーバンデザ

インセンター（Urban Design Center）の略称で、2006年11
月の柏の葉アーバンデザインセンター（UDCK）創設時に構

想された、課題解決型＝未来創造型まちづくりのための

公・民・学連携のプラットフォーム。行政都市計画や市民ま

ちづくりの枠組みを超え、地域に関わる各主体が連携し、

都市デザインの専門家が客観的立場から携わる新たな形

のまちづくり組織や拠点として、2023年3月現在は、全国

22拠点に展開している。それぞれのUDCで課題やプレイ

ヤー構成は異なるが、UDCOは政令指定都市（100万人都

市）の既成中心市街地におけるUDCとして、ほかのUDCと

は異なる特徴をもっている。
─
● 都市再生推進法人｜都市再生推進法人とは、都市再生

特別措置法にもとづき、地域のまちづくりを担う法人とし

て市町村が指定するものである。指定されることにより

公的位置付けが付与され、国などの支援を受けながら、

都市再生整備計画の市町村に対する提案や都市利便増

進協定・低未利用土地利用促進協定などを結ぶことが可

能となる。一般社団法人アーバンデザインセンター大宮

は、さいたま市から2017年10月4日に都市再生推進法人

に指定された。
─
● まちラボおおみや｜産・官・学・民が一体となり、これから

の大宮のまちづくりについて議論し、情報発信する拠点と

なるコミュニティ・ステーション。
─
● 大宮駅周辺地域戦略ビジョン｜大宮駅周辺地域のまちづ

くりの将来ビジョンとして、官・民協働でつくりあげたまち

づくり計画。大宮駅周辺地域を、政令指定都市の顔とし

てふさわしい都心として再構築するため、将来像、まちづ

くりの方針、戦略や優先プロジェクトがとりまとめられてい

る（H22.5策定）。
─
● しあわせ倍増プラン2013｜市民一人ひとりがさらなる「し

あわせを実感できる都市」を目指すため、 平成25年5月の

市長選挙において市長が公約した「新しあわせ倍増計画」

にもとづき策定するもの。さいたま市が特に力を入れて取

り組むべき施策がまとめられている。
─
● 首都圏広域地方計画｜「国土形成計画（全国計画）」を受け、

首都圏の自立的発展に向け、概ね10年間の地域のグラン

ドデザインをとりまとめたもの（H28.3大臣決定）。本計画 に

おいて、大宮駅周辺地域が東日本の対流拠点として位置

付けられる。
─
● 国土形成計画｜国土の利用、整備及び保全を推進する

総合的・基本的計画。国土形成計画法にもとづき、全国計

画と広域地方計画から構成される（H27.8閣議決定）。
─
● 大宮駅周辺グリーンインフラ公民連携プラットフォーム｜大

宮駅周辺に関わる多様な主体が一体となってグリーンイ

ンフラの取り組みを推進し、都市の価値向上と活性化、

大宮らしい豊かな生活空間の形成に寄与することを目的

とした、公民連携組織である。60
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